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  ～本書の記述について～ 

        本書では、説明内容を読みやすくするために、次のような記述をしています。 

･･･････気を付けていただきたいことや、注意事項を記述しています。 

 

･･･････項目についての解説を記述しています。 

 

･･･････操作方法を説明します。 

 

･･･････ワンポイントアドバイス 
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第１章 ホームズ君｢耐震診断 Pro｣とは 
 

ホームズ君｢耐震診断 Pro｣の概要について説明します。 

システムの特長や操作フローについて説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本システムで自動算出された、床面積、見付面積が必ずしも確認申請等の算定

基準と一致しない場合があり、そのまま使用できない場合があります。 

必要に応じて、屋根の手入力、編集値の入力にてご対応ください。 

本システムにおける＜一般診断法＞、＜精密診断法１＞、＜精密診断法２＞は、

一般財団法人日本建築防災協会発行「2012 年改訂版 木造住宅の耐震診断と

補強方法｣に対応しています。 

耐震診断においては、｢2012 年改訂版 木造住宅の耐震診断と補強方法｣に対

応していますが、診断結果はあくまでも耐震性能の目安であり、総合評価にお

いて、「倒壊しない」「一応倒壊しない」であっても、地震による被害を受けな

いことを保証するものではありません。 

本システムにおける、＜一般診断法＞＜精密診断法１＞は、一般財団法人日本

建築防災協会発行の｢2012 年改訂版 木造住宅の耐震診断と補強方法｣で診断

対象としている木造住宅に対してのみ適用が可能です。また、＜精密診断法２

＞では木造住宅に加え木造の非住宅も診断対象とされており、適用が可能で

す。 

適用外の建物については、システムの仕様上入力は行えますが、評価が正しい

とは限りませんのでご注意ください。 

＜一般診断法＞において、「耐力要素の配置等による低減係数」を検討する方

法には「四分割法における充足率」と「偏心率」の２種類があり、それぞれに

おいて評点が異なる場合があります。各検討方法の特性を十分理解した上で、

診断者の判断にて方法を選択してください。 
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１－１ システムの概要  

■概要 

ホームズ君「耐震診断 Pro」は、既存住宅の耐震診断および補強設計と、新築住宅の耐震診断

および建築基準法の確認申請のための構造チェックが行えるソフトウェアです。 

確認申請のための構造チェックは、2025年基準および 2000年基準のいずれかで行うことが可

能です。 

多彩なオプションを持ち、見積ソフト連動やプレゼンボード作成機能など営業支援機能も兼ね

備えた統合的なシステムです。 

 

■計算根拠 

  【耐震診断基準】 

     ▼「2012 年改訂版 木造住宅の耐震診断と補強方法」 

       一般財団法人日本建築防災協会 発行 

        ※適用範囲：「一般診断法」 （総 2階を想定した方法、 

各階の床面積比を考慮した方法） 

              「精密診断法１」（建築基準法施行令に準じて求める方法、 

必要耐力表を用いる方法） 

              「精密診断法２」(保有水平耐力計算による方法、 

限界耐力計算による方法) 

  【新耐震検証法】 

     ▼「新耐震基準の木造住宅の耐震性能検証法（新耐震木造住宅検証法）」 

          一般財団法人日本建築防災協会 

          国土交通大臣指定耐震改修支援センター 

  【建築基準法】 

     ●2025年基準 

      「壁量計算」 

・建築基準法施行令第 46条第 4項 

・昭和 56年建設省告第示 1100 号第三 改正 

(令和 6年国土交通省告示第 447 号 第一条) 

      「壁の配置」（偏心率、四分割法） 

・昭和 56年建設省告示第 1100 号第四 改正  

(令和 6年国土交通省告示第 447 号 第一条) 

※平成 12年建設省告示第 1352 号は廃止 

      「柱頭柱脚金物算定」（Ｎ値計算） 

・平成 12年建設省告示第 1460 号第 2号 改正 

(令和 6年国土交通省告示第 447 号 第四条) 

      「柱の小径」 

・平成 12年建設省告示第 1349 号第一 改正 

(令和 6年国土交通省告示第 447 号 第三条) 

 

     ●2000年基準 

      「壁量計算」・・・・・・・・・・・建築基準法施行令第 46条 

      「壁の配置」（偏心率、四分割法）・・平成 12年建設省告示第 1352 号 

      「柱頭柱脚金物算定」（Ｎ値計算）・・平成 12年建設省告示第 1460 号第 2号 

                       のただし書き 
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【梁桁断面算定】 

     ▼「木造軸組工法住宅の許容応力度設計 2017年改訂版」 

       公益財団法人日本住宅・木材技術センター 企画編集 

     ▼「木造住宅のための構造の安定に関する基準に基づく横架材及び基礎のスパン表」 

       公益財団法人日本住宅・木材技術センター 企画発行 

 

 

 

 

 

■利用対象者 

木造住宅の耐震診断基準である「2012 年改訂版 木造住宅の耐震診断と補強方法」の講習会を受

講するなどして、同基準の考え方や算出する数字の意味を理解している木造住宅の耐震診断技術

者、及び耐震補強設計技術者 

 

■適用範囲 

   ①構法・工法 

  【一般診断法】・・・・・・・在来軸組構法、伝統的構法、枠組壁工法 （3階建まで） 

  【精密診断法】・・・・・・・在来軸組構法、伝統的構法、枠組壁工法 （3階建まで） 

  【限界耐力計算】・・・・・・在来軸組構法、伝統的構法、枠組壁工法 （3階建まで） 

  【保有水平耐力計算】・・・・在来軸組構法             （3階建まで） 

  【新耐震検証法】・・・・・・在来軸組構法             （2階建まで） 

  【柱頭柱脚金物算定】・・・・在来軸組構法、伝統的構法       （3階建まで） 

  【基準法壁量計算】・・・・・在来軸組構法、伝統的構法       （2階建まで） 

  【基準法壁の配置】・・・・・在来軸組構法、伝統的構法       （2階建まで） 

  【梁桁断面算定】・・・・・・在来軸組構法、伝統的構法       （2階建まで） 

   注）伝統的構法とは、太い柱や垂壁を主な耐震要素とする構法をいいます。 

   ②建物規模 ：Ｘ＝１００ｍ Ｙ＝１００ｍ  
   ③階数   ：一般診断法、精密診断法 1、保有水平耐力計算、限界耐力計算、 

柱頭柱脚金物算定は、３階建まで対応しています。 
          その他の機能については、２階建までの対応となります。 
   ④モジュール：９１０mm（９０９mm、１０００mmなど任意に変更可能） 
   ⑤階高   ：２,０００mm～３,５００mm 
   ⑥入力可能な構造、形状 
      ・斜め壁 
      ・間崩れ壁 

・ロフト（小屋裏収納） 
      ・オーバーハング 
      ・制震ダンパー 
      ・インナーバルコニー 

・パラペット 
 
■適用対象外の建物 

以下の建物はホームズ君「耐震診断 Pro」では入力、計算を行うことができません。 

あらかじめご了承ください。 

・四方を壁で囲まれた中庭のある建物 

・スキップフロアのある建物 

・ペントハウス 

・大屋根（※条件付で対応可能な場合有り） 

・ツインタワー等いずれかの階が 2棟に分かれている建物 

・地下室のある建物 

【新耐震検証法】【建築基準法】【梁桁断面算定】の機能は、 

（一財）日本建築防災協会の「木造住宅耐震診断プログラム評価」の対象範囲外と 

なります。 
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１－２ 木造住宅耐震診断プログラム評価について  

 ホームズ君「耐震診断 Pro」は、一般財団法人日本建築防災協会の実施する、『木造住宅耐

震診断プログラム評価制度』において、耐震診断基準【木造住宅の耐震診断と補強方法】の"

一般診断法"および"精密診断法１"に準拠しているとして、評価書（評価番号：Ｐ評価１２－

改３－Ｗ）の交付を受けました。 

現在「木造住宅耐震診断プログラム評価」を取得しているバージョンは「Ver.4.4」です。 

Ver.5.0はプログラム評価を取得予定ですが、現時点で評価を取得しておりません。帳票に

プログラム評価番号が印字されないため、自治体への補助を申請する場合は Ver.4.4をご利用

ください。 

 

■プログラム評価の範囲 

ホームズ君「耐震診断 Pro」のプログラム評価の対象の範囲は下記の通りですので、運用

の際はご注意ください。評価の範囲を下記に示します。次ページの「１－３ 操作の流れ、

プログラム評価の範囲」もあわせて参照ください。 

 

▼評価取得バージョン 

  Ver.4.4 

▼評価対象 

「一般診断法（各階の床面積比を考慮した方法/総 2階を想定した方法）」 

「精密診断法１（建築基準法施行令に準じて求める方法/必要耐力表を用いる方法）」 

▼評価範囲外 

「地震被害想定（３Ｄ）」「精密診断法２（保有水平耐力計算、限界耐力計算）」 

「柱頭柱脚金物算定」「基準法壁量計算」「壁の配置(四分割法/偏心率)」「柱の小径」 

「確認申請」「梁・桁断面算定」「プレゼンボード」「省エネルギー対策等級」 

 

■バージョン番号について 

例）Ver.4.4.0.0 に対して、 

プログラム評価の範囲外となる変更を行った場合、2桁目の番号を繰り上げて Ver.4.5.0.0

とします。 

プログラム評価の範囲内での変更を行った場合、3 桁目または 4 桁目の番号を繰り上げて

Ver.4.4.1.0または Ver.4.4.0.1とします。 

 
【木造住宅耐震診断プログラム評価とは】※一般社団法人日本建築防災協会 webサイトより 

平成 7 年の阪神・淡路大震災では地震被害に直接的に関わって約 5,500 人もの命が奪われましたが、そのう

ちの約 9 割が木造住宅の倒壊等による圧死でした。 

近年、宮城県沖地震、東海・東南海・南海地震等大地震の再来の逼迫性が指摘され、木造住宅の耐震性の向

上が喫緊の課題となっています。『木造住宅の耐震診断と補強方法』が平成 16 年 7 月に改訂され、診断方法

が精緻化されたこともあり、診断プログラムソフトを用いられることが多くなってきました。 

そのような状況を鑑み、(一財)日本建築防災協会では、住宅の耐震診断プログラムの評価を実施することと

いたしました。評価に当たっては、学識経験者・技術者で構成する「木造住宅耐震診断プログラム評価委員

会」(委員長 五十田 博  京都大学生存圏研究所教授)を設置し、主として既存木造住宅の耐震診断を目的

とするプログラムを対象としています。 

評価したプログラムについては、さまざまな方法で公開し、広報していく予定です。 

評価の申請は平成 17年 7月 1日より受付を開始いたしました。 

 

 

また、プログラム評価番号は、部分的な差し替えのできない PDF形式での出力の際にのみ印字さ

れます。 

PDF 形式なら、再印刷の際も評点や日時、バージョンも前回診断を行った時点の状態がそのまま

再現されます。これまで通り、印刷プレビューやプリンタでの直接印刷も可能です。（この場合、

プログラム評価番号は印字されません） 
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１－３ 操作の流れ、プログラム評価の範囲  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

省エネルギー 

対策等級 

３Ｄ振動 

アニメーション 

プレゼンボード 

補強数量集計 

計算書 

計算書 

計算書 

計算書 

計算書 

計算書 

計算書 

計算書 

補強アドバイス 

START 

END 

【耐震診断の流れ】 

一般診断法 

精密診断法１ 

精密診断法２ 
（限界耐力計算） 

基準法壁量計算 

壁の配置 

Ｎ値計算 

梁桁断面計算 

壁材種設定 

建物概要入力 

CAD 入力 

補強ナビ 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑮ 

⑯ 

⑰ 

⑱ 

⑲ 

・絵でみる総合診断書 

・絵でみる補強計画書 

見積連動 ⑭ 

【建築基準法計算の流れ】 

※木造住宅耐震診断プログラム評価の範囲を網掛け

で表しています。 

※「精密診断法２」「建築基準法」など、網掛け範囲

外の各計算は、プログラム評価範囲外です。 

計算書 
精密診断法２ 
（保有水平耐力計算） 

⑥ 

新耐震基準の木造住宅の耐震性能検証法 計算書 柱の小径 
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１－４ 画面を知っておこう  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【メインメニュー画面】 

【入力画面】 

コマンドパレット 

パレット 

モードツールバー 

プランウィンドウ 

標準ツールバー 

｢2012 年改訂版 木

造住宅の耐震診断と

補強方法｣に対応した

耐震診断および補強

設計が行なえます。 

●一般診断法 

 

●精密診断法１ 

による耐震診断およ

び補強設計が行えま

す。 

 

精密診断法２による

計算が行えます。 

●保有水平耐力計算 

●限界耐力計算 

 

施主に分かりやすい提案

書の作成ができます。 

●プレゼンボード 

 

建築基準法に基づく設計診断が

行えます。 

●柱頭柱脚金物算定（N 値計算） 

●壁量計算 

●壁の配置（四分割法、偏心率） 

●柱の小径 

 

「木造軸組工法住宅

の許容応力度設計」に

対応した計算です。 

●梁・桁断面計算 

 

ホームズ君「あっと簡単見

積」にデータ連携します。 

 

ホームズ君「すまいのかん

たんプレゼン」にデータ連

携します。 

 

住宅性能表示制度の「温熱環境（省

エネルギー対策等級）」に関する等級

判定が行えます。 

●省エネルギー対策等級 

 

ホームズ君「パッシブ設計オプショ

ン」にデータ連動すると、敷地条件

や気象条件を考慮した設計や室温計

算（動的熱負荷計算）を行います。 

現況建物調査用のチェック

シートが印刷できます。 

●チェックシート 
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１－５ 出力される計算書  

■一般診断法 

 ①耐震診断 Pro 書式 

  [1]一般診断法表紙           [9]劣化度による低減係数 算定表 

  [2]総合評価             [10]一般診断法平面図 

  [3]上部構造評点           [11]一般診断法平面図（壁材種表示） 

  [4]壁の耐力明細表                   [12]補強アドバイス 

  [5]柱保有耐力明細表         [13]立面図 

  [6]耐力要素の配置等による低減係数  [14]ホームズ君の絵でみる総合診断書（オプション） 

  [7]偏心率計算表           [15]ホームズ君の絵でみる補強計画書（オプション） 

  [8]偏心率計算表(明細) 

 

 ②2012年改訂版 木造住宅の耐震診断と補強方法 書式 

  [1]表紙                     [6]領域毎の必要耐力の算定 または 

  [2]建物概要                 偏心率の計算 

  [3]壁配置図と 1/4分割 または     [7]壁の耐力の算定 

    壁配置図と重心、剛心               [8]耐力要素の配置による低減係数 

  [4]使用壁材一覧と壁材種表示平面図    [9]劣化度による低減係数 

  [5]必要耐力の算出                    [10]上部構造評点 

                     [11]総合評価 

■精密診断法１ 

  [1]精密診断法表紙          [10]偏心率計算表(明細) 

    [2]総合評価                [11]平均床倍率計算表 

    [3]上部構造評点           [12]精密診断法 1平面図 

  [4]建物重量の計算          [13]精密診断法 1平面図(壁材種表示) 

  [5]壁保有耐力・剛性         [14]平均床倍率計算平面図 

  [6]壁保有耐力・剛性（係数表）    [15]補強アドバイス 

  [7]柱保有耐力・剛性         [16]立面図 

  [8]保有耐力・低減係数        [17]ホームズ君の絵でみる総合診断書（オプション） 

  [9]偏心率計算表           [18]ホームズ君の絵でみる補強計画書（オプション） 

 

■精密診断法２（保有水平耐力計算）（オプション） 

  [1]保有水平耐力計算（表紙）      [9]水平構面の地震力に対する検定(剛性の判定) 

  [2]総合評価             [10]階・方向ごとの保有水平耐力と構造特性係数算出 

  [3]地震力計算            [11]形状特性係数の算出 

  [4]柱頭柱脚接合部の引抜の検定    [12]鉛直構面の荷重変形関係の算出 

  [5]壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出 [13]鉛直構面の保有水平耐力の算出 

  [6]梁上耐力壁の荷重変形関係と    [14]鉛直構面の負担地震力の算出 

    剛性の補正            [15]鉛直構面の必要保有水平耐力と評価の算出 

  [7]偏心率とねじれ補正係数の計算   [16]水平構面の変形追従性の確認 

  [8]鉛直構面の剛性と負担地震力計算   

 

■精密診断法２（限界耐力計算）（オプション） 

  [1]限界耐力計算表紙         [10]荷重変形関係 

    [2]総合評価             [11]建物重量の計算 

  [3]安全限界耐力と作用する地震力   [12]安全限界時荷重・変位 

  [4]壁の標準骨格曲線に乗じる係数   [13]安全限界固有周期・表層地盤の増幅率 

  [5]柱の標準骨格曲線に乗じる係数   [14]減衰定数・加速度低減率 

  [6]偏心率計算表           [15]限界耐力計算平面図 

  [7]偏心率計算表明細         [16]限界耐力計算平面図（壁材種表示） 

  [8]標準骨格曲線           [17]壁材種表示平面図 

  [9]ねじれ補正係数 
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■新耐震検証法（オプション） 

  [1]表紙                     [7]壁の耐力の算定 

  [2]建物概要              [8]耐力要素の配置による低減係数 

  [3]壁配置図と 1/4分割         [9]劣化度による低減係数 

  [4]使用壁材一覧と壁材種表示平面図    [10]上部構造評点 

  [5]必要耐力の算出                     [11]総合評価 

  [6]領域毎の必要耐力の算定 

 

■壁量計算 

  [1]建築基準法総合判定表（オプション）      [8]見付面積根拠図（オプション） 

  [2]建築基準法（壁量計算）表紙          [9]見付面積計算表（オプション） 

  [3]壁量計算表               [10]床面積根拠図（オプション） 

[4]階の床面積に乗ずる数値(2025年基準のみ)  [11]床面積計算表（オプション） 

  [5]存在壁量明細表                          [12]立面図 

  [6]準耐力壁等計算表(2025年基準のみ) 

  [7]壁量計算平面図 

 

■柱頭柱脚金物算定（オプション）     ■壁の配置 

  [1]柱頭柱脚金物算定表紙         [1]建築基準法(偏心率)表紙 

[2]柱頭柱脚金物算定表(１階柱)      [2]偏心率計算表 

[3]柱頭柱脚金物算定表(２階柱)      [3]偏心率明細表 

[4]柱頭柱脚金物算定表(３階柱)       [4]建築基準法(四分割法)表紙 

[5]柱頭柱脚金物算定平面図                [5]四分割法判定表 

[6]柱頭柱脚金物算定立面図                [6]四分割法存在壁量明細表 

  [7]使用金物一覧                          [7]四分割法平面図 

                                 [8]四分割法床面積根拠図（オプション） 

[9]四分割法床面積計算表（オプション） 

 

■柱の小径(2025年基準のみ)         

  [1]柱の小径判定表 

  [2]柱負担面積根拠図 

 

■確認申請(2025年基準のみ) 

  [1]床面積・見付面積計算表 

  [2]壁量計算表 兼 耐力壁図 

  [3]階の床面積に乗ずる数値 

  [4]偏心率 

  [5]柱頭柱脚金物算定 

 

■梁・桁断面計算機能 

  [1]梁・桁断面計算 表紙         [4]梁・桁断面計算 等分布荷重一覧 

  [2]梁・桁断面計算 計算表                 [5]平面図 

  [3]梁・桁断面計算 集中荷重一覧 
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１－６  システムに必要な機器構成  

ホームズ君｢耐震診断 Pro｣を使うために必要な機器構成です。 

 
   ▼対応ＯＳ Microsoft Windows 11 

         Microsoft Windows 10  (64/32 ビット版) ※1 

 

         【※1 Windows10 へのホームズ君製品の対応】 

         ・Windows10 へのホームズ君製品の対応は、Microsoft によるサポート(無償)の 

          終了日(2025 年 10 月 14 日)までとなります。 

         ・Microsoft のサポートが終了している Windows 10 のバージョンについては、 

          ホームズ君製品の動作保証の対象外となります。 

          Windows 10 のサポート対象バージョンにつきましては下記サイトよりご確認 

          ください。 

 

           https://learn.microsoft.com/ja-jp/lifecycle/products/windows-10-home-and-pro 

 

        ※ 次のＯＳや環境には対応していません（動作保証外です） 

         ・上記以外のＯＳ 

         ・Arm 版 Windows OS 

         ・Windows のタブレットモードでの使用 

         ・自作パソコンでの使用 

         ・仮想環境ソフトウェア（VMWare、VirtualBox、VirtualPC、 

          Hyper-V、Parallels Desktop 等）上での使用 

 

   ▼コンピュータ ：上記ＯＳが稼動するコンピュータ 

   ▼ディスプレイ ：解像度 1024×768 以上 

   ▼ハードディスク：本システムプログラム領域として１ＧＢ以上 (ユーザー作成データ用の領域は除く) 

   ▼メモリ    ：上記ＯＳの推奨値以上 

 

 

 

 

 

 

 

https://learn.microsoft.com/ja-jp/lifecycle/products/windows-10-home-and-pro
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１－７  起動ライセンスの選択  

ホームズ君「耐震診断 Pro」を起動すると、起動ライセンスの選択画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ネットワークキーで使用する場合の登録方法を表示します。 

②マイページを表示します。 

 （マイページでは、インストール用プログラムのダウンロード、ネットワークキーの管理、 

  安心フォーラム会員専用の動画視聴などが行えます。） 

③マイページのネットワーク管理画面を表示します。 

 （ネットワークキーを登録した PC の変更などが行えます。） 

④サポートセンターのメール問合せフォームを表示します。 

⑤ホームズ君製品の操作マニュアルやセミナー動画のWebページを表示します。 

⑥ホームズ君をネットワークキーで起動するための「シリアル番号」および 

「ネットワークキー用登録コード」を入力します。 

⑦ネットワークキーの登録が完了している場合、またはUSBキーをPCに挿入している場合、 

 そのライセンス情報（製品名やシリアル番号、オプション構成）が表示されます。 

 起動したいライセンスを選択して起動します。 

⑧「起動ライセンス選択」画面の更新を行います。 

 主に以下の場合にお使いください。 

  ・USB キーを挿入せずに起動してしまった場合 

  ・別の PCで使用中のネットワークキーを強制終了し、現在の PCで使用する場合 

⑨⑦で選択したライセンスでホームズ君を起動します。 

① ② ③ ④ ⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 
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第２章 既定値の設定 
 

 

 

   ホームズ君｢耐震診断 Pro｣を使うにあたり、システムの既定値として設定を行う 

   項目について説明します。 
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２－１ 耐力壁幅制限  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1つの耐力壁の最低幅を設定します。 

   ・ＣＡＤ入力にて「耐力壁」の入力の際に、本設定値を下回る幅の入力が行われた場合

は、入力が無効になります。 

  ・本設定は、パソコン毎の設定です。一度設定を行えば常に設定が有効となります。 

 

  【初期値】 

      ・筋かい：900mm 

      ・面 材：900mm 
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２－２ 既定値変更⇒計算方法  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＣＡＤ入力時の再計算タイミング 

・「常に再計算する」を選択すると、CAD 入力で入力を行うたびに重心、剛心の位置および一

般診断法、精密診断法 1の結果を再計算して表示しなおします。大きい建物の場合、処理が

若干重くなる場合があります。 

・「常に再計算しない」を選択すると、一般診断法モード、精密診断法 1 モードに切り替えた

ときのみ再計算を行います。 

 

不明（耐力有）の面がある壁の計算（一般診断法） 

・「基準耐力の和と 2.0 のうち高いほうを耐力として計算する」を選択すると、一般診断法に

おいて材種が不明(耐力有)の面材は最低限の耐力があるものとみなして計算します。 

壁の耐力は、もう片方の面の耐力＋軸組みの耐力（両面が不明（耐力有）ならば軸組みの耐

力のみ）と、2.0 のうち高いほうの耐力となります。 

ただし、精密診断法 1および補強計画の一般診断法では、不明（耐力有）の面材が存在する

場合は診断が行えません。 

・「基準耐力の和をそのまま使用して計算する」を選ぶと、一般診断法でも材種が不明（耐力

有）の面材は耐力 0として計算します。 

壁の耐力は、もう片方の面の耐力＋軸組みの耐力（両面が不明（耐力有）ならば軸組みの耐

力のみ）となります。 



第２章 既定値の設定 

 14 

２－３ 壁材種設定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・初期登録されていない壁材種を使用する場合は、本画面で任意の壁材種を追加登録し、

使用することができます。 

  ・「標準材種」にはあらかじめ標準的な部材が登録されています。（変更できません。） 

標準材種で「診断専用」にチェックが付いているものは、補強計画で追加する部材とし

ては使用できません。 

  ・標準材種で、「準耐力壁可」にチェックが付いているものは、建築基準法壁量計算で 

   準耐力壁として扱うことが可能です。 

設定した壁材種は建物ごとに保存されます。 

[現在の設定を規定値とする] にチェックをして[ＯＫ]をクリックすると、これ以降、新

規作成で新たに作成した建物においても、ここで設定した壁材種が選択できるようにな

ります。また、すでに作成済みの建物データで [既定値材種取り込み] ボタンを押すこ

とで、規定値として登録された材種を取り込むことができます。 

・設定情報の「基準耐力・基準剛性・壁倍率」か「精密診断法２用」を選択し、表示・

更新する情報を切り替えます。精密診断法２用の情報は「保有水平耐力計算オプション」

および「限界耐力計算オプション」で使用されます。 

 

追加登録する部材は、国土交通大臣が壁倍率を認定した部材など、公的な評価を受けた

ものに限りお使いください。 

制震装置は、第三者機関において制震装置として評価されたものに限りお使いください。 

登録した壁材種は、次の計算書において標準部材と区別し、網掛け表示となります。 

   ・一般診断法計算書「4.壁の耐力明細表」 

   ・精密診断法 1 計算書「5.壁保有耐力・剛性」 

   ・精密診断法 1 計算書「6.壁保有耐力・剛性（係数表）」 

   ・限界耐力計算計算書「3.壁の標準骨格曲線に乗じる係数」（限界耐力計算オプション） 
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２－３－１ 壁材種設定（基準耐力・基準剛性・壁倍率） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・壁部材に関する基本的な情報を設定します。 

   

・診断者が任意登録した壁材種を使用した場合は、各帳票でその部分が判別できるよう 

 に網掛け等で表示されます。 

 

・「使用する」欄にチェックをつけたものが建物概要の外壁材およびＣＡＤ入力の選択肢

として表示されます。 

・「基準耐力」は一般診断法と精密診断法 1で参照されます。 

・「基準剛性」は精密診断法 1で参照されます。 

・「壁倍率(基準法)」は基準法壁量計算、壁の配置およびＮ値計算で参照されます。 

・「制震装置」にチェックのある材種は制震装置として扱われます。 

筋かい／制震装置のみ設定可能です。 

・「見積単価」「原価単価」はホームズ君「あっと簡単見積」(別売)連動を行う際に参照さ

れます。 
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２－３－２ 壁材種設定（精密診断法２用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザー定義した材種を保有水平耐力計算および限界耐力計算に使用する場合は「精密

診断法 2用情報」を設定する必要があります。 

 

・「減衰定数」は部材の揺れを吸収する度合いです。値が大きいほど高減衰となります。 

・「変形角に対する強度」は、壁部材が水平力を受けて変形していくに従って発揮する復

元力です。変形角 0～60(×10-3rad)に対する強度が材種の標準骨格曲線となります。入

力中の材種の標準骨格曲線はウィンドウ左下にグラフで表示されます。 

・建物の補強に制震装置を使用する場合は、「筋かい/制震」の分類で通常の材種と同じよ

うに制震装置を設定し、「制震装置」の欄にチェックを入れます。制震装置が使用され

ている場合は建物の減衰定数の求め方が変わります。 

 

「標準材種」タブには、標準的な部材(構造用合板、石膏ボード等)のうち、標準的な部材

のほとんどが登録済されています。これらは、一般財団法人 日本建築防災協会発行

「2012 年改訂版 木造住宅の耐震診断と補強方法」資料編の内容に基づき、同書の執

筆者の一人である大橋好光教授の指導の下に値の調整や補完を行ったものです。 

「変形角に対する強度」が未設定の材種を使用した建物に対して精密診断法２の診断を

行うと、変形角に対する強度がゼロとして計算されるため、診断結果が実状に整合しな

くなる可能性があります。当該壁材種の強度を無視して問題ないことを確認した上で、

診断結果をご利用ください。 

「減衰定数」は、限界耐力計算で建物に制震装置が使用されている場合のみ参照されま

す。制震装置が使用されている場合は、制震装置以外の材種の減衰定数も使用されま

す。 
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２－４ 部屋名称登録  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＡＤ画面で「部屋名称」を入力する際に一覧に表示される部屋名称を変更・追加する

ことができます。 

 

・それぞれの部屋名称の行をクリックして編集すると「部屋名称」入力の際に反映され

ます。 

  ・「未登録」となっている行を編集すれば、任意の部屋名称を入力できるようになります。 

 

灰色となっている欄の部屋名称はシステム上特別な意味を持つため、変更できません。 
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２－５ 診断者情報設定  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 各計算書の表紙に記載する情報を設定します。 

 

 [パターン名]に名称を入力し[リストに登録]をクリックすると、入力中の内容がリスト

に登録されます。次回の建物データの新規作成時において、登録した内容をリストから

選択して設定することができます。 
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３－１ メインメニュー画面  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
起動すると、上記のメインメニューが表示されます。 
【新規作成】     ・・・ 新規にファイルを作成します。 
【開く】      ・・・ 既存のファイルを開きます。 
【保存】      ・・・ ファイルを保存します。 
【使用したデータの履歴】 ・・・ 今までに読込や保存を行った建物データのファイルから選択して 

開きます。 
【チェックシート】     ・・・ 現況建物調査用のチェックシートを印刷します。 
【法改正ヘルプ】      ・・・ 2025年の建築基準法の改正内容が表示されます。 
【お知らせ】         ・・・ バージョンアップ等、ホームズ君からのお知らせを表示します。 
【マイページ】        ・・・ マイページ画面を表示します。 
【ネットワークキー管理】  ・・・ ネットワークキーの管理画面を表示します。 
【サポートセンター問合せ】・・・ サポート問合せフォームを表示します。 
【動画マニュアル】     ・・・ マニュアルおよびセミナー動画のページを表示します。 
【終了】      ・・・ システムを終了します。 
 
 
 
 
 



第３章 メインメニュー 

 21 

３－２ 新規作成  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新たな建物データを作成し、建物平面図を新規に入力します。 

[新規作成]ボタンをクリックします。 

「診断者情報設定」画面が表示されますので、各項目を入力して[ＯＫ]をクリックしてく

ださい。ここで入力した内容は、後から変更することも可能です。入力内容については「２

－５ 診断者情報設定」を参照してください。 

 

保有水平耐力オプションまたは限界耐力オプションをご使用の場合は、「３－３ 耐震診

断法選択」へ進んでください。いずれもご使用でない場合は、「３－４ 建物概要を入力

する」に進んでください。 
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３－３ データ連携・連動  

ホームズ君「耐震診断 Pro」で作成 

したデータを他ホームズ君データに 

変換もしくは連動します。 

 

 

 

 

 

 

 

データ連携：耐震診断 Proで作成した物件データから、主に建物概要・CAD共通部分を引き

継ぎホームズ君他ソフトのデータに変換します。 

データ連動：耐震診断 Proで作成した物件データに、省エネ診断エキスパート（およびパッ

シブ設計オプション）固有のデータを付加します。 

 

 

■連携設定（初回のみ） 

１．連携ソフトの USB を挿入しておきます。 

連携ソフトがインストールされているフォルダを設定します。（※初回のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「耐震診断 Pro」を終了し、連携ソフトが起動します。 

データ連携 

データ連動 

データ連携 

（かんたんプレゼンの場合） 

初期設定では以下にインストールされています。 

・すまいのかんたんプレゼン 

C:¥HomesPresen 

・省エネ診断エキスパート（パッシブ設計オプション） 

C:¥HomesEne 

・あっと簡単見積 

C:¥HomesEst 
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■データ連携（すまいのかんたんプレゼン、あっと簡単見積） 

建物概要・CADデータのうち、連携先ソフトが持っている情報のみ引き継ぎます。 

すまいのかんたんプレゼン・・・既存の耐震診断 Proの CADデータを利用して、素早くパース

作成等ができます。 

あっと簡単見積・・・既存の耐震診断 Proの CADデータから、補強部材（筋かい、金物等）の

数量拾い等が自動的に行えます。 

連携される項目は以下の通りです。 

耐震診断 Pro の項目 すまいのかんたんプレゼン あっと簡単見積 

建物概要 寸法情報 ▲ 

階間高さ:既定値(400) を設定 

天井高さ：階高－階間高さ既定値 として読込 

● 

通芯、方位設定 ● ● 

CAD 壁 ● ● 

開口部 ▲ 

戸/掃出し開口：取付高さ＝開口高さ として読込 

窓型開口：取付高さは既定値(2000) を設定 

● 

柱 × ● 

屋根 ● ● 

バルコニー ▲ 

寸法：一部（共通部分）を読込 

腰壁タイプ：外壁タイプ を設定 

▲ 

形状のみ読込 

高さは読み込まない 

省エネ連動 敷地・隣棟・樹木・カー

ポート・塀・生垣 

● - 

  「すまいのかんたんプレゼン」にデータ連携時の注意 

「耐震診断 Pro」から「すまいのかんたんプレゼン」に連携し保存したデータは、「すまい

のかんたんプレゼン」データに変換されます。（HKPファイル） 

そのデータを更に「耐震診断 Pro」に連携しても、「耐震診断 Pro」固有のデータは破棄され

ていますのでご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

■データ連動（省エネ診断エキスパート（およびパッシブ設計オプション）） 

省エネ診断エキスパート（およびパッシブ設計オプション）を起動し、省エネルギー対策の機

能を付加した後、耐震診断 Proに戻り保存します。 

詳しくは第１５章「省エネルギー対策」（２１３ページ）を参照ください。 
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３－４ 耐震診断法選択  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 耐震診断で使用する診断法を選択します。 

※本画面は、新耐震検証法オプション、保有水平耐力計算オプションまたは限界耐力計

算オプションをご使用の場合のみ表示されます。 

・建物データの新規作成時に、使用する耐震診断法を選択します。 

 

・メインメニュー画面や、モードツールバーで耐震診断法を選択する際、現在設定され

ている耐震診断法のみ選択できます。他の耐震診断法を用いて診断を行う場合は、[フ

ァイル]メニューの[耐震診断法選択]をクリックして耐震診断法を変更してください。 

 
 
■注意 
本システムの一般診断法および精密診断法１はプログラム評価の対象となっています。ただし、

新規作成時に他の耐震診断法(保有水平耐力計算、限界耐力計算)を選択した建物データにおい

て、耐震診断法を一般診断法・精密診断法１に変更した場合の診断結果は、プログラム評価範

囲外となります。また、新規作成時に一般診断法・精密診断法１を選択した建物データであっ

ても、いったん他の耐震診断法に変更してから、再度、一般診断法・精密診断法１に変更した

場合の診断結果はプログラム評価範囲外となります。プログラム評価範囲外の建物データの計

算書にはプログラム評価番号が表記されませんので、ご注意ください。 

 

 

一般診断法および精密診断法１で新規作成した建物データにおいて、試しに保有水平耐力計算

や限界耐力計算での診断も行いたい場合、念のため、いったん建物データを別ファイルに保存

することをお勧めします。そうすることで、元の建物データ（一般診断法・精密診断法１のみ

使用）のファイルを、耐震診断法を切り替えた後の状態で誤って上書きしてしまいプログラム

評価の範囲外となることを、防ぐことができます。 
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３－５ 建物概要を入力する  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 建物の概要情報を設定します。 

 

・CAD 入力後は、モジュール幅の変更は行えません。あらかじめ適切な値を設定してか

ら、CAD入力を行ってください。 

 

・耐震診断に影響する項目の項目名を赤文字で表示しています。これらの項目は初期値

が設定されていません。実情に則した値の入力や項目の選択を行ってください。 

 

・選択している耐震診断法により、一部の入力項目が変わります。選択中の耐震診断法

は画面右上に表示されます。 

   

  ・基礎、木製筋かい接合部、柱頭柱脚接合部については、建物概要にて設定した仕様が、

個別入力（部分入力）の際の初期値として使われます。 

 

  ・建築基準法の各検討を行う場合は、「2025年基準」または「2000 年基準」のいずれか

を選択します。 
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各項目の解説 

【建物情報】 

  ○建物名        ：必ず入力してください。 

○建物コード      ：必ず６桁以内の数字を入力してください。 

○備考、診断者、建築地名：必要に応じて入力してください。 

  ○竣工年月  

  ○建物用途 

  ○築年数        ：<10年未満>、<10年以上>のいずれかを選択してください。 

  ○調査日 

  ○階数         ：必ず設定してください。 

               設定した階よりも上の階の寸法情報、屋根関連設定、CAD入

力は行えません。  

【寸法情報】 

  ○モジュール幅(mm) 

    壁の CAD入力が行われると、モジュール変更はできなくなります。 

  ○高さ寸法情報(mm) 

    床高、階高は以下の計算及び機能に使用されます。 

     ・筋かいの入力の際に「階高を筋かい高さとする」を選択した場合は 

      耐震診断で「筋かい高さによる低減係数」を求める際に使用されます。 

     ・建築基準法壁量計算の見付面積算定に使用されます。 

     ・建物 3D 表示の内容に影響します。 

・立面図の内容に影響します。 

最高高さは立面図に反映されます。（空欄の場合は自動計算値が使用されます） 

    小屋裏収納内法高さは、CAD入力で小屋裏収納が入力されている場合に床面積計算に

反映されます。（「４－２４ 面積編集」を参照） 

 

【計算条件、建物仕様等】 

○建築基準法選択 

 ・建築基準法の検定を行う際の基準を「2025年基準」または「2000年基準」から 

選択します。 

   ・「2025年基準」を選択した場合、壁量計算における「階の床面積に乗ずる係数(cm/㎡)」 

    および「柱の小径(mm以上)」の算出に必要な条件を設定します。 

 ・「2000年基準」を選択した場合、屋根の重さ（「軽い屋根」または「重い屋根」） 

    を選択します。 

〇必要壁量割増（地震力） 

 ・特定行政庁が独自に必要壁量の割増係数を定めている場合などに設定します。 

〇風圧力：見付面積に乗ずる値 

 ・風圧力の算定に用いる係数を選択します。 
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「建築基準法の選択」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「2025年基準」を選択した場合、以下の項目を設定します。 

  ・建物の寸法 

「最高高さ(m)」「軒高さ(m)」、「軒の出(m)」、「屋根勾配(寸)」を入力します。 

※各階の階高や床面積は、「建物概要」および CAD入力の内容をもとに自動入力 

されます。 

・地盤（標準せん断力係数 C0） 

 通常の地盤(0.2)、軟弱地盤(0.3)から選択します。 

・建物用途(積載荷重 N/㎡) 

 住宅(600N/㎡)、非住宅 事務所(800N/㎡)から選択します。 

・太陽光発電設備 

 「なし」「あり（固定値 260N/㎡）」「あり（任意入力）」から選択します。 

 

建築基準法の検討で用いる基準

を選択します。 

「2000 年基準」を選択した 

場合、屋根の重さを選択します。 

「2025 年基準」を選択した場合、

壁量計算における「階の床面積に

乗ずる係数(cm/㎡)」および「柱

の小径(mm 以上)」の算出に必要な

設定を行います。 
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・屋根の仕様 

「瓦屋根(ふき土無)」「スレート屋根」「金属板葺き」から選択、または任意の荷重を 

手入力します。 

・外壁の仕様 

「土塗壁等」「モルタル等」「サイディング」「金属板張」「下目板張」から選択、または 

任意の荷重を手入力します。 

・断熱材 屋根、天井 

「固定値(100N/㎡)」または「任意入力」から選択します。 

・断熱材 外壁 

「固定値(70N/㎡)」または「任意入力」から選択します。 

・柱の樹種 

任意の樹種を設定します。 

  

【耐震診断条件１】 

○構法 

○外壁材 

耐震診断において、耐力要素となる外壁材。 

  外壁が胴縁下地仕様の場合は大壁胴縁下地を選択します。 

  また、外壁を止めつけている釘の間隔や直径が所定のものと異なる場合、 

その間隔、直径に応じて釘補正係数を入力します。 

  ○建物重量 

     建物を構成する屋根や壁の種類を以下より選択します。  

[軽い建物]･･･石綿スレート板、鉄板葺、ラスモルタル壁、ボード壁 

[重い建物]･･･桟瓦葺、土塗壁、ボード壁 

[非常に重い建物]･･･土葺瓦屋根、土塗壁 

《解説》重い建物ほど、住宅が保有すべき必要耐力（地震に抵抗する壁の量）は、

大きくなります。重い建物ほど、耐震性をより考慮する必要があります。 

  ○柱頭柱脚接合部 

   柱頭柱脚接合部の仕様を以下より選択します。 

[平成 12 年(2000年)建設省告示第 1460号に適合する仕様]  

             ホールダウン金物等 

[3kN以上]    羽子板ボルト、山形プレートＶＰ、かど金物等 

[3kN未満]    ほぞ差し、釘打ち、かすがい等 

《解説》建物が保有している耐力(保有耐力）の算定において、柱脚接合部の仕様の

状況により値が低減されます。平成 12 年(2000 年)に建築基準法施行令が改正され、

柱脚ではホールダウン金物の使用が必須になりました。これ以前においては、羽子板

ボルト、山形プレート VP が一般的に使用されています。昭和 56 年(1981 年)建築基

準法施行令大改正以前に建築された住宅においては、金物等が使用されていない場合

もあります。 
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  ○木製筋かい接合部仕様 

   木製筋かい接合部の仕様を以下より選択します。 

    ・所定の金物 

    ・2.0倍用金物(BP-2)以上 

    ・1.5倍用金物(BP) 

    ・釘打ち(2-N75程度)以下 

  ○地盤 

地盤の状況について選択します。 

[よい・普通] 

  ・洪積台地または同等以上の地盤 

  ・設計仕様書のある地盤改良（ラップル、表層改良、液状改良） 

  ・長期許容地耐力 50kN/㎡以上 

  ・下記以外の地盤 

[悪い] 

  ・30mよりも浅い沖積層（軟弱層） 

  ・埋立地及び盛土地で大規模な造成工事（転圧・地盤改良）によるもの 

    （宅地造成等規正法・同施行令に適合するもの） 

  ・長期許容地耐力 20kN/㎡以上、50kN/㎡未満 

[非常に悪い]  

  ・30mよりも深い沖積層（軟弱層） 

  ・海・川・池・沼・水田等の埋立地及び丘陵地の盛土地で小規模な造成工事によ

るもの 

  ・液状化の可能性がある所 

   ※[非常に悪い]を選択する場合、地盤に対する対策も選択してください。 

   該当する対策がない場合、一番下の行の「対策」欄を実際に行う対策に 

書き換えてください。 

○地形 

    建物が建っている地形について、選択します。 

[がけ地・急斜面]の場合は、斜面に対して行っている対策も、選択してください。 

○基礎 

    建物に使用している基礎の種類及び状態を選択します。 

《解説》「保有耐力」算出において、基礎の状況により、値が異なります。 

基礎が十分でないと、地震の際に 1階の柱が引き抜ける可能性があるため、 

基礎の状況によって保有耐力は大きく低減されることがあります。 
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【耐震診断条件２】 

○多雪区域区分 

[一般]、[多雪区域]より選択します。  

多雪区域の場合には積雪深を数値で入力します。 

《解説》多雪区域の診断では、無積雪時の計算と積雪時の計算を行い、より低いほうの

評点が建物の上部構造評点となります。 

積雪時の計算では、積雪深によって必要耐力が割増され、また柱接合部による低減係数

が軽減されます。 

○地震地域係数 Z 

・住まいの地域の地震記録、地震活動状況等に応じて国土交通大臣が定める係数のこと

です。地域により 0.7～1.0の数値で表されます。1.0が標準値です。 

[1.0]・・・多くの地域が 1.0です。東京都、関東各県、静岡県、他 

[0.9]・・・北海道の一部、秋田県、山形県、新潟県、他 

[0.8]・・・北海道の一部、山口県、佐賀県、長崎県、他 

[0.7]・・・沖縄県のみ 

《解説》「地震地域係数Ｚ」により、必要耐力が低減されます。値が小さくなる程、地

震の発生の頻度が少ない地域とされています。 

○軟弱地盤割増 

・軟弱地盤であるかどうかを表示します。 

※「軟弱地盤である」が選択されている場合、耐震診断における必要耐力や、基準

法壁量計算における必要壁量に 1.5倍の割増が適用されます。 

《解説》地盤が軟弱な区域とは、基準法で定める特定行政庁が指定する区域内だけで

なく、当該地盤が『非常に悪い地盤』（第 3 種地盤を含む）として分類される区域

とする事が望ましい、とされています。 

 また、表層の地盤改良を行った場合でも、地震力の増幅を抑える事はできないため、

「軟弱地盤である」となります。 

  ○基礎種別 

・基礎の形式・状態入力から自動的に決定されます。 

  ○形状割増 

・建物各階の短辺方向の長さを選択します。 

《解説》短辺の長さが 6m未満の場合は必要耐力が割増されます。 

※Ver4.3で精密診断法１の形状割増（短辺割増）が変更になりました。 

 詳細は P.218を参照ください。 

 ○混構造割増（１階構造） 

・1階部分が鉄骨造または鉄筋コンクリート造で 2階以上が木造の建物については鉄骨

造または鉄筋コンクリート造を選択します。 

・その場合、この先の入力では１階部分は外形のみ入力し、２階以上の木造部分を通常

通り入力します。（診断は木造部分についてのみ行われます） 
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【方位設定】 

・建物の向きを設定します。 

・画面真上を 0度として、北を指す角度を入力します。 

・立面図の方位表記、および省エネの計算に影響します。 

・省エネの算定条件設定画面でも設定可能です。 

 

【通芯設定】 

 ○開始位置 

  ・通芯の開始位置を「X方向」「Y方向」それぞれに設定できます。 

 

 ○記号 

  ・通芯の記号を数字やひらがなに変更することができます。 

 

 ○表示範囲 

・自動  ：ＣＡＤ入力した壁の配置に応じて、自動的に通芯を表示します。 

・範囲指定：指定した範囲にのみ通芯を表示します。 

範囲はＣＡＤ入力画面の上端および左端に表示されているモジュール線 

番号(モジュール幅 910mmの場合は 0～72)で設定します。 

     (例)X方向「10」番～「20」番 Y方向「10」番～「15」番とした場合 

        X方向にはモジュール線番号 10～20間に、X0～X10まで、11本の 

通芯が表示されます。 

Y方向にはモジュール線番号 10～15間に、Y0～Y5まで、6本の 

通芯が表示されます。 
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３－６ 建物データを開く  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建物データの選択をします。 

リスト上で読み込みたい建物データにカーソルを合わせ、ダブルクリックするか、もし

くは[ＯＫ]をクリックします。 
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３－７ 建物データを保存する  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

建物データをファイルに保存します。 

 [ファイル]メニューの［保存］をクリックすると、建物保存ウィンドウが表示されます。 

保存する時は[ＯＫ]をクリックします。保存を中止する時は[キャンセル]をクリックし

ます。 

 

建物データを保存するファイル名は、建物概要の「建物名」および「建物コード」によ

り自動的に決まります。建物名または建物コードを変更してから[保存]を行うことで、

以前の建物データのファイルを残したまま、現在の編集中の内容を別ファイルに保存す

ることができます。 
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３－８ 使用した建物データの履歴  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今までに読込や保存を行ったファイルから選択して開きます。 

選択ボックスをクリックすると、今までに読込や保存を行った建物データのファイルの

履歴が表示されます。読込・保存した時期が新しいものから最大 10 ファイルまで表示さ

れます。 

  選択を行ってから下の[開く]ボタンを押すと建物データが読み込まれます。 

 
 



第３章 メインメニュー 

 35 

３－９ システムの終了  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

システムを終了します。 

 

［終了］ボタンをクリックします。または、[ファイル]メニューの[終了]を選択します。 

 

作業中の建物データが保存されていない場合、終了時に建物データを保存するか確認す

るダイアログが表示されます。保存して終了する時は、[ＯＫ]をクリックします。保存

せずに終了する時は[いいえ]を、終了しない場合は[キャンセル]をクリックします。 
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３－１０ チェックシートの印刷  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地調査用のチェックシートを印刷します。 

 必要に応じて印刷してください。 
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３－１１ お知らせ機能  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バージョンアップ情報や、キャンペーン、セミナーなどのお知らせをインターネット 

  を通じて提供します。 

 

 ▼起動時に自動的に表示されます。 

    ※起動時に表示したくない場合 

     お知らせ画面の「ホームズ君の起動時にお知らせを表示する」のﾁｪｯｸを外します。 

   ▼メインメニュー画面の「お知らせ」ボタンからも表示できます。 

 

 お使いのパソコンにインストールされているセキュリティソフトの種類によっては、 

   お知らせ画面のプログラム（HomesNews.exe）によるデータ通信について、利用者に 

   確認や許可を求める画面が表示される場合があります。 

   セキュリティソフトに対しても通信を許可するよう設定を行ってください。 
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３－１２ 情報送受信設定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ver4.1.1.6より、お客様の利便性向上、製品の品質向上やサポートサービスの向上のた 

め、お客様に同意いただいた場合に限り、ホームズ君サポートセンターのサーバーと以下 

の情報を送受信します。 

 

  【受信】お客様へ常に最新情報を提供する「ホームズ君からのお知らせ」の各種情報 

       （トピックス、最新情報、セミナー、キャンペーン、バージョンアップ） 

  【送信】製品の品質やサポートサービスの向上のためのﾗｲｾﾝｽ情報およびｿﾌﾄの利用状況 

 

  ※ホームズ君「耐震診断 Pro」Ver4.1.1.6 以上をインストールすると、起動時に上記の確 

認画面が表示されますので、「同意する」「同意しない」のいずれかを選択してください。 

  ※この設定はメインメニューの「ヘルプ」メニューからいつでも変更可能です。 

 

 お使いのパソコンにインストールされているセキュリティソフトの設定等により、 

  ホームズ君のデータ送受信についてユーザーに確認や許可を求めるメッセージが表示 

  される場合があります。この場合は、セキュリティソフトに対してもホームズ君の 

  送受信を許可するよう設定を行ってください。 

  詳細は、情報送受信設定画面から参照できる下記の資料を参照してください。 

   「ホームズ君がセキュリティソフトに検知された場合について」 
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３－１３ サポートセンター問合せフォーム  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 操作方法や計算内容で不明点がある場合は、インターネットブラウザから 

サポートセンターへお問合せのメールを送信することができます。 

  また、入力中の物件データ(.HQ5、.HQQファイル)、図面の PDFファイル等も 

送信可能です。 



 

40 

 

 

 

第４章 CAD 基本入力を行う 
 

 

 

       ＣＡＤ基本入力モードの操作方法を具体的に説明します。 
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４－１ 画面の各部の名称について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標準ツールバー モードツールバー 

プランウィンドウ コマンドパレット 
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４－２ ＣＡＤ基本入力について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メインメニューから[ＣＡＤ基本入力]をクリックすると、ＣＡＤ入力画面になります。 

ここでは、診断する建物の内外壁情報、耐力壁、柱、開口、および、それらの仕様につい

て、入力します。 

プランウィンドウ上部には、グリッド分割、縮尺、表示設定、凡例、階選択が表示されま

す。 

 

 

グリッド分割：画面のグリッドサイズを変えます。 

縮尺  ：画面の表示倍率を変えます。 

     マウスホイールでも縮尺を変えることができます。 

（「Ctrl」+マウスホイール上で拡大、「Ctrl」+マウスホイール下で縮小） 

表示設定：柱、他階の壁等の表示・非表示を指定します。 

凡例  ：凡例を表示します。 

階選択 ：１階、２階、３階を選びます。 

階選択 縮尺 グリッド 表示設定 

凡例 
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４－３ 拡大、縮小  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＡＤ画面に表示されている内容を拡大、縮小します。 

 

 

■拡大 

   ・２点入力で囲った範囲（赤枠の範囲）を拡大します。 

   ・建物形状が複雑な場合などに便利です。 

 

■縮小 

・縮尺を調整することで拡大したＣＡＤ画面を縮小することが可能です。 

・CAD画面でキーボードの「Esc」キーを押すと縮尺は初期値（１/100）に 

  戻ります。 
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４－４ 移動  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＡＤ画面に表示されている内容をスクロールします。 

 

・【移動】ボタンをクリックします。 

    ⇒マウスカーソルが  のマークに変わります。 

  ・平面図をドラッグすると画面がスクロールします。 

 

 
  ・プランウィンドウの右および下にあるスクロールバーをドラッグすることでも、 

ＣＡＤ画面の内容をスクロールできます。 

・各種入力機能でマウスにより入力範囲（直線、四角形、多角形など）を指定する際、建

物の規模が大きいと、入力したい範囲が１画面に収まらない場合があります。その場合、

入力範囲を指定している途中で、いったんスクロールバーをドラッグして表示範囲を変

更し、そのまま継続して入力範囲の指定を行うことができます。 
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４－５ 拡大・縮小・移動（両ボタンクリック）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

マウスの左右のボタンを同時にクリックすることにより、拡大・縮小・移動を行うこと 

ができます。 

 

 

  ・ＣＡＤ画面上の 1点でマウスの左右のボタンを同時に押すと、カーソルの位置に「移動」

と表示されます。 

  ●移動 

   「移動」と表示された状態でマウスのボタンを離すと、その位置が中心にとなるように

画面がスクロールします。 

  ●拡大 

   マウスの左右のボタンを押したまま右下にドラッグすると、文字が「拡大」に変わり、

赤枠が表示されます。 

   その状態でマウスのボタンを離すと赤枠で囲った範囲を拡大します。 

  ●縮小 

   マウスの左右のボタンを押したまま左にドラッグすると、文字が「縮小」に変わります。 

   その状態でマウスのボタンを離すと、縮尺が縮小されます。 

  ●全体 

   マウスの左右のボタンを押したまま右上にドラッグすると、文字が「全体」に変わりま

す。 

   その状態でマウスのボタンを離すと、建物全体がちょうど収まるように画面がスクロー

ルし、縮尺が変更されます。 
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４－６ 補強属性について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補強属性として、"現状"、"補強計画 1"、"補強計画 2"、"補強計画 3"の４つのモードがあ

ります。“現状”モードでは、現状の建物に関する耐震診断を行い、“補強計画１~３”モ

ードでは、耐震補強計画を入力して、診断を行ないます。 

 

・それぞれの補強属性名をクリックすることでモードを切り替えることができます。 

・コメント入力欄には補強計画それぞれについてのコメントを入力することができます。 

・すでに診断済の補強モードについては診断の総合評点を確認することができます。 

 

 “現状”、“補強計画”モードのモードを切替えるときは、次のことに注意してください。 

 

■現状  ：現状の建物について、耐震診断をする場合に選択します。 

■補強計画：「現状」における耐震診断が完了し、補強計画を行う場合に選択します。 

いずれかの「補強計画」がはじめて選択された際に、「現状データ」から選択された 

番号の「補強計画データ」へコピーが行われます。2 回目以降、すでにその番号の 

「補強計画データ」が存在する場合は、「現状データ」からのコピーは行われません。 

  ■データコピー： 

   既存の「補強計画データ」を初期化したい（「現状データ」に合わせたい）場合や、 

補強計画データを他の番号の補強計画データにコピーしたい場合などは、コピー元の 

データとコピー先のデータを選んで[コピー開始]をクリックしてください。 

コピーを行うとコピー先のデータは上書きされますので注意してください。 

  ■データ削除： 

一度作成した補強計画を削除したい場合は、補強計画番号を選択し、[削除]をクリック

してください。 

補強計画の削除を行っても、現状の入力内容や診断結果には影響ありません。 
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４－７ 作業全体の流れ  

 ※補強属性“現状”、“補強計画”の両モードにおいて、それぞれ入力可能です。 

 ※CAD 入力 コマンドパレットの[？]（操作ヘルプ）を参照ください。 
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４－８ 下絵読込を行う  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像ファイルや、画面をコピーしたクリップボード情報を、 

下絵としてを読み込むことができます。 

下絵は 1階、2階、3階それぞれに読み込むことができます。 

 

 メインメニュー画面またはモードツールバーの［下絵読込］を選択します。 

・[ファイルを選択]ボタンをクリックすると、画像ファイルを選択できます。 

 読込可能なファイル形式は、JPG、PNG、BMP、GIF、PDF、JWW、DXFです。 

・画像ファイルを直接画面上にドラッグすることで、画像を読み込むこともできます。 

・Alt+PrintScreenや Windows+Shift+Sでウィンドウをコピーした後に、 

[ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞから貼付]ボタンをクリックすると、下絵として表示することができます。 

・[下絵削除]ボタンをクリックすると、下絵を削除することができます。 

・読み込んだ下絵の操作については、［４－８－１］～［４－８－６］を参照してくださ

い。下絵の各操作は、CAD入力画面の下絵を右クリックすることでも使用可能です。 
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４－８－１ 下絵をトリミングする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－８－２ 下絵を移動する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

① ② 

▼入力方法（２点入力） 

１点目：枠の辺または頂点を 

選択します。 

２点目：切り取り範囲を確定します。 

 

 

 

 

 

 

▼入力方法 

１点目：下絵をクリックします。 

２点目：下絵の移動位置を確定します。 
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４－８－３ 下絵の縮尺を変更する 

拡大縮小 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縮尺合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

① 

② 

▼入力方法 

１点目：下絵の角をクリックします。 

２点目：下絵の大きさを確定します。 

 

 

 

 

 

▼入力方法 

・基準となる値を選択、又は任意で 

入力して値を設定します。 

・設定した基準の長さに合わせる線分を 

２点をクリックで指定することで、 

縮尺が設定されます。 

 

 

 

 

 



第４章 CAD 基本入力を行う 

 51 

 

４－８－４ 下絵の角度を設定する 

回転 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

角度調整 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

① ② 

▼入力方法 

１点目：下絵をクリックします。 

２点目：下絵の角度を確定します。 

 

▼入力方法 

・垂直線か水平線かを選択します。 

・下絵に対して正しい垂直線又は水平線を２点クリックで指定します 

   １点目：水平になる線分の左側、または 

垂直になる線分の上側の点を指定します。 

   ２点目：水平になる線分の右側、または 

垂直になる線分の下側の点を指定します。 
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４－８－５ 絵を反転する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－８－６ 下絵から壁の位置を自動認識する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

A B 

D C 

▼入力方法 

反転ボタンをクリックすると、下絵が左右反転されます。 

  A：外壁のみ自動認識したものです。 

B～D：外壁および内壁を自動認識したものを 

３パターン表示したものです。 

実状に近いものを選択してください。 

▼入力方法 

・下絵の自宅の範囲を BOX入力します。 

・結果の候補が現れるので適したものを 

 選択してください。 

・選択した結果が壁として CADに入力されます。 
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４－９ 壁を入力する  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

壁を入力します。 

コマンドパレットの［壁 Box］または［Line］をクリックします。 

▼壁 Box：始点と終点をクリックすると、壁線の入力ができます。同一線上なら水平線 

または垂直線になり、対角線上なら四角形になります。 

▼Line ：壁 Box では入力できない斜めの壁の入力ができます。 

▼削除 ：削除したい部分の始点と終点をクリックします。壁が削除されます。 

・建物外周及び部屋の間取りすべてを壁として入力します。その際、部屋の境界で実際 

には壁が存在しない部分にも壁入力を行い重ねて全開口を入力します。 

・壁入力においては、外壁、内壁を区別して入力する必要はありません。 

自動処理にて認識します。また、部屋（区画）単位で入力する必要もなく、 

どこの壁からでも単線単位で自由に入力することができます。 

・壁の始点、終点としては、縦横のグリッドおよびグリッド同士の交点、 

グリッドおよび補助線と斜めの壁線の交点を指定できます。 

・間崩れ等のために指定したい点がグリッド上にない場合は、後述の補助線追加、または

モジュール幅の部分変更を行ってください。 

・計算方法で「常に再計算する」を選択している場合、入力によって重心、剛心が計算可

能になると重心、剛心、弾力半径内領域が表示され、コマンドパレット下の診断結果が

更新されます。これらは入力が行われるたびに変化します。 

外壁に、閉じていない部分があると、正確に計算が行われません。 

  また、部屋区画が 2つ以上の離れた部分に分かれている場合、診断は行えません。 



第４章 CAD 基本入力を行う 

 54 

４－１０ 部屋名称を入力する  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部屋名称を入力します。 

 

コマンドパレットから［部屋名称］をクリックします。 

  ・入力したい部屋名を選択してから部屋の内部の 1点をクリックします。 

  ・自由入力欄を使用して任意の名称を入力することができます。 

  ・「削除」ボタンで入力した部屋名を削除することができます。 

 

吹抜、階段、ポーチは特別な意味を持ち、診断に影響します。 

・『一般診断法』では、一辺の長さが 4m以上の吹抜および階段がある場合には床仕様が 

一段階下がります。 

・『精密診断法 1』では、吹抜および階段の床倍率は 0となります。 

・「ポーチ」「吹抜」の面積は、 

   ⇒耐震診断(一般診断法/精密診断法 1)の床面積に加算します。 

   ⇒建築基準法の床面積には加算されません。 

・『保有水平耐力計算』では、吹抜および階段の床倍率は 0となります。 
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４－１１ 開口部を入力する  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開口部を入力します。 

 

コマンドパレットの［開口部］をクリックします。 

  ▼開口部：始点と終点で開口部横幅を指示します。 

       壁上にピンク色の線分で入力されます。 

  ▼削除 ：削除したい開口部上の 1点をクリックします。 

 

・ドア、引き戸、木製建具、アルミサッシ、種類を問わず開口部を全て入力します。 

  ・全開口等壁の存在しない箇所も開口部として入力します。 

・開口部の属性については、［４－１２ 開口部属性を入力する］を参照してください。 

・開口部の耐力、剛性は、少なくとも片側に耐力評価できる無開口壁が存在する場合のみ

評価されます。 
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４－１２ 開口高さを入力する  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 開口高さを入力します。 

 

コマンドパレットから［開口高さ］をクリックします。 

・開口高さを選択してから、入力されている開口部上をクリックします。 

  ・初期値は「戸／掃出し開口」です。 

 

・開口高さは、以下の計算に反映されます。 

【一般診断法】の「有開口壁長による計算」における「その他の耐力要素の耐力」の 

計算 

【精密診断法 1】の開口低減係数の計算 

・連続した開口部は、一続きの開口部として長さを計算します。(最大 3m) 

また、【一般診断法】では、「窓型開口」と「戸/掃き出し開口」が連続している場合は、

全て「戸/掃出し開口」として計算します。 

【精密診断法 1】では、それぞれの開口部において低減係数を考慮した壁基準耐力を求

め、最も安全側(壁基準耐力が小さい)となる仕様を用いて、一体の開口部とみなした壁

全体の耐力、剛性を計算します。 
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４－１３ 開口タイプを入力する  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 開口タイプを入力します。 

 

コマンドパレットから［開口タイプ］をクリックします。 

・開口タイプを選択してから、入力されている開口部上をクリックします。 

   「ドア、折戸」は、クリック後に取り付け方向を指定し、もう一度クリックします。 

 

・設定した開口タイプは、平面図（間取り図）及び３D確認画面に表示されます。 

  ・計算には影響しません。 
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４－１４ 壁材種を入力する  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部屋の壁材種を設定します。 

コマンドパレットから［壁材種］をクリックします。 

   入力方法や壁材を選択し、該当箇所に入力します。 

   入力手順は「４－１４－１ 壁材種の入力手順」を参照してください。 

 

・壁材種の入力では、筋かいや耐力壁仕様の面材は壁ごとに入力を行います。 

   非耐力壁仕様の面材や土塗壁は壁ごとの入力のほかに部屋単位で入力することが 

   できます。 

 

  ・壁ごとに入力した壁材種と部屋単位で入力した壁材種が重なった場合は、壁ごとに入力 

   した壁材種が優先されます。
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４－１４－１ 壁材種の入力手順  

① 「入力方法」を選択します。 

②  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②「壁材種」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■以下のいずれかを選択します。 

・部屋単位 

  指定した部屋の内壁側に同じ壁材 

  を設定します。 

  「内壁材」「外壁材」「土塗り壁」 

  を入力するときに使用できます。 

・部分入力 

  部分的に壁の仕様が異なる場合 

(部分的に石膏ボードが張ってあ 

る、外壁に戸袋があるなど)に入力 

します。 

※「部屋単位」で壁材を入力した 

箇所に別の壁材を「部分入力」 

した場合は、「部分入力」した壁 

材で計算が行われます。 

・部分変更 

  「部分入力」した壁材を、別の壁 

  材に変更します。 

・部分削除 

  「部分入力」した壁材を削除します。 

■入力したい壁材を選択します。 
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 ③各種補正を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ CAD 平面図上へ入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■実情に応じて以下を設定します。 

・施工仕様 

  柱や梁に直接張られている場合は 

「通常」を選択します。 

胴縁の上に壁材が張られている 

場合には「大壁胴縁下地」を選択し 

ます。 

「大壁胴縁下地」を選択すると、 

自動的に基準耐力が補正されます。 

・釘補正 

面材を止めつけている釘の間隔や 

直径が、所定のものと異なる場合、 

釘補正係数を数値で入力します。 

・面材・土塗壁高さ補正 

  （詳細は４－１４－２を参照） 

  面材または土塗壁で、壁の上下に 

面材の張られていない部分（土塗 

りされていない部分）がある場合 

に設定します。 

「部屋単位」入力の場合は、対象と 

なる部屋内部をクリックします。 

「部分入力」の場合は、3点入力です。 

(赤い矢印の側に入力されます。） 

※土塗り壁の場合は 2点入力です。 
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４－１４－２ 面材・土塗り壁の高さ補正について  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横架材まで面材や土塗りが無い 

場合には、高さ補正を行います。 

横架材まで面材や土塗りがある 

場合には、高さ補正しません。 

壁材種の名称に非大（非耐力仕様の大壁）、非真（非耐力仕様

の真壁）と表記されている壁材においても、安全側に考慮する

場合は、壁高さ比による耐力の補正を行います。 
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注１） 

【壁材種】のうち「内壁材」「外壁材」は、『一般診断法』『精密診断法 1』『精密診断法 2』に

影響します。（建築基準法『壁量計算』『壁の配置』には影響しません。） 

『一般診断法』『精密診断法 1』『精密診断法 2』の保有耐力計算において、いわゆる雑壁（基

準法での耐力壁以外の壁、垂壁含む）が計算対象となります。壁材（下地材など）によって基

準耐力が異なります。 

 

注２） 

材種が不明(耐力有)の面材は、基準耐力は 0.0となります。 

ただし、「現状」の一般診断法においては、不明(耐力有)の面を持つ壁の耐力は、もう片方の

面の耐力＋軸組みの耐力（両面が不明（耐力有）ならば軸組みの耐力のみ）と、2.0のうち高

いほうとなります。（計算方法で「基準耐力の和と 2.0のうち高いほうを耐力として計算する」

を選んでいる場合） 

また、精密診断法 1 や「補強計画」の一般診断法では、不明(耐力有) の面を持つ壁が存在す

る場合は診断が行えません。調査を行って判断した壁の仕様を設定してください。 

 

注３） 

耐震診断において、面材および土塗り壁の有効な最小幅は「60cm」です。 

60cmよりも短い面材、土塗り壁の耐力は算入されません。 

ただし、同材種の壁が連続する場合は合計した長さが 60cm 以上であるかどうかで算入される

かどうかが決まります。同材種の壁が連続する場合でも耐力を算入できないと判断した場合は、

該当する面には「耐力無」を入力してください。 

 

注４） 

土塗壁と筋かいは以下の組み合わせに限り併用可能です。 

・土塗壁（片面塗り） 

・寸法 30×90mm 以下の片筋かい 

上記以外の土塗壁と筋かいの組み合わせが同位置に入力されていた場合、耐震診断や基準法の

計算は行えません。その際は該当箇所が赤枠で強調表示されるので、土塗壁と筋かいのいずれ

かを削除または変更してください。 

 

注５） 

「部屋単位入力」や建物概要における「外壁材」設定により、壁の両側の部屋、または部屋と

外壁材で異なる塗厚の土塗壁が設定されている箇所が存在する場合、耐震診断や基準法の計算

は行えません。その際は該当箇所が赤枠で強調表示されるので、土塗壁の「部分入力」を行っ

て塗厚を確定してください。 

 

注６） 

「診断専用」の部材及び「不明（耐力有）」の部材は、「補強計画」で入力する部材として選択

することはできません。 

 

注７） 

壁の片面に複数の面材を重ねて入力することはできません。 

軸組や胴縁に直接打ちつけてあるもののみを入力してください。 
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４－１５ 筋かいを入力する  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筋かいの入力をします。 

 

コマンドパレットから［筋かい］をクリックします。 

筋かい：・始点、終点、筋かい記号の表示位置を入力します。 
    ・始点が柱脚、終点が柱頭となります。 
    ・ダブルの筋かいにおいては、柱頭、柱脚の区別はないので、 
     始点終点はどちらが先でも構いません。 
    ・筋かい同士は重ねて入力することができません。 
    ・筋かいと開口部は重ねて入力することができます。 
     開口部と重ねた筋かいも通常の筋かいと同じように耐力を 
     評価します。（開口低減係数は筋かいには適用されません） 
変更：入力済の筋かいの種類を変更する場合、筋かいの種類を 
    選択し、変更したい筋かいをクリックします。 
向き反転：入力済の筋かいをクリックすると、向きが反転します。 

削除：削除したい筋かいをクリックします。 

筋かい高さ：入力・変更する筋かいの高さを設定します。 

      建物概要で設定された各階の階高を筋かい高さとするか、または個別の筋かいの

高さを数値で指定します。 

・筋かいは高さと幅の比によって基準耐力、基準剛性が低減されます。設定した筋かい

高さを「壁の内法高さ Ho」とし、筋かいの入力幅を「柱間隔 Ld」として、｢2012 年改

訂版 木造住宅の耐震診断と補強方法｣の p.66 の計算式 4.13 に従って低減係数が求め

られます。（高さ/幅が 3.5を超える場合に低減あり） 

 

筋かい選択ウィンドウの[倍率]は建築基準法の壁倍率です。建築基準法『壁量計算』『壁の
配置』で参照されます。 
[基準耐力]は、『一般診断法』、『精密診断法 1』における保有耐力計算で参照されます。 
"補強計画"モードでは、"現状耐力壁"、"補強耐力壁"が入力可能となります。 

①点目 

柱脚 
②点目 

柱頭 

シングル筋かい 
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４－１６ 木製筋かい接合部を入力する  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木製筋かい接合部の入力をします。 

 

 [木製筋かい接合部]をクリックします。 

  該当する仕様を選択してから入力します。 

  ・１点選択の場合、クリックした筋かいの接合部が変更されます。 

  ・BOX選択の場合、2点指定で囲まれた範囲内にあるすべての筋かいの接合部が 

   変更されます。 

 

・筋かい接合部として「① 所定の金物」以外を選択した場合、｢2012 年改訂版 木造住

宅の耐震診断と補強方法｣の p.66 表 4.5(b)に従って筋かいの基準耐力、基準剛性が低

減されます。ただし、筋かいと筋かい接合部の組み合わせが表 4.5(a)に存在する場合

はその欄の値を採用し、低減は行われません。 

 

"補強計画"モードでは、"現状接合部"、"補強接合部"が入力可能となります。 

"補強接合部"は★がついて表示されます 
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４－１７ 柱を入力する  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柱を入力します。 

 

コマンドパレットから［柱］または［自動］をクリックします。 

・柱 ：図面上の一点をクリックすることで柱の入力ができます。 

・自動：柱の自動配置を行います。 

    柱が自動配置されるのは、壁の両端、開口部の両端、部屋区画の頂点です。 

     柱の自動配置対象は、全ての階、表示階のみのいずれかを選択できます。 

     開口部両端に関しては、両端ちょうどの位置に配置するか、モジュールまたは

1/2 グリッドの位置に配置するかを選択できます。 

（詳細については？ボタンをクリックして表示される解説を参照してください） 

 

 

 

 

 

 

・削除：削除したい柱をクリックします。 

・柱の入力は本システムにおいては必須項目です。 

  （耐震診断における、枠組壁工法の場合を除きます） 

【Ver4.1で行われた変更点】 

在来軸組構法、伝統的構法の場合は壁の端部に柱が無い場合は以下の扱いとなります。 

   ・耐力壁（筋かい、面材耐力壁）の端部に柱が無い場合 

    ⇒診断は行えません。（耐力壁の端部には必ず柱を入力してください） 

   ・壁が途切れている位置に柱が無い場合 

    ⇒該当する壁の耐力 0として計算されます。 

   ・無開口壁と開口壁の間に柱が無い場合 

    ⇒無開口壁も開口壁とみなして計算されます。 
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４－１８ 柱頭柱脚接合部を入力する  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柱頭柱脚接合部の仕様を入力します。 

 

 [柱頭柱脚接合部]ボタンをクリックします。 

  該当する仕様を選択してから入力します。 

  ・１点選択の場合、クリックした柱の接合部が変更されます。 

  ・BOX選択の場合、2点指定で囲まれた範囲内にあるすべての柱の接合部が変更されます。 

 

 

  ・"補強計画"モードでは、“現状接合部”、“補強接合部”が入力可能となります。 

   "補強接合部"は★がついて表示されます 

  ・ＣＡＤ画面上の接合部記号「Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ」が赤文字で表示されているものは、 

   補強することで耐力が上がる柱を表します。 

  ・柱の左上の記号は、Ｎ値計算の算定結果を表しています。 

   （Ｎ値計算の算定結果を表示するには「Ｎ値計算オプション」が必要です） 
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４－１９ 柱属性を入力する  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「伝統的構法」における『一般診断法』『精密診断法』の計算に影響します。 

・柱の小径、樹種により、基準耐力が決定されます。 

・X 方向、Y 方向それぞれについて、片側または両側に開口壁が取りつく柱が

計算対象となります。 

（ただし、無開口壁の端部となる柱は除く） 

・柱の両側の開口壁の開口属性（「窓型開口」または「戸/掃き出し開口」）や

基準耐力が異なる場合、それぞれの仕様で柱の耐力を求め、値が小さい側が

採用されます。 

柱の属性(柱材種と柱の小径)を入力します。 

コマンドパレットから［柱属性］をクリックします。 

該当する仕様を選択してから入力します。 

・１点選択の場合、クリックした柱の属性が変更されます。 

・BOX選択の場合、2点指定で囲まれた範囲内にあるすべての柱の属性が変更されます。 
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４－２０ 通し柱を入力する  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通し柱を入力します。１点入力です。 

コマンドパレットから［通し柱］をクリックします。 

・クリックした柱が通し柱となります。再度クリックすると通常の柱に戻ります。 

・上下階の同位置に柱があるときのみ設定できます。 

・『一般診断法』『精密診断法 1』において意味を持ちます。 

・構面両端の柱が通し柱かどうかにより、柱頭柱脚接合部仕様が変わり、耐力が 

変わります。 

壁の両端の柱の柱頭柱脚接合部が「Ⅲ、Ⅳ」である場合、その壁を含む構面の両端

が通し柱であれば接合部仕様Ⅲ、それ以外の場合は接合部仕様Ⅳとなります。 
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４－２１ 屋根を入力する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋根を入力します。 

コマンドパレットから［屋根（手入力・編集）］をクリックします。 

●屋根自動生成 

建物概要の屋根関連設定の設定値に応じて、屋根を自動生成します。 

※屋根の手入力が行われていない場合、建物概要の設定値に応じて、 

屋根は自動的に生成されます。 

 

●面入力、登り方向、軒出、削除 

屋根を手入力する際に使用するコマンドです。 

   ※屋根を手入力した場合、建物概要の屋根関連設定の設定値は計算上無視されます。 
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４－２１－１ 屋根を編集する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■面入力（詳細は４－２１－２を参照） 

 ・下書き BOX：矩形の屋根下書き線を描きます。 

 ・下書き線分：直線の屋根下書き線を描きます。 

 ・削除：直線の屋根下書き線を削除します。 

 ・範囲削除：矩形の範囲内の屋根下書き線を 

       削除します。 

 ・屋根面確定：屋根下書き線で描かれた面を 

        屋根として確定させます。 

■登り方向（詳細は４－２１－３を参照） 

 ・登り方向：屋根に登り方向を設定します。 

 ▼入力方法 

  １点目：登り方向を設定する屋根面を選択します。 

  ２点目：屋根の取り付け位置を指定します。 

  ３点目：登り方向をマウスで指定します。 

■勾配（詳細は４－２１－４を参照） 

 ・勾配寸法：屋根勾配を指定します。 

 ・勾配単面：指定した屋根面に勾配を設定します。 

 ・勾配全面：作業中の階にあるすべての 

       屋根面の勾配を設定します。 

■高さ変更（詳細は４－２１－５を参照） 

・増減高(mm)：変更する高さを指定します。 

・高さ変更：指定した屋根の高さを変更します。 

■軒出（詳細は４－２１－６を参照） 

 ・増減幅(mm)：軒先から伸ばす軒出の長さを 

         指定します。 

 ・軒出調整：屋根の軒出の長さの増減を行います。 

 ▼入力方法 

  １点目：軒出調整を行う屋根を選択します。 

  ２点目：調整を行う軒（赤く表示）を指定します。 

■軒天（詳細は４－２１－７を参照） 

 ・水平軒天：軒天形状を水平にします。 

 ・勾配軒天：軒天形状を勾配にします。 

■パラペット（詳細は４－２１－８を参照） 

 ・屋根の上に乗るパラペットを入力します。 

■削除（詳細は４－２１－９を参照） 

 ・屋根 単面削除：屋根面を削除します。 

 ・屋根 全面削除：作業中の階にあるすべての 

          屋根面を削除します。 

  単面削除後、下書きに戻す 

  屋根を下書き線に戻します。 

  

 

左図のように屋根が重なっている部分を 

クリックすると上記メッセージ画面が表示 

されます。 

編集候補の屋根が順番に強調表示されます 

ので、編集したい屋根が強調表示された 

ら「はい」を選択してください。 

 

屋根を 

クリック 
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４－２１－２ 屋根を手入力する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋根の手入力は、 

  ①「屋根下書き線の入力」 

  ②「屋根面の確定」 

の順で行います。 

 

  屋根下書き線とは？ 

  手書きで作図するような感覚で、屋根の入力が 

  行えます。 

  形状が決まったら、屋根面確定ボタンを 

  クリックするだけで下書き線を屋根面として 

  自動認識します。 

 

  屋根面確定とは？ 

  屋根下書き線を屋根面として認識します。 

   

  屋根下書き線の状態では、３Ｄ表示や数量 

  算出の対象になりません。 
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４－２１－２ 屋根を手入力する（続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋根手入力前 

屋根下書き線入力 

屋根面確定 

屋根の下書き線を入力します。 

下書き線は、 

 ・下書き BOX 

 ・下書き線分 

 ・削除 

 ・範囲削除 

 ・屋根面確定 

を使用して入力します。 

屋根面の確定を行います。 

 

 

   屋根面確定後の注意点 

屋根面確定直後は、屋根の登り

方向の設定が行われていませ

んので、登り方向の設定を行っ

てください。 

 

ピンク色で表示されている屋

根面が、登り方向が設定されて

いない屋根面です。 

 

屋根面確定ボタンをクリックする

と屋根下書き線を屋根面として、

認識します。 
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４－２１－３ 屋根の登り方向を設定する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼入力方法（３点入力） 

１点目：登り方向を設定する屋根面をクリック 

    します。 

２点目：屋根の取り付け位置（外周壁など）を 

    クリックします。 

３点目：登り方向をマウスで指定します。 

１点目 

屋根面をクリックする

と強調表示されます。 

２点目 

屋根の取り付け位置を

クリックします。 

３点目 

登り方向をマウスで

クリックします。 

屋根の取り付け位置（外周壁など）を 

クリックした後、登り方向を指定します。 

登り方向が確定すると

矢印が表示されます。 
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４－２１－４ 屋根の勾配を設定する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼入力方法 

・勾配  ：屋根の勾配を指定します。 

・勾配単面：指定した屋根面に勾配を設定 

します。 

・勾配全面：作業中の階にあるすべての 

屋根面の勾配を設定します。 

 

※勾配全面ボタンをクリックすると 

以下の警告メッセージが表示され 

ます。 

 

 

 

 

 

 

屋根勾配－単面設定 

屋根の勾配を設定します。 

屋根面をクリックすると屋根勾配

を変更することができます。 

 

マウスでクリックした屋根面の

勾配が変更されます。 
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４－２１－５ 屋根の高さを変更する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼入力方法 

①増減高(mm)の設定 

  高さ変更の方向（上/下）と、変更する高

さを指定します。 

②「高さ変更」ボタンを押して変更する屋

根面を指定します。 

③変更した高さに応じて自動的に登り方向

の始点が移動します。 

②屋根面をクリックします。 

③屋根の高さが変更され、

自動的に登り方向の始点

が移動します。 

①増減高を設定します。 
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４－２１－６ 屋根の軒出を設定する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼入力方法（２点入力） 

 １点目：軒出の設定を行う屋根面を選択 

します。 

 ２点目：軒先を指定します。 

※軒先にマウスをあわせると 

赤線で強調表示されます。 

 

▼増減幅(mm) 

 軒先から伸ばす軒出の長さを指定します。 

１点目 

屋根をクリックする

と強調表示されます。 

調整を行う軒先にマウスをあてると 

上記のように強調表示されます。 

 

軒出調整が行われます。 

同様の手順で必要な部分の軒出

を設定してください。 

２点目 

軒先をクリックします。 

軒出の設定を行う前に、増

減幅を指定してください。 
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４－２１－７ 屋根の軒天形状を設定する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼入力方法 

 ・軒天形状を「水平」「勾配」から選択します。 

 ・軒天形状を設定する屋根面をクリックします。 

 

 

屋根面をクリックすると軒天形状

を変更することができます。 

  ３Ｄ表示では、以下のように表示されます。 

水平軒天 勾配軒天 

屋根の軒天形状を

選択します。 
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４－２１－８ パラペットを入力する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼入力方法 

 ・パラペットの上端の高さ（軒高からの距離）

を指定します。 

 ・「入力」ボタンをクリックしてから、屋根上で

始点、終点を指定してパラペットを入力しま

す。 

 ・入力したパラペットを削除する場合は「削除」    

ボタンをクリックしてから対象のパラペット

を指定します。 

 

 

・外壁から真上に立ち上がるパラペットのみに対応しています。 

 （屋根の軒先から立ち上がるパラペットには未対応） 

・屋根上かつ外周線上にのみ入力可能です。 

・パラペットが乗る屋根や外周線が削除された場合は、合わせてパラペットも削

除されます。 

・パラペットは３Ｄ表示、立面図および見付面積の計算に影響します。 
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４－２１－９ 屋根を削除する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼操作方法 

 ・屋根 単面削除 

屋根面をマウスで選択して削除します。 

・屋根 全面削除 

  現在の階の全ての屋根面を削除します。 

   「屋根 全面削除」ボタンをクリックする 

と以下のメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

・「単面削除後、下書きに戻す」チェック 

   屋根面を下書き線に戻します。 

「屋根 単面削除」の場合のみ、 

選択可能です。 

 
屋根の単面削除 

屋根を下書き線に戻す方法 

「単面削除後、下書きに戻す」にチェ

ックをつけてから、「屋根 単面削除」を

行うと屋根を下書き線（ピンク線）に戻

すことができます。 

屋根が下書き線に

戻ります。 
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４－２２ バルコニーを入力する  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バルコニーを入力します。 

コマンドパレットから［バルコニー］をクリックします。 

 ・バルコニーの頂点を順番に入力します。1点目に戻ると入力完了です。 

 ・［編集］で、高さを設定できます。 

 

 

 

・『一般診断法』『精密診断法 1』『保有水平耐力計算』『壁の配置』の各計算における 

床面積に加算されます。 
   ・ここでいうバルコニーとは、構造上建物と一体となっているものが対象となります。 

   ・耐震診断においては、跳ね出し部分のバルコニーの床面積を以下のように加算します。 

   ・実際の荷重を考慮し、必要に応じてバルコニーの面積を「面積編集画面」にて編集を行ってください。 

     ▼「一般診断法-総 2 階を想定した方法」、「一般診断法-各階の床面積比を考慮した方法」、 

「精密診断法 1-必要耐力表を用いる方法」 

       ＜３階にバルコニーがある場合＞ 

跳ね出し部分の床面積に 0.4を乗じた面積を１階及び２階の床面積に加算 

       ＜２階にバルコニーがある場合＞ 

  跳ね出し部分の床面積に 0.4 を乗じた面積を１階の床面積に加算 

 

     ▼「精密診断法 1-建築基準法施行令に準じた方法」 

       ＜３階にバルコニーがある場合＞ 

         跳ね出し部分の床面積に 0.4 を乗じた面積を２階の支持重量を求める際の床面積に加算 

       ＜２階にバルコニーがある場合＞ 

         跳ね出し部分の床面積に 0.4 を乗じた面積を１階の支持重量を求める際の床面積に加算 
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４－２３ 小屋裏収納を入力する  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小屋裏収納を入力します。 

コマンドパレットから［小屋裏収納］をクリックします。 

 ・小屋裏収納の頂点を順番に入力します。1点目に戻ると入力完了です。 

 

・『一般診断法』『精密診断 1』『精密診断 2』『壁量計算』『壁の配置』における、必要耐

力、必要壁量の算定の床面積に含まれます。（対象面積に加算されます。） 
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４－２４ 基礎部分入力を行う  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基礎の仕様を部分的に変更します。 

 

コマンドパレットから[基礎部分入力]をクリックします。 

・入力したい基礎形式を選択します。 

・入力箇所の始点と終点をクリックします。（2点入力） 

 

補強として基礎の部分入力を行い、有効とみなすには、以下のように対象となる壁より

も広い範囲に基礎の部分入力を行う必要があります。 

  ※補強範囲が必要な長さに満たない場合は、補強として評価されません。 

 

 

 

①耐力壁が壁線の隅に存在する場合 

→壁端部の柱から 1.8 メートル以上の基礎が 

 補強されている。 

②耐力壁が壁線の中に存在する場合 

→壁端部の柱から両側 0.9 メートル以上の基礎が 

 補強されている。 

1.8m 以上 

 

基礎補強部分 

評価対象の壁 

0.9m 以上 

 

基礎補強部分 

評価対象の壁 

0.9m 以上 
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壁の下に基礎が無い場合は、原則としてその壁の耐力を見込むことはできません。 

  （『2012年改訂版 木造住宅の耐震診断と補強方法の質問・回答集』P.6、Q3.15より） 

  そのため、該当箇所には、壁の方に「壁材種」の「耐力無」を部分入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

③耐力壁が壁線の中に存在する場合 

→壁端部の柱から片側 1.8 メートル以上の基礎が 

 補強されている。 

基礎補強部分 

評価対象の壁 

1.8m 以上 

 

■注意 

③による補強でも、当該評価対象とな

る耐力壁は基礎Ⅰとして評価すること

ができます。ただし、③による補強は、

中地震でも補強部分の端部で壊れるこ

とが危惧されますので、②による補強

が困難な場合に限定してください。 

評価対象となる耐力壁の

どちらか一方（この図で

は左側）の基礎の補強が

困難な場合 
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４－２５ 面積編集  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面積編集 

入力されたプランについて、南立面図・西立面図を自動生成し、壁量計算に必要な見付面積及

び床面積、耐震診断に必要な床面積が算出されています。 

コマンドパレットから［面積編集］をクリックします。 

見付面積・床面積自動算出値が正しくないと思われる時や、値を補正したいとき入力します。  

編集値リセットを押すと、ユーザーが変更した編集値の値を自動算出値に戻します。 

編集値として自動算出値と異なる値を設定した後に壁入力を行った場合、再計算して 

    も編集値自体は更新されません。編集値を再設定する必要がある場合は新しい値を入 

    力してください。また、自動算出値と同じ値にしたい場合は編集値リセットボタンを押 

    してください。 

建築基準法の壁量計算においては、 

       地震に対して、床面積が重要な意味を持ちます。 

       風に対して、見付面積が重要な意味を持ちます。 

  よって、必要に応じて、それぞれの面積を編集してください。 

耐震診断用の床面積は編集できません。 

  診断者の判断により床面積を割増して考慮したい場合は、一般診断法および精密診断法 1

の「算定条件設定」で「必要耐力割増」を設定してください。 
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見付面積について 

 

１階見付面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

     1.35m 

                                 １階床高さ 

               西立面図                                南立面図 

 

 

２階見付面積 

 

 

 

 

     1.35m 

                                  ２階床高さ 

 

 

 

 

              西立面図                南立面図 

 

 

 

上図のように壁量算出における見付面積とは、その階の床高さより１.３５ｍ以上の 

  部分の立面投影面積をいいます。 
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４－２６ 吹出しを入力する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平面図に文字列（吹出しおよびコメント）を入力します。 

▼吹出し：[吹出し]をクリックし、吹出し線の始点と終点の 2点を入力します。 

その後表示される文字列入力ウィンドウ上で文字列を入力します。 

さらに、ウィンドウ上の「詳細設定」によって文字、吹出しの色、サイズ等の 

設定を行うことができます。 

また、吹出し上と移動先をクリックすることによって吹出しを移動することが 

でき、吹出し線上と移動先をクリックすることによって吹出し線の始点を移動 

することができます。 

▼編集：[編集]をクリックして、吹出し上をクリックすると、文字列入力ウィン 

ドウが表示されます。 

   ウィンドウ上で文字列の変更や「詳細設定」を行うことができます。 

 ▼削除：[削除]をクリックし、削除したい吹出しの上をクリックします。 

 

入力した文字列は診断結果には影響しません。計算書の平面図上に説明や注意書き等

を表示するために使用することができます。 
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４－２７ 画像を貼り付ける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平面図上に画像を貼り付けます。 

▼画像：[画像]をクリックし、平面図上の 1点をクリックします。 

ファイルの選択ウィンドウが表示されるので、貼り付ける画像ファイルを選択しま

す。 

その後表示される画像編集ウィンドウで、画像の枠線の種類、太さ、色および 

画像の回転角度、画像が重なっている場合の表示の前後を設定することができます。 

また、画像上と移動先をクリックすることによって画像を移動することが 

でき、画像右下の赤い四角と移動先をクリックすることによって画像を拡大／ 

縮小することができます。 

▼編集：[編集]をクリックして、画像上をクリックすると、画像編集ウィンドウが 

表示されます。 

   ウィンドウ上で画像の枠線や回転角度の編集を行うことができます。 

  ▼削除：[削除]をクリックし、削除したい画像の上をクリックします。 

画像を貼りたい

場所をクリック 
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４－２８ 平面図上の文字を移動する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平面図上に書かれる部屋名などの文字列の位置を手動で調整することができます。 

・移動したい文字列の上を右クリックすると、文字列が赤枠で囲まれます。 

    マウスを移動すると一緒に赤枠が移動しますので、文字列を移動したい位置に赤枠

を動かします。 

   左クリックすると指定した位置に文字列が移動します。右クリックすると移動がキ

ャンセルされます。 

 

  ・[編集]メニューの中の[文字位置リセット]を選択すると、それまでに移動した文字

列の位置がすべて初期位置に戻ります。 

 以下の文字列はこの方法で移動させることができます。 

   ・部屋名          ・壁材種名 

   ・壁材種基準耐力/材種コード 

   ・柱属性          ・開口部属性 

   ・柱金物記号（「柱頭柱脚」モード） 

    

   文字列の移動は計算書の平面図にも反映されます。 

移動したい文字列の

上を右クリック 
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４－２９ 階を平行移動する  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一つの階に入力されたすべての要素をまとめて平行移動します。 

   誤って 1、2階の位置をずらして入力してしまった場合などに、簡単に修正を行うことが

できます。 

［編集］メニューの[階全体を平行移動]を選択します。 

 ・平面図上をクリックすると、建物の外周に重なって赤枠が表示されます。 

  マウスを連動して赤い枠が動くので、移動したい位置に赤枠を動かします。 

  左クリックすると、赤枠の位置に合わせて階全体が平行移動します。 
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４－３０ DXF 出力について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＸＦファイルとしてファイルを書き出すことができます。 

 

・[ファイル]メニューの[平面図 DXF出力]を選択すると、保存先の選択ウィンドウが 

表示されます。 

   保存する場所とファイル名を指定して保存を行います。 
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４－３１ 壁・柱情報表示について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 ・情報を表示したいしたい壁を右クリックすると、クリックした壁の情報が 

表示されます。 

    伝統的構法においては、柱を右クリックすると、クリックした柱の情報が 

表示されます。 

   ・壁情報表示の注意事項欄には、クリックした壁に関する耐震診断上の注意点が 

    表示されます。 

   ・CAD入力モードで壁情報を表示した場合、情報ウィンドウに「この壁を削除」のボタ

ンが表示されます。このボタンを押すと、情報を表示した壁を直接削除することがで

きます。 

壁または柱の情報を表示します。 

表示したい壁/柱の

上を右クリック 
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４－３２ 補助線追加について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
  ▼追加 

    ・[編集]メニューの［補助線追加］を選択します。 

    ・追加する補助線の基準となる点をクリックします。 

    ⇒「補助線追加」ウィンドウが表示されます。 

 ・補助線を追加する対象階「全ての階」又は「表示階のみ」よりを選択します。 

    ・補助線を表示する入力モードを選択します。 

     屋根を手入力するための補助線を追加する場合は「屋根入力時のみ表示」を、屋根

の手入力の際に必要ない（邪魔になる）補助線を追加する場合は「屋根入力時以外

表示」を選択します。 

    ・追加する補助線の方向（縦、横）を選択します。 

    ・基準点からの距離(mm)を入力します。 

    ・[追加]をクリックします。 

    ⇒画面上に補助線（赤い破線）が表示されます。 

    ⇒mm単位の壁の入力が可能になります。 

 

   ▼削除 

    ・[編集]メニューの［補助線削除］を選択します。 

    ・削除対象の追加補助線をクリックします。 

    ⇒追加補助線が削除されます。 

 

任意に補助線を追加することができます。 
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４－３３ モジュール幅部分変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
  ・[編集]メニューの［モジュール幅部分変更］を選択します。 

  ・幅を変更したいグリッド間をクリックします。 

    ⇒「モジュール幅変更」ウィンドウが表示されます。 

  ・幅を変更する方向（縦、横）を選択します。 

  ・幅(mm)を入力します。 

  ・[変更]をクリックします。 

    ⇒画面上のモジュール幅が変更され、赤文字で幅の距離が表示されます。。 

    ⇒部分的に長さの異なる壁を入力することができます。 

 

  ※[モジュール幅部分変更]を選択していない状態でも、ＣＡＤ画面の上端または左端で、

幅を変更したいグリッド間をダブルクリックすることによっても「モジュール幅変更」

ウィンドウを表示することができます。 

 

 

 

 

指定したモジュール線間の幅を変更することができます。 
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４－３４ 表示設定について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平面図にそれぞれの項目が表示されるかどうかを切り替えることができます。 

 

プランウィンドウの上の[表示設定]をクリックします。 

  表示設定ウィンドウが表示されます。 

・「表示レイヤ」のチェックを切り替えると、それぞれの項目を平面図上に表示する/表示

しないを切り替えることができます。 

 

  ・壁表示切替によって通常表示と壁耐力表示を切り替えることができます。 

   壁耐力表示では、それぞれの壁の耐力の大小を線の色および太さによって表します。 

 

  ・平面図上の文字サイズを 5段階から選択することができます。 
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４－３５ 印刷する  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  建物平面図を印刷します。 

 

 

  [ファイル]メニューの［印刷］を選択します。 

  ＣＡＤ入力した建物平面図が画面にプレビュー表示されます。 

 

・画面に表示されている平面図と同じ内容の図がそのまま印刷されます。 

・「表示設定」で表示項目を変更することによって印刷される平面図の内容を変えること

ができます。 
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４－３６ 補強数量表示について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  補強計画で補強が行われた箇所を一覧表示します。 

 

 

  "補強計画"モードで標準ツールバーの[補強数量]をクリックします。 

  「補強数量表示」ウィンドウが表示されます。 

  ・「個別部位補強」には、補強が行われた項目と補強箇所数が表示されます。 

   また、それぞれの行をクリックすると、平面図上でその補強が行われた部位を 

   強調表示します。 

  ・「全体補強」には、建物全体として補強が行われた項目を表示します。 

  ・「印刷」ボタンを押すと補強数量集計表をプレビュー表示します。 

 

  補強数量表にて表示される柱頭柱脚金物数量は、[Ｎ値計算]の「算定条件設定」の 

設定条件により求められた数量になります。 

 

「Ｎ値計算オプション」が導入されていない場合は、柱頭柱脚接合部仕様がⅠで 

補強された柱の数量のみ表示されます。 
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４－３７ ３Ｄ確認について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・入力中の建物の３Ｄ画像をリアルタイムに表示します。 

 

  標準ツールバーの[３Ｄ確認]をクリックします。 

  「３Ｄ確認」ウィンドウが表示されます。 

 

・建物を回転、移動、拡大させることができます。 

・[表示]をクリックすると表示設定が表示されますので、 

表示したい部位を選択することができます。（初期状態では非表示となっています） 

 

  ・CADの入力項目（柱、開口など）が多くなると、システムの表示速度が遅くなる 

場合がありますので、その場合は３Ｄ確認画面を閉じてください。 
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４－３８ 寸法線について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＡＤ平面図上に表示される寸法線を編集します。 

コマンドパレットからの[寸法線]をクリックします。 

  「寸法線」ウィンドウが表示されます。 

上下左右の寸法線のうち、【表示する】にチェックを入れた寸法線が表示されます。 

【段数】は６段まで表示することができます。 

 

＜寸法線編集＞ 

▼分割点追加：寸法線上に分割点を追加します。分割点ごとに寸法を表示します。 

・マウス入力 

①寸法線をクリックします。 

②分割点を追加したい位置をクリックします。 

※②の前にマウスを右クリックすると、入力をキャンセルできます。 

・数値入力 

①寸法線上の端点（分割点）をクリックします。 

②①を基準点とし、分割点までの長さ（mm）を数値入力します。 

 

▼幅変更：端点、及び分割点の位置を移動させることができます。 

・マウス入力 

①寸法線上の端点（分割点）をクリックします。 

②マウスを移動して位置を変更します。 

※②の前にマウスを右クリックすると、入力をキャンセルできます。 

・数値入力 

①寸法線上の端点（分割点）をクリックします。 

②①を基準点とし、移動幅を数値入力します。 

 

▼分割点削除：追加した分割点を削除します。 

 

▼リセット：寸法線を初期状態に戻します。 
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４－３９ 区画自由入力  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図面の各部に、名前を付けた区画を入力することができます。 

 

 
  コマンドパレットからの[区画自由入力]をクリックします。 

  [区画自由入力]というウィンドウが表示されます。 

  種類を選択し、名称を入力して、CAD平面図上に Boxまたは多角形で入力します。 

 

 

 
  入力された区画は、耐震診断や各種計算には影響しません。 
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４－４０ 階の CAD 入力を他の階にコピーする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＣＡＤ入力した図面を、他階にコピーすることができます。 

   例)１階にＣＡＤ入力した図面を２階にコピーする 

 

 
  [編集]メニューの[階の入力を他階にコピー]を選択します。 

  コピー元の階と、コピー先の階を選択し、コピーを実行します。 

 

 
  ＣＡＤ入力のコピーを行なった場合、「通し柱」「屋根入力」「梁・桁断面計算の入力」が 

リセットされます。 

  必要に応じて再入力を行なってください。 
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４－４１ マイホームデザイナーデータ読込 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メガソフト株式会社製の３Ｄ住宅デザインソフト「３Ｄマイホームデザイナー」で保存

されたデータの間取り情報を「耐震診断 Pro」に読み込むことができます。 

 

  ・「耐震診断 Pro」の[ファイル]メニューの[マイホームデザイナーデータ読み込み]を選

択します。 

  ・読み込みたいマイホームデザイナーのデータファイル（M3D ファイル）を選択し、[開

く]ボタンをクリックします。 

  ・しばらく待つと読み込み完了のメッセージが表示され、読み込まれたデータのＣＡＤ画

面が表示されます。読み込みが終わった時点で「３Ｄマイホームデザイナー」は終了し

ます。 

  ※読み込みが正しく行えない場合は、「３Ｄマイホームデザイナー」が起動していない状

態で、「耐震診断 Pro」を管理者として実行した上で再度読み込みを行ってください。 

 

  マイホームデザイナーデータ読み込みおよび書き出しを行うためには「３Ｄマイホームデ

ザイナー」の ver.７.０.１１以降が必要です。それ以前のバージョンを使用している場

合はアップデートを行ってください。 

 

 

■注意 
マイホームデザイナーデータを読み込んだ建物データの診断結果はプログラム評価範囲外と

なります。 

該当データの計算書にはプログラム評価番号が表記されませんのでご注意ください。 
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４－４２ マイホームデザイナーデータ出力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「耐震診断 Pro」で入力した建物データを「３ＤマイホームデザイナーＰＲＯ７」に間取

り情報として渡すことができます。 

 

 
  ・「耐震診断 Pro」で渡したい建物データが入力されている状態で、[ファイル]メニュー

の[マイホームデザイナーデータ書き出し]を選択します。 

  ・保存するデータファイル名を入力し、[保存]ボタンをクリックします。 

  ・しばらく待つと「３ＤマイホームデザイナーＰＲＯ７」に間取りデータが読み込まれて

保存され、保存完了のメッセージが表示されます。 

  ※書き出しが正しく行えない場合は、「３ＤマイホームデザイナーＰＲＯ７」が起動して

いない状態で、「耐震診断 Pro」を管理者として実行した上で再度書き出しを行ってく

ださい。 
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■マイホームデザイナー連動項目 
  ・ホームズ君「耐震診断 Pro」で扱うデータ項目のうち、マイホームデザイナーデータ読

み込み、書き出しに対応している項目は以下の通りです。 

 

  【建物概要】 

   ・モジュール幅 

   ・階高 

   ・1階床高 

 

  【ＣＡＤ入力】 

   ・壁 

   ・部屋名称 

   ・開口部（ただし、読み込みでは建具仕様は連動しない。書き出しでは建具は仮の種類

を設定。） 

   ・耐力壁（ただし、書き出しのみ対応し、読み込みには非対応） 

   ・柱（ただし、書き出しでは建物外部の柱のみ連動。また、マイホームデザイナーで柱

として入力されている袖壁は壁として読み込み。） 

   ・バルコニー 

   ・屋根 

   ・補助線追加 

 

  上記以外の項目は連動しません。 

読み込み、書き出し後に改めてそれぞれのソフトで入力を行ってください。 

 

 

 

■注意 
「３Ｄマイホームデザイナー」とのデータ連動機能は、メガソフト株式会社が提供する「３Ｄ

マイホームデザイナー開発キット」を呼び出すことで実現しています。 

このため、「３Ｄマイホームデザイナー開発キット」の仕様や動作条件等が変更された場合、

あるいは、提供が終了した場合には、ホームズ君シリーズが提供する「マイホームデザイナー

データ読み込み」「マイホームデザイナーデータ書き出し」機能が使用できなくなる場合があ

ります。あらかじめ、ご了承ください。 
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４－４３ ＣＥＤＸＭ読込 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  他社製 CADソフトで作成したデータを、CEDXMファイルを経由して、 

ホームズ君耐震診断 Proに読み込んで使用することができます。 

 

  ①[ファイル]メニューの[CEDXM読み込み]を選択します。 

  ②読み込みたい CEDXMファイルを選択し、[開く]ボタンをクリックします。 

  ③建物概要入力画面が表示されますので、内容を確認し、必要に応じて修正して[ＯＫ]

ボタンをクリックします。 

    ⇒【建物概要】の各設定項目については、「3-3 建物概要を入力する」を 

ご参照ください。 

  ④CEDXMファイル読み込み完了のメッセージが表示され、【読み込みの際に出た注意 

点】が表示されますので、内容を確認し、[閉じる]ボタンをクリックします。 

  ⑤読み込まれたデータの CAD画面が表示されます。 

 

■注意 
CEDXMファイルを読み込んだ建物データの診断結果はプログラム評価範囲外となります。 

該当データの計算書にはプログラム評価番号が表記されませんのでご注意ください。 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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４－４４ ＣＥＤＸＭ出力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・入力した建物データを CEDXMファイルに保存することができます。 

 ・保存した CEDXMファイルは、他社製 CADソフトで読み込んで使用することが 

できます。 

 

 

 ①[ファイル]メニューの[CEDXM出力]を選択します。 

 ②[名前をつけて保存]画面が表示されます。 

 ③保存先を確認（変更）し、ファイル名を設定後、[保存]ボタンをクリックします。 
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■ＣＥＤＸＭ連動項目 

  ・ホームズ君「耐震診断 Pro」で扱うデータ項目のうち、以下の各画面の赤枠で 

囲まれた項目がＣＥＤＸＭファイル読み込みに対応しています。 

ＣＥＤＸＭデータの内容が自動設定されますので、ＣＥＤＸＭ読み込み後は、 

必ず確認してください。 

なお、赤枠以外の項目については、個別に手動設定してください。 

・ホームズ君「耐震診断 Pro」からのＣＥＤＸＭ出力の対象項目は、読み込み対象項 

目と同じです。 

 

【建物概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「建物名」「診断者」「建物地名」「寸法情報」「多雪区域区分」「地震地域係数」が 

 連動により、自動設定されます。 
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【ＣＡＤ入力】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「壁入力」「部屋名称」「開口部」「開口部属性」「筋かい」「面材」」「柱」「屋根」「バルコニー」

「小屋裏収納」が連動により、自動設定されます。 
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４－４５ DXF・JWW 壁・柱読込 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・DXFファイルおよび JWWファイルで作成したデータの、壁・柱・開口部・部屋名を 

ホームズ君耐震診断 Proに読み込んで使用することができます。 

 

 ①[ファイル]メニューの[DXF・JWW 壁・柱読込]を選択します。 

 ②DXFファイルまたは JWWファイルを選択し、ファイルを読み込みます。 

 ③壁、柱、開口部、部屋名を含むレイヤを選択します。 

 ④読込対象の階を選択します。 

⑤[OK]をクリックします 

⑥基準となる柱を１つ選択します。 

⑦柱を吸着させるグリッドを選択します。 

⑧[移動完了]をクリックします。 

 

詳細は、「DXF・JWW 壁柱読込マニュアル」を参照してください。 

③ 
① 

② 

④ 
⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 
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第５章 一般診断法を行う 
 

 

 

『2012年改訂版 木造住宅の耐震診断と補強方法』の「一般診断法」による

診断を行う方法を説明します。本モードを使用する前に、ＣＡＤ入力を行っ

てください。ＣＡＤ入力とその保存が行われているものとして、「一般診断法」

の作業の流れを説明します。 
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５－１ 一般診断法  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・現在設定されている診断法が「一般診断法・精密診断法１」ではない場合、「一般診断

法」を選択することができません。[ファイル]メニューの[耐震診断法選択]で、耐震

診断法を「一般診断法・精密診断法１」に変更してから、再度操作を行ってください。 

 

 

耐震補強の要否を判断することを目的とします。 

建物の代表的な部位の診断である平均的な評価となります。建物の持つ耐力(保有耐力)

を「設計上の耐力」「壁のバランス(四分割法または偏心率)」「劣化度(建物全体)」の３

要素から求めます。 

総合評価は、階・方向ごとに「倒壊しない」から「倒壊する可能性が高い」の４段階で

表されます。診断結果をグラフや３次元ＣＧ表示することで、地震被害が想定される箇

所を視覚的に表現します。 

CAD 画面上部のモードツールバーの[一般診断]をクリックします。 

または、メインメニューの[一般診断法]をクリックします。 
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５－２ 算定条件設定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建物の床仕様、必要耐力割増係数、必要耐力計算方法、開口壁の耐力計算方法、配置に

よる低減係数計算方法を設定します。 

・それぞれの設定項目は初期状態では未設定となっていて、設定を行うと項目名が赤か

ら青に変わります。すべての設定を行うまで診断は行われません。 

床仕様 

「配置による低減係数計算方法」が「偏心率」の場合は、床仕様を以下のように読み替え

て計算を行います。 

Ⅰ：合板    ＝平均床倍率 1.0以上 

Ⅱ：火打ち＋荒板＝平均床倍率 0.5以上 1.0未満 

Ⅲ：火打ちなし ＝平均床倍率 0.5未満 

※1 辺の長さが４m 以上の吹き抜け・階段がある場合には、自動的に床仕様を１段階下げ

て計算されます。その際、複数の吹き抜け・階段が隣接する場合は合わせた形状で判断

します。（｢2012 年改訂版 木造住宅の耐震診断と補強方法｣P.48） 

必要耐力割増係数 

設定した値により、各階の必要耐力が割増されます。 

荷重や床面積を割増す必要がある場合に設定してください。 

開口壁の計算方法 

補強計画で「無開口壁率による計算」を選択した場合は、「補強計画で垂れ壁・腰壁を補

強している」かどうかの選択を行います。 

  補強していない設定の場合はαw＝0.1として計算が行われます。 

  （｢2012年改訂版 木造住宅の耐震診断と補強方法｣の p.42を参照ください） 

必要耐力計算方法を「各階の床面積比を考慮した方法」とした場合には、配置による低

減係数計算方法は自動的に「偏心率による方法」となります。 
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  配置による低減係数計算方法の違い 

・「四分割法による方法」の場合、有開口壁の耐力は評価しません。 

  ・「偏心率による方法」の場合、有開口壁の耐力は評価します。 

 

 

   偏心率計算の重心算出時には、バルコニー及び小屋裏収納は算入しておりません。 
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５－３ 劣化度入力  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建物の劣化度を入力します。 

 

[劣化度入力]をクリックします。 

  各部位に劣化した部分があれば該当項目にチェックを付けます。 

    ・「部位なし」：建物に対象部位が存在しない場合 

    ・「劣化あり」：建物に対象部位が存在し、劣化が認められる場合 

    ・「劣化なし」：建物に対象部位が存在し、劣化が認められない場合  

 

・それぞれの部位の劣化状態は初期状態では未設定となっています。すべて調査対象部

位の設定を行うまで診断は行われません。 

 

補強時の注意点 (｢2012 年改訂版 木造住宅の耐震診断と補強方法｣P.52より) 

・「現状」(補強前)の劣化低減係数が 0.9 以下の場合は、「補強計画」の劣化低減係数の

上限を 0.9とします。 

・「現状」(補強前)の劣化低減係数が 0.9 を超える場合は、「補強計画」の劣化低減係数

の上限はその値とします。 
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５－４ 診断 

５－４－１ 診断＜総合評価＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般診断法の判定結果を表示します。 

[診断]をクリックします。 

 

   「地盤」「地形」「基礎」の各注意事項、および[その他注意事項]を入力します。 

プログラム評価番号を計算書に表記するためには、各項目の注意事項とその他注意事項

について入力する必要があります。（注意事項が無い場合はその旨を入力してくださ

い。） 

 

(a)地盤･基礎 

  建物概要で入力した情報が反映されています。 

(b)上部構造評点 

  ＣＡＤで入力した情報や劣化度により評点を求めます。 

 

〔総合評価〕 

  「倒壊しない」「一応倒壊しない」「倒壊する可能性がある」「倒壊する可能性が高い」 

   の４段階評価です。 
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≪補足≫上部構造評点とは 

建物本体の耐震性能を評価する数値で、その建物に要求される地震への耐力（必要耐力 Qr）

と、その建物が持っている実際の耐力（保有耐力 edQu）を用いて、以下のように求まります。 

 上部構造評点 ＝ 保有耐力(edQu) ÷ 必要耐力(Qr) 

 

edQu 保有耐力 

保有耐力とは、設計上の耐力から、壁のバランス（配置）と建物の劣化度合いによる低減を

行った、その建物が持っている実際の耐力です。 

壁・柱の耐力(Qu)、配置等による低減係数(eKfl)、劣化度による低減係数(dK)から以下の様

に求まります。 

  保有耐力(edQu) ＝ 壁・柱の耐力(Qu) × 配置等による低減係数(eKfl)  

× 劣化度による低減係数(dK) 

 

 Qu 壁・柱の耐力 

建物に存在する耐力の合計です。 

壁の耐力 Qwと、その他の耐震要素の耐力 Qeを加算して求まります。 

 壁の耐力 Qwは、壁の仕様から決まる基準耐力(Fw)、壁の長さ(L)、柱との接合部や、基礎の

種類による低減係数(Kj)から、以下のように求めます。 

   壁の耐力(Qw) ＝ Σ（壁基準耐力(Fw) × 壁の長さ(L) × 低減係数(Kj)） 

 その他の耐震要素の耐力 Qe は、伝統的構法以外の建物の場合は「有開口壁長による計算」

または「無開口壁率による計算」のいずれかの方法で求めます。 

 伝統的構法の場合は、開口壁が取り付く柱（垂れ壁付き独立柱および垂れ壁・腰壁付き独立

柱）の耐力を合計して求めます。 

 

 eKfl 配置等による低減係数 

 壁などの耐力要素の配置等による低減係数です 

 「四分割法による方法」が選択されている場合、建物の両端 1/4内の範囲にある保有耐力の 

割合と床仕様の組み合わせから低減係数が求まります。 

「偏心率による方法」が選択されている場合、建物の重心と剛心の位置と床仕様の組み合わ

せから低減係数が求まります。 

0.4～1.0の値をとります。 

 両端のバランスが悪い場合に、この値が小さくなり、保有耐力が減少します。 

 

 なお、「偏心率による方法」が選択されていても偏心率が算出できない場合、自動で必要耐

力計算方法が「総 2階を想定した方法」に、配置による低減係数計算方法が「四分割法によ

る方法」に切り替わります。 

 

 dK 劣化度による低減係数 

 建物の劣化度合いによる低減係数です。 

 目視によるチェックリストの確認結果より、低減係数が求まります。 

 該当した確認項目の点数が全体に占める割合を１から引いた値を低減係数とします。 

 ただし、劣化による低減係数は、0.7を最小とし、0.7～1.0の値をとります。 

 建物の劣化が激しいほど、この値が小さくなり、保有耐力が減少します。 
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 Qr 必要耐力 

 必要耐力とは、建物の面積や仕様（建物の屋根材や壁材）、立地条件（地盤、積雪状況）な

どから求まる、その建物に本来必要とされる耐力です。 

  床面積、建物の重さ、地震地域係数(Z)などから求められます。 

 

 

■診断結果の判定 

 求められた上部構造評点を、下記の表に照らし合わせることで、判定結果を得ることができ

ます。 

 なお、評点が 1.0～1.5 未満の「一応倒壊しない」となった場合でも、様々な不確定要素が

含まれる為、精密診断法による詳細な診断を行なうことをお薦めします。 

 

  総合評点          判定 

  ---------------------------------------------- 

  １．５以上   ◎ 倒壊しない 

  １．０以上～１．５未満 ○ 一応倒壊しない 

  ０．７以上～１．０未満 △ 倒壊する可能性がある 

  ０．７未満   × 倒壊する可能性が高い 

 

 地盤・基礎の「注意事項」および＜その他の注意事項＞は編集することができます。

編集した内容は計算書に出力されます。 

 

 建物概要で「多雪区域」が選択されている場合は、無積雪時の計算と積雪時の計算が

それぞれ行われ、より低いほうの評点が総合評点となります。 

   積雪時の計算では無積雪時の計算に比べ、積雪重量により必要耐力が大きくなる一方、

壁にかかる柱接合部による低減係数が軽減されて保有耐力も大きくなります。 

   判定結果画面下部の「多雪区域の結果表示選択」で、無積雪時の計算結果と積雪時の計

算結果のどちらを表示するかを切り替えることができます。 

 

それぞれの値の詳細な意味については、｢2012 年改訂版 木造住宅の耐震診断と補強方

法｣の「指針と解説編 第３章 一般診断法」を参照ください。 
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５－４－２ 診断＜必要耐力 Qr、保有耐力 edQu＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要耐力と保有耐力の計算根拠を表示します。  

総合評価の上部構造評点の根拠となる値を参照できます。 

それぞれの値の詳細な意味については、｢2012 年改訂版 木造住宅の耐震診断と補強方

法｣の「指針と解説編 第３章 一般診断法」を参照ください。 
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５－４－３ 診断＜配置等による低減係数 eKfl＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配置等による低減係数 eKflの計算根拠を表示します。  

  配置による低減係数計算方法の設定によって表示される内容が変わります。 

 

総合評価の上部構造評点の根拠となる値を参照できます。 

 

それぞれの値の詳細な意味については、｢2012 年改訂版 木造住宅の耐震診断と補強方

法｣の「指針と解説編 第３章 一般診断法」を参照ください。 
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５－５ 補強アドバイス  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補強アドバイスを表示します。 

 

アドバイスは、補強することによって上部構造評点を上げることができる項目について

表示されます。階や方向が関係する項目については、補強の効果がある階、方向が示され

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本機能は、（一財）日本建築防災協会の「木造住宅耐震診断プログラム評価」の対象範囲

外となります。 
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５－６ 補強ナビ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補強計画モードでは「補強ナビ」機能を使用することができます。「補強ナビ」機能は、

診断の評点を上げるために効果的な各種の補強を自動的に行う機能です。 

  補強工事の制約、使用したい部材、目標とする評点などの条件を考慮した補強プランを作

成することができます。 

 

補強計画モードで精密診断に入ると、[補強ナビ]が押せるようになります。 

[補強ナビ]を押すと、「条件設定」のウィンドウが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

本機能は、（一財）日本建築防災協会の「木造住宅耐震診断プログラム評価」

の対象範囲外となります。 

補強ナビにより入力されたプランの診断結果もプログラム評価の範囲外と

なり、帳票にはプログラム評価番号が表記されませんのでご注意ください。 
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５－６－１ 補強ナビ(条件設定)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「条件設定」ウィンドウでは、自動補強のための様々な条件を設定します。 

 

①「目標評点」  … 補強の目標とする評点を入力します。 

   補強は目標評点に達するまで行われます。  

（但し、条件や建物仕様等により、目標評点に達することができない場合もあります） 

②「補強範囲設定」… 補強を行う対象とする部位の設定を行います。 

 『５－６－２ 補強ナビ(補強範囲選択)』を参照ください。 

③「補強方法選択」… 自動補強を行う項目を選択します。 

   補強をすることで評点を上げることができる項目が選択可能になっております。 

補強を行いたい項目にチェックをつけてください。 

各補強方法に対するより詳細な条件は、壁補強オプションで行います。 

＜壁補強オプション＞  ※必要に応じて設定してください 

■補強箇所の柱頭柱脚接合部 

「補強する」を選ぶと、補強項目として「柱頭柱脚接合部」が未選択であっても、 

新たに追加した筋かいおよび面材の両側の柱の柱頭柱脚接合部は補強されます。 

■入力済みの「補強」壁部材 

  「リセットする」を選ぶと、自動補強前に入力されていた「補強計画」属性の耐力 

  壁を取り除いてから自動補強を開始します。 

④条件設定後、「補強開始」ボタンをクリックして補強を実行します。補強完了後、「補強結果」

ウィンドウが表示されます。 
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５－６－２ 補強ナビ(補強範囲選択)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動補強を行う対象とする部位の設定を行います。 

 

補強対象にする/しないを選択します。 

・１点選択の場合、クリックした壁、柱について、補強対象にする/しないが設定されます。 

・BOX 選択の場合、2 点指定で囲まれた範囲内にあるすべての壁、柱について、補強対象にす

る/しないが設定されます。 

・補強対象にしないとした壁、柱は自動補強の対象から除かれます。 

・設定が終わったら[OK]を押して「条件設定」ウィンドウに戻ります。 
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５－７ 耐震 3D ビューア  

各補強箇所および診断結果(上部構造評点等)の 3Dと、地震被害想定 3Dを表示します。 

  （在来軸組構法、伝統的構法の場合のみ） 

 

 

 

 

壁枠組工法の場合は、表示できません。 

 

操作方法・ボタン説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本機能は、（一財）日本建築防災協会の「木造住宅耐震診断プログラム評価」の対象範囲

外となります。 

▼比較表示 

ON：左に現在選択中の補強属性、 

  右に比較したい補強属性の 

  データを表示します。 

 

▼表示設定 

仕上材選択：屋根材、壁の仕上材 

      を変更できます。 

 

仕上材の変更を行うには、「プ

レゼンボードオプション」が必要

です。 

▼回転・移動・拡大・縮小 

3D 上でのマウス操作でも行えます。 

 ドラッグ：回転 

 マウスホイール：拡大縮小 

 右クリック：移動 

 

▼印刷 

3D 上で印刷したい向き・位置を設定

後、印刷してください。 

 

次ページに続く 
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耐震 3Dビューア 操作方法・ボタン説明（前ページの続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通常時 

地震被害想定 

通常時は各補強箇所および診断結果を表示します。 

 ▼補強 

  「補強計画」の CAD 画面で入力した、 

  以下の項目を表示します。 

  ・耐力壁  ・筋かい、制振装置 

  ・柱頭柱脚接合部（★印）  ・基礎部分入力 

▼地震被害想定 

 地震によって変形した建物の形が表示 

されます。 

▼振動アニメーション 

 X,Y 方向を選択し「START」を押すと

選択した方向の地震によって建物が振

動、変形する過程をアニメーション表示

します。 

 

 ※「地震被害想定」の建物の形はＸ方向、

Ｙ方向の診断結果を総合して計算されてい

るので、Ｘ方向、Ｙ方向のいずれかについ

て表示される「アニメーション」の結果と

は一致しない場合があります。 
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５－８ 計算書印刷  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・プログラム評価番号は、「ＰＤＦ」で出力した計算書のみ表記されます。「プレビュー」

や「印刷」で出力した計算書には表記されませんのでご注意ください。 

・プログラム評価番号を計算書に表記する場合は「地盤」「地形」「基礎」「その他」に関

する注意事項を入力する必要があります。

「一般診断」の判定結果を印刷します。 

出力する帳票の書式を「ホームズ君 耐震診断 Pro 書式」と「2012 年度改訂版 木造住宅の耐

震診断と補強方法 書式」から選択します。 

（以下の印刷日以外は「ホームズ君 耐震診断 Pro 書式」を選択した場合のみ設定） 

■帳票一覧： 

  印刷する帳票にチェックを付けます。 

  ⇒全ての帳票にチェックを付けたい場合は「全て選択」をチェックします。 

■平面図・立面図の用紙設定： 

 平面図・立面図を印刷する場合、それぞれ用紙の向き、階別、サイズ、縮尺を設定します。 

■印刷日：指定された日付が、帳票に出力されます。 

ダブルクリックでカレンダーが表示されます。 

■現状・補強計画ラベルを印刷：チェックすると、帳票に補強属性が出力されます。 

■地震被害想定図を印刷：チェックすると、帳票【総合評価】に CG 画像が出力されます。 

ただし、枠組壁工法の場合は表示できません。 

■表紙に画像を印刷：チェックすると、画像が目次の代わりに表紙に印刷されます。 

     印刷する画像は表紙画像設定ボタンをクリックして選択します。 

 

選択後、以下のボタンにより帳票を出力します、 

▼プレビュー：画面にプレビュー表示されます。 

▼印刷   ：プリンタに直接出力されます。 

▼PDF    ：保存ファイル確認画面が表示され、OKをクリックすると、 

PDFファイルが作成されます。 
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第６章 精密診断法 1 を行う 
 

 

『2012 年改訂版 木造住宅の耐震診断と補強方法』の「精密診断法１」対応の

診断を行うための操作方法を説明します。本モードを使用する前に、ＣＡＤ入力

を行ってください。ＣＡＤ入力とその保存が行われているものとして、「精密診

断法１」の作業の流れを説明します。 
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６－１ 精密診断法 1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・現在設定されている耐震診断法が「一般診断法・精密診断法１」ではない場合、「精密

診断法１」を選択することができません。[ファイル]メニューの[耐震診断法選択]で、

耐震診断法を「一般診断法・精密診断法１」に変更してから、再度操作を行ってくだ

さい。 

 

  ・算定条件設定、劣化度入力の初期値は未設定のため、診断者が判断の上設定を行います。 

   未設定項目がある状態では、診断ボタンをクリックしても計算されません。 

「精密診断法 1」は補強が必要なのか最終的な判断を行うための診断方法です。 

また、補強後の耐震性の診断としても精密診断法を行うこととされています。 

壁ごとの耐力を詳細に設定でき、さらに部位ごとの劣化度を考慮することで正確な耐力

の診断が行えます。建物の持つ耐力(保有耐力)として、「設計上の耐力」「偏心率」や「劣

化度(部位毎)」を考慮し実際の耐力を計算しています。 

総合評価は、一般診断法と同じく階・方向ごとに「倒壊しない」から「倒壊する可能性

が高い」の４段階で表されます。 

画面上部のモードツールバー[精密診断]をクリックします。 

または、メインメニューの[精密診断法 1]をクリックします。 
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６－２ 算定条件設定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・それぞれの設定項目は初期状態では未設定となっていて、設定を行うと項目名が赤か

ら青に変わります。すべての設定を行うまで診断は行われません。 

 

 

 

 

 

精密診断法１の診断を行う上での、算定条件を設定します。 

コマンドパレットの[算定条件設定]をクリックします。 

 

①地盤種別を選択します。 

 昭和 55 年建設省告示第 1793 号にもとづく地盤種別を選択します。 

 

②必要耐力計算方法を選択します。 

 「建築基準法施行令に準じて求める方法」を選択した場合は、建物高

さと建物各部の面積あたり重量が診断に利用されます。 

面積あたり重量は、初期状態では建物概要で設定した建物重量に対応

した標準的な値が設定されていますので、部分的に変更が必要な場合

は入力してください。 

リセットボタンを押すと、標準的な値にリセットされます。 
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必要耐力割増係数 

設定した値により、各階の必要耐力が割増されます。 

荷重や床面積を割増す必要がある場合に設定してください。 

 

③水平構面仕様を選択します 

各階の「屋根」「桁梁（火打）」「床」構面を設定します。 

右側の「床倍率」をクリックすると選択肢が表示されます。 

選択肢の中から該当するものをクリックし「ＯＫ」ボタンを押します。 

 

 

▼選択肢に任意の仕様を追加する方法 

 1.「仕様登録」ボタンをクリックします。(下の画面が表示されます) 

 2.「名称」の「未使用」欄に名称を記入します。 

 3.「床倍率」欄に倍率を設定します。 

 4. 床倍率選択画面に表示したくない仕様は、「使用する」のチェックを外します。 

 

ユーザーが任意に追加した水平構面仕様は、計算書「総合評価-(1)」の水平構面

仕様の一覧において、網掛けで表示されます。 
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６－３ 劣化度入力  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建物の劣化度を入力します。 

 

[劣化度入力]をクリックします。 

該当する使用を選択してから劣化度を入力します。 

 

「劣化無し」：対象部位に、劣化が認められない場合  

「部分的な劣化」：対象部位に、部分的な劣化が認められる場合 

「著しい劣化」：対象部位に、著しい劣化が認められる場合 

 

・一点選択の場合、クリックした部位の劣化度が変更されます。 

・BOX 選択の場合、2 点指定で囲まれた範囲内にあるすべての部位の劣化度が変更されま

す。 

 

それぞれの部位の劣化度は初期状態では未設定となっています。すべての部位の劣化度

の設定を行うまで診断は行われません。 

 

"補強計画"モードでは、“現状劣化度”、“補強後劣化度”が入力可能となります。 

"補強後劣化度"は★がついて表示されます。 

下屋部分の劣化低減係数は、最上階の係数を用いて計算されます。 
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６－４ 床倍率部分入力  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部分的に水平構面仕様の異なる範囲を設定します。 

 

①[床倍率部分入力]をクリックします。 

②モード（現状／補強計画）を選択します。 

③入力を選択します。 

④床、屋根、桁梁（火打）のそれぞれの構面に対して、「床倍率」欄のボタンをクリック

して水平構面仕様を選択します。 

⑤マウスでＣＡＤ画面上に多角形入力をします。 

 ※１点目に戻ると、入力終了です。 

 

選択できる水平構面仕様は「算定条件設定」画面と共通です。 

  「仕様登録」も「算定条件設定」画面と同様に行えます。 

 

 

 

 



第６章 精密診断を行う 

 132 

６－５ 各部の検討  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建物の各部の検討を入力します。 

 

[各部の検討]をクリックします。 

それぞれの検討項目のうちの該当する項目にチェックをつけてください。  

   また、その他の問題点についてのコメントを直接入力してください。 

   入力した内容は計算書に出力されます。 

 

   [その他の問題報告(必須入力)]を入力します。 

それぞれの検討項目について問題点がある場合、その旨を入力してください。 

（問題が無い場合はその旨を入力してください。） 

   プログラム評価番号を計算書に表記するためには、全ての検討項目について入力する必

要があります。 
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６－６ 診断  

６－６－１ 診断＜総合評価＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

精密診断の判定結果を表示します。 

[診断]をクリックします。 

 

   [その他注意事項]を入力します。 

プログラム評価番号を計算書に表記するためには、その他注意事項について入力する必

要があります。（注意事項が無い場合はその旨を入力してください。） 

 

 ＜その他の注意事項＞は編集することができます。編集した内容は計算書に出力され

ます。 

 建物概要で「多雪区域」が選択されている場合は、無積雪時の計算と積雪時の計算が

それぞれ行われ、より低いほうの評点が総合評点となります。 

   判定結果画面下部の「多雪区域の結果表示選択」で、無積雪時の計算結果と積雪時の計

算結果のどちらを表示するかを切り替えることができます。 

 それぞれの値の詳細な意味については、｢2012年改訂版 木造住宅の耐震診断と補強方

法｣の「指針と解説編 第４章 精密診断法１」を参照ください。 
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６－６－２ 診断＜必要耐力、保有耐力＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要耐力と保有耐力の計算根拠を表示します。  

総合評価の上部構造評点の根拠となる値を参照できます。 

それぞれの値の詳細な意味については、｢2012 年改訂版 木造住宅の耐震診断と補強方

法｣の「指針と解説編 第４章 精密診断法１」を参照ください。 
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６－６－３ 診断＜偏心率と床仕様による低減係数＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

偏心率と床仕様による低減係数の計算根拠を表示します。  

総合評価の上部構造評点の根拠となる値を参照できます。 

それぞれの値の詳細な意味については、｢2012 年改訂版 木造住宅の耐震診断と補強方

法｣の「指針と解説編 第４章 精密診断法１」を参照ください。 

 

偏心率が算出できない場合、精密診断は行えません。 
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６－７ 補強アドバイス  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補強アドバイスを表示します。 

 

アドバイスは、補強することによって上部構造評点を上げることができる項目について

表示されます。階や方向が関係する項目については、補強の効果がある階、方向が示され

ます。 

 

 

 
本機能は、（一財）日本建築防災協会の「木造住宅耐震診断プログラム評価」の対象範囲

外となります。 
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６－８ 補強ナビ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補強計画モードでは「補強ナビ」機能を使用することができます。「補強ナビ」機能は、

診断の評点を上げるために効果的な各種の補強を自動的に行う機能です。 

  補強工事の制約、使用したい部材、目標とする評点などの条件を考慮した補強プランを作

成することができます。 

 

補強計画モードで精密診断に入ると、[補強ナビ]が押せるようになります。 

[補強ナビ]を押すと、「条件設定」のウィンドウが表示されます。 

 

本機能は、（一財）日本建築防災協会の「木造住宅耐震診断プログラム評価」

の対象範囲外となります。 

補強ナビにより入力されたプランの診断結果もプログラム評価の範囲外と

なり、帳票にはプログラム評価番号が表記されませんのでご注意ください。 
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６－８－１ 補強ナビ(条件設定)  

 

 

 

 

 

 

 

 

「条件設定」ウィンドウでは、自動補強のための様々な条件を設定します。 

 

①「目標評点」  … 補強の目標とする評点を入力します。 

   補強は目標評点に達するまで行われます。  

（但し、条件や建物仕様等により、目標評点に達することができない場合もあります） 

②「補強範囲設定」… 補強を行う対象とする部位の設定を行います。 

 『６－８－２ 補強ナビ(補強範囲選択)』を参照ください。 

③「補強方法選択」… 自動補強を行う項目を選択します。 

   補強をすることで評点を上げることができる項目が選択可能になっております。 

補強を行いたい項目のみにチェックをつけてください。 

各補強方法に対するより詳細な条件は、壁補強オプションで行います。 

＜壁補強オプション＞  ※必要に応じて設定してください 

■補強箇所の柱頭柱脚接合部 

「補強する」を選ぶと、補強項目として「柱頭柱脚接合部」が未選択であっても、 

新たに追加した筋かいおよび面材の両側の柱の柱頭柱脚接合部は補強されます。 

■入力済みの「補強」壁部材  

  「リセットする」を選ぶと、自動補強前に入力されていた「補強計画」属性の耐力 

  壁を取り除いてから自動補強を開始します。 

④条件設定後、補強を実行します。補強完了後、「補強結果」ウィンドウが表示されます。 
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６－８－２ 補強ナビ(補強範囲選択)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動補強を行う対象とする部位の設定を行います。 

 

補強対象にする/しないを選択します。 

・１点選択の場合、クリックした壁、柱について、補強対象にする/しないが設定されます。 

・BOX 選択の場合、2 点指定で囲まれた範囲内にあるすべての壁、柱について、補強対象にす

る/しないが設定されます。 

・補強対象にしないとした壁、柱は自動補強の対象から除かれます。 

・設定が終わったら[OK]を押して「条件設定」ウィンドウに戻ります。 
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６－８－３ 補強ナビ(結果表示)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「結果」ウィンドウ上で自動補強を行った部位やその効果を確認することができます。 

 

 自動補強が終了すると「結果」ウィンドウが表示されます。 

 ・「補強項目・内容」には、行われた補強の内容が表示されます。 

  壁、柱に関する補強については、表の中の該当する項目をクリックすると、補強が行われ

た部位がプランウィンドウ上で強調表示されます。 

 ・「評点の変化」には、自動補強の前後でどう評点が変化したかが表示されます。 

 ・[補強を適用]を押すと、補強内容を有効にして「補強ナビ」を終了します。 

 ・[キャンセル]を押すと、補強を取り消して、「条件設定」ウィンドウに戻ります。 
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６－９ 耐震 3D ビューア  

 

 

 

 

精密診断法の診断結果、および地震被害想定を表示します。 

操作方法や表示項目は一般診断法と同様です。 

詳しくは「５－７ 耐震 3Dビューア」を参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ：精密診断法の結果を表示します。 

 

      ：「補強計画」の CAD画面で入力した項目を表示します。 

 

本機能は、（一財）日本建築防災協会の「木造住宅耐震診断プログラム評価」の対象範囲

外となります。 
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６－１０ 計算書印刷  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム評価番号は、「ＰＤＦ」で出力した計算書のみ表記されます。「プレビュー」

や「印刷」で出力した計算書には表記されませんのでご注意ください。

「精密診断」の判定結果を印刷します。 

●・印刷したい帳票にチェックを付けます。 

 ⇒全ての帳票にチェックを付けたい場合は「全て選択」をチェックします。 

●・平面図を印刷する場合は用紙の設定、サイズ、縮尺を選択します。 

 

■印刷日：指定された日付が、帳票に出力されます。 

     ダブルクリックでカレンダーが表示されます。 

■現状・補強計画ラベルを印刷：チェックすると、帳票に補強属性が出力されます。 

■地震被害想定図を印刷：チェックすると、帳票【総合評価】に CG画像が出力 

されます。ただし、枠組壁工法の場合は表示できません。 

■表紙に画像を印刷：チェックすると、画像が目次の代わりに表紙に印刷されます。 

     印刷する画像は表紙画像設定ボタンをクリックして選択します。 

 

選択後、以下のボタンにより帳票を出力します、 

▼プレビュー：画面にプレビュー表示されます。 

▼印刷   ：プリンタに直接出力されます。 

▼PDF    ：保存ファイル確認画面が表示され、OKをクリックすると、 

PDFファイルが作成されます。 

▼JSON   ：保存ファイル確認画面が表示され、OKをクリックすると、 

JSONファイルが作成されます。 
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第７章 建築基準法「柱頭柱脚金物算定」 
 

 

 

改正建築基準法対応の「柱頭柱脚金物」の算定(Ｎ値計算)を行うための操作方法 

   を具体的に説明します。 

本モードを使用する前に、「建物概要」での建築基準法の選択、およびＣＡＤ入力を 

行ってください。 

ＣＡＤ入力とその保存が行われているものとして、流れを説明します。 

 

※Ｎ値計算はオプションです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※オプション機能です 

本機能は、（一財）日本建築防災協会の「木造住宅耐震

診断プログラム評価」の対象範囲外となります。 
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７－１ モードを[柱頭柱脚]に変更する  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建築基準法で定められた柱頭柱脚金物算定を行います。 

  ホームズ君「耐震診断 Pro」では、算定式（N値計算）に基づいて算定を行います。 

 

  【混構造の建物の場合】 

    混構造の建物では、２階、３階をそれぞれ１階、２階に置き換えて 

    柱頭柱脚金物算定を行います。 

 

画面上部のモードツールバー「Ｎ値計算」ボタンをクリックします。 

   または、メインメニューの「柱頭柱脚金物算定」ボタンをクリックします。 
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７－２ 「2025 年基準」と「2000 年基準」の違い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「柱頭柱脚金物算定」では、2025 年基準と 2000 年基準で以下の違いがあります。 

 

  〇2025 年基準 

平成 12 年建設省告示第 1460 号第 2 号の改正(令和 6 年国土交通省告示第 447 号 

 第四条)に基づき算定を行います。 

・いずれかの階、方向で耐力壁の存在壁量が必要壁量の 1/2 未満の場合、 

準耐力壁の壁倍率を考慮して N 値を求めます。 

・いずれかの階、方向で耐力壁の存在壁量が必要壁量の 1/2 以上の場合、 

 基本的に準耐力壁の壁倍率は考慮しませんが、壁倍率 1.5 倍超（※）の 

準耐力壁のみ、その壁倍率を考慮して N 値を求めます。 

 ※壁の両面に準耐力壁を張るなど、同じ箇所に複数の準耐力壁がある場合は、 

   その合計値で判断します。 

・階高が 3200mm 超の場合は、平 12 建告 1460 号の仕様ではなく、N 値計算 

もしくは許容応力度計算で金物の算定を行う必要があります。 

 

 〇2000 年基準 

   ・準耐力壁の壁倍率は算入しません。 

   ・階高 3200mm 超の場合の規定はありません。 
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７－３ 算定条件設定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計算する条件を設定します。 

 

 

  コマンドパレットの「算定条件設定」ボタンをクリックすると、「算定条件設定」ウィ 

  ンドウが表示されます。 
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  以下の設定を行います。 

  ■計算方法 

   ○基準法Ｎ値計算 

 耐力壁（筋かい、面材耐力壁、土塗壁、制震装置）の「壁倍率」を用いて 

 計算します。建設省告示 1460号第二号のただし書きによる計算方法です。 

 計算対象の柱として、以下の項目が選択可能です。 

  ・すべての柱 

   入力されているすべての柱について計算、金物表示を行います。 

  ・柱頭柱脚接合部仕様がⅠまたはⅡで補強された柱のみ 

   柱のうち、柱頭柱脚接合部入力で「補強接合部」として仕様Ⅰ、仕様Ⅱの 

いずれかが設定されたものだけ計算、金物表示を行います。 

  ・柱頭柱脚接合部仕様がⅠで補強された柱のみ 

   柱のうち、柱頭柱脚接合部入力で「補強接合部」として仕様Ⅰが設定された 

ものだけ計算、金物表示を行います。 

 

   ○耐力換算Ｎ値計算 

 耐震診断法の壁基準耐力を 1.96で除した値「換算壁倍率」を用いて計算します。 

耐力壁、非耐力壁(無開口壁のみ)を計算に考慮します。 

（2012年改訂版 木造住宅の耐震診断と補強方法 指針と解説編 p.38参照） 

 計算対象の柱として、以下の項目が選択可能です。 

    （基準法Ｎ値計算と同様） 

  ・すべての柱 

  ・柱頭柱脚接合部仕様がⅠまたはⅡで補強された柱のみ 

  ・柱頭柱脚接合部仕様がⅠで補強された柱のみ 

 

   ○変換Ｎ値法 

 耐震診断における壁の耐力を用いて計算する方法です。 

 壁の耐力は、接合部低減係数、劣化低減係数、開口低減係数を適用した値を使用 

 します。 

 耐力壁、非耐力壁、有開口壁など耐力を持つ全ての壁を計算に考慮します。 

柱頭柱脚接合部の仕様が「Ⅰ」の柱のみを計算対象とします。 

計算対象の柱として、以下の項目が選択可能です。 

 ・柱頭柱脚接合部仕様Ⅰのすべての柱 

  柱のうち、柱頭柱脚接合部が仕様Ⅰのものだけ計算、金物表示を行います。 

  （現状接合部、補強接合部の両方が対象となります） 

  ・柱頭柱脚接合部仕様がⅠで補強された柱のみ 

   柱のうち、柱頭柱脚接合部入力で「補強接合部」として仕様Ⅰが設定された 

ものだけ計算、金物表示を行います。 
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  ■計算オプション 

▼２階柱の下に柱が無い場合の計算法 

○１ｍ以内の範囲にある１階柱が下にあるものとして計算する。 

 このオプションを有効にした場合、２階の柱の下に１階の柱が無い場合に、 

       そこから周囲１ｍ以内の範囲に１階の柱があれば、その１階柱の計算は 

  ２階柱の下にあるものとして行われます。 

 

○１階の両側の柱が２階柱の引抜力を負担するものとして計算する。 

   このオプションを有効にした場合、２階の柱の下に１階の柱が無い場合に、 

  柱が抜けている場所の両側にある１階柱それぞれに２階柱の引抜力が 

   割り振られて加算されます。 

      それぞれの柱に加算される引抜力の割合は、柱抜けの位置からの距離の 

比率（スパン比）によって決められます。 

 

▼同位置の１階柱頭と２階柱脚の金物をそろえる（金物が（に）以上の場合） 

 このオプションを有効にした場合、同位置にある１階の柱の柱頭の金物と２階 

の柱の柱脚の金物が強いほうにそろえられます（ただし、金物が（に）以上の 

場合のみ） 

 これは、（に）以上の金物（羽子板ボルト、短冊金物、ホールダウン金物）が 

上下階の柱を連結するように施工されることを反映しています。 

 

補強数量表にて表示される柱頭柱脚金物数量は、上記算定条件設定の条件により 

求められた数量になります。 
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７－４ 使用金物設定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(い)、(ろ)、(は)などの金物記号が、実際のどの金物に対応するかを設定します。 

コマンドパレットの「使用金物設定」ボタンをクリックすると、「使用金物設定」ウィン

ドウが表示されます。 

    ・金物記号（(い)、(ろ)等）それぞれに対して、具体的な金物（接合部）名とその略称を

設定します。対象となる欄をクリックして直接入力します。 

・「使用する金物」のチェックを外すと、その行の金物（金物名と略称）は使用されなく

なります。 

   その場合、その行の記号に対しては次の行の金物が割り当てられます。 

   次の行の金物も使用しない場合、さらに次の行の金物が割り当てられます。 

 

   ＜例＞ 

   記号(に)の行の「使用する金物」のチェックを外すと、記号(に)に対しては記号(ほ)

と同じ金物が割り当てられます。 

   さらに記号(ほ)の行のチェックも外すと、(に)、(ほ)に対して記号(へ)と同じ金物が割

り当てられます。 
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・「設定を既定値に戻す」ボタンを押すと、金物名、略称、「使用する金物」のチェックが

既定値に戻ります。 

・「OK」を押すと、設定を適用してウィンドウを閉じます。 

   その際、「現在の設定を既定値とする」のチェックが付いていると、現在の設定を既定

値として登録します。 

   既定値は、建物の新規作成の時および「設定を既定値に戻す」ボタンが押されたときに

使用されます。 

・設定後、コマンドパレットで金物表示を「金物名」に切り替えると、平面図、判定結果

詳細および計算書の中で、金物記号の代わりに設定した略称が表示されます。 

 

Ｎ値 5.6超金物設定 

Ｎ値が５.６超の場合、初期状態では「適合する金物が存在しない」となっています

が、具体的な金物を設定することができます。 

 

▼追加する場合 

  ①【Ｎ値 5.6超金物設定】の「追加」ボタンをクリックします。 

    ⇒行が追加されます。 

  ②追加された行の「Ｎ値」「金物名」「略称」を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼削除する場合 

  ①【Ｎ値 5.6超金物設定】の「削除」ボタンをクリックします。 

  ②以下のメッセージＢＯＸが表示されます。 

④ 削除したい行をクリックします。 
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７－５ 柱出隅設定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択した柱の状況を「出隅」、「その他」で切り替えます。 

  柱状況を切り替えることで、N値計算の結果が変わります。 

コマンドパレットの「柱出隅設定」ボタンをクリックします。 

   CAD平面図上の柱をクリックします。 
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７－６ 判定結果の確認  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｎ値計算】の判定結果詳細を表示します。 

 

コマンドパレットの「計算結果」ボタンをマウスでクリックします。 

 

斜め壁の耐力壁について 

柱に対して斜めの耐力壁が存在する場合、Ｘ、Ｙ、Ｚ（斜め）の各方向のＮ値を 

算出し、最大となるＮ値を採用します。 

斜めの耐力壁がある場合は、『柱頭柱脚金物算定表』にＺ方向として表記されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

X方向

Y方向

耐力壁
Z方向
(斜め方向)

耐力壁
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７－７ 計算書印刷  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柱頭柱脚金物の算定結果を印刷します。 

コマンドパレットの「印刷」ボタンをマウスでクリックします。 

平面図・立面図を印刷する場合は用紙の設定、サイズ、縮尺を選択します。 

印刷したい項目にチェックして、「プレビュー」ボタン、「印刷」ボタン、「ＰＤＦ」出力

ボタン、「ＤＸＦ」出力ボタンのいずれかをクリックします。 

 

印刷日を変更することができます。 

「プレビュー」ボタンをクリックすると、プレビュー画面が表示されます。 

「印刷」ボタンをクリックすると、プリンタに出力されます。 

「ＰＤＦ」出力ボタンをクリックすると、ＰＤＦファイルが作成されます。 

「ＤＸＦ」ボタンをクリックすると、柱頭柱脚金物算定平面図および柱頭柱脚金物算定立

面図がＤＸＦ出力(※)されます。 

 ※ＤＸＦ出力されるのは、上記の２つの図面のみとなります。 
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改正建築基準法対応の「壁量」計算を行う方法を具体的に説明します。 

本モードを使用する前に、「建物概要」での建築基準法の選択、およびＣＡＤ入力を 

行ってください。 

ＣＡＤ入力とその保存が行われているとして、建築基準法「壁量」計算の作業の流れ

を説明します。 

 

 本マニュアルでは、2025年基準と 2000年基準のそれぞれの場合について説明します。 

 

 

 

※３階建ての建物については「壁量計算」は行えません。 

 

 

 

 

本機能は、（一財）日本建築防災協会の「木造住宅耐震

診断プログラム評価」の対象範囲外となります。 
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８－１ モードを[壁量計算]に変更する  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「建物概要」で選択した建築基準法に基づいた壁量計算を行います。 

画面上部のモードツールバー「壁量計算」ボタンをクリックします。 

  または、メインメニューの「壁量計算」ボタンをクリックします。 

基準法上の必要壁量及び存在壁量より、壁量計算の判定を行ないます。 
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８－２ [2025 年基準]建築基準法の選択  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025年基準では、建築基準法施行令第 46 条第 4項、昭和 56年建設省告第示 1100号第三 

改正(令和 6 年国土交通省告示第 447 号 第一条)に基づき計算を行います。 

  これにより、「2025年基準」の壁量計算は、「2000年基準」とは以下の点が異なります。 

   〇準耐力壁の壁倍率を存在壁量へ算入できる(昭 56建告 1100号第 1・別表第 10) 

   〇壁倍率の上限が最大 7.0倍(昭 56 建告 1100号第 2・附則) 

   〇算定式に基づき、地震に対する必要壁量を算定する(昭 56建告 1100号第 3) 

 

「2025年基準」を選択した場合は、壁量計算における「階の床面積に乗ずる係数 

(cm/㎡)」および「柱の小径(mm以上)」の算出に必要な設定を行います。 

設定内容をもとに算定式に則り必要壁量を計算します。 

   

 



第８章 建築基準法「壁量計算」 

 157 

８－３ [2025 年基準]必要壁量・柱の小径設定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算定式に基づき「必要壁量（地震力）」の算出に使用する「階の床面積に乗ずる 

数値(cm/㎡)」および「柱の小径」の判定に必要な「柱の小径(mm以上)」を求めるため 

の条件を設定します。 

 〇建物の寸法 

  「最高高さ(mm)」「軒高さ(mm)」、「軒の出(mm)」、「屋根勾配(寸)」を入力します。 

※各階の階高や床面積は、「建物概要」および CAD入力の内容をもとに自動入力 

    されます。 

〇地盤（標準せん断力係数 C0） 

通常の地盤(0.2)、軟弱地盤(0.3)から選択します。 

〇建物用途（積載荷重 N/㎡） 

住宅(600N/㎡)、非住宅 事務所(800N/㎡)から選択します。 

〇各部の仕様 

  ・太陽光発電設備 

    「なし」「あり（固定値 260N/㎡）」「あり（任意入力）」から選択します。 

  ・屋根の仕様 

「瓦屋根(ふき土無)」「スレート屋根」「金属板葺き」から選択、または 

任意の荷重を手入力します。 

 

次のページへ続く 
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 ・外壁の仕様 

「土塗壁等」「モルタル等」「サイディング」「金属板張」「下目板張」から選択、 

または任意の荷重を手入力します。 

  ・断熱材 屋根、天井 

「固定値(100N/㎡)」または「任意入力」から選択します。 

  ・断熱材 外壁 

「固定値(70N/㎡)」または「任意入力」から選択します。 

  ・柱の樹種 

任意の樹種を設定します。 
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８－４ [2025 年基準]算定条件設定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

存在壁量の算出に使用する壁倍率を、「耐力壁の壁倍率」「換算壁倍率」のどちらを 

使用するか選択します。 

 

〇基準法壁量計算 

 耐力壁（筋かい、面材耐力壁、土塗壁、制震装置）および準耐力壁の壁倍率を用いて 

存在壁量を算出します。準耐力壁については、考慮する/しないを選択できます。 

〇耐力換算壁量計算 

 耐震診断で使用する壁材の壁基準耐力を 1.96で除した壁倍率を用いて存在壁量を算出 

します。 

  〇外壁材の扱い 

   「木ずり下地モルタル塗壁」(建物概要で設定した外壁材および CAD入力した壁材)や、 

   建物概要で設定した外壁材を耐力壁として扱い、壁倍率を考慮するかを設定します。 
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８－５ [2025 年基準]準耐力壁 全体設定/個別設定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 準耐力壁を考慮するかどうか切替を行うことができます。 

 

個別設定では、平面図上にある枠（         ）をクリックすると有効/無効が 

切り替わります。全体設定では一括で考慮する/しないを変更できます。 

 

 準耐力壁として扱える壁材については、「ファイル」⇒「壁材種設定」の登録画面で、 

確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「準耐力壁可」の列に

チェックが付いてい

る壁材が該当します。 
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８－６ [2025 年基準]壁高・横架材間高変更  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

準耐力壁の壁倍率算出に使用される高さを確認、設定します。 

横架材間内法寸法や天井高さは建物概要で設定した階高をもとに自動算出されます。 

窓型開口部高さ(1200mm)、掃き出し開口部高さ(2000mm)は固定値が使用されます。 

自動設定値以外の数値に変更したい場合は「編集値」に手入力します。 
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８－７ [2025 年基準]判定結果の確認  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「2025年基準の壁量計算の適合判定の結果」を確認します。 

準耐力壁を考慮する場合は、「準耐力壁等明細」タブをクリックすることで、 

準耐力壁の存在壁量の明細を確認できます。  

 

②「耐力壁の存在壁量に対する割合」を確認します。 

いずれかの階または方向で、耐力壁の存在壁量が必要壁量の 1/2以上または未満 

かどうかにより、各項目で以下のように計算内容が変化します。 

 

〇耐力壁の存在壁量が必要壁量の 1/2 以上の場合 

 ・壁の配置…「四分割法」の判定で準耐力壁の壁倍率を算入しません。 

 ・柱頭柱脚金物算定…壁倍率 1.5倍超の準耐力壁を算入します。 

 

〇耐力壁の存在壁量が必要壁量の 1/2 未満の場合 

 ・壁の配置…「四分割法」の判定で準耐力壁の壁倍率を算入します。 

 ・柱頭柱脚金物算定…壁倍率によらず準耐力壁を算入します。 

 

〇柱の安全性を検証について 

耐力壁の存在壁量が必要壁量の 1/2未満の場合、準耐力壁が取り付く柱の折損など、 

柱の安全性を検証する必要があります。 

ホームズ君「耐震診断 Pro」では検証の必要/不要のみ表示するため、実際の検証は 

別途行っていただく必要があります。 

 

 

次のページへ続く 

① 

② 
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   〇筋かいの高さによる壁倍率低減について 

    「建物概要」で設定する階高が 3200mm超の場合、該当階の筋かいには以下の計算式 

で求めた低減係数が自動的にかかります。(昭 56建告 1100号別表第 1) 

    『低減係数 = 3.5×（柱間隔/階高）』 

 

    なお、CAD入力画面で筋かいの高さを個別設定していた場合は、個別設定した高さで 

    低減を乗じるかどうかの判定、および低減係数が求められます。 
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８－８ [2025 年基準]計算書印刷  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025年基準の壁量計算の計算書一式を出力できます。  

  壁量計算、壁の配置（偏心率、四分割法）、N値計算の判定結果を 1枚にまとめた 

「建築基準法 総合判定表」も出力可能です。 
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８－９ [2000 年基準] 建築基準法の選択  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「2000年基準で壁量計算を行う場合は、「建物概要」画面で、「2000年基準」を 

選択します。  

2000年基準の場合、屋根の重さに「軽い屋根」または「重い屋根」のいずれかを 

設定します。 
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８－１０ [2000年基準]算定条件設定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計算する条件を設定します。 

コマンドパレットの「算定条件設定」ボタンをクリックすると、「算定条件設定」 

ウィンドウが表示されます。 

○計算方法 

「基準法壁量計算」「耐力換算壁量計算」のいずれかを指定します。 

   ○外壁材の扱い 

・モルタル塗壁の木ずり下地を耐力壁とみなして計算する。 

モルタル塗壁の木ずり下地を耐力壁とみなして計算する場合は、チェックします。 

・建物概要で入力された外壁材を耐力壁とみなして計算する。 

建物概要で入力された外壁材を耐力壁とみなして計算する場合は、 

チェックします。（モルタル塗壁、窯業系サイディング張、耐力無は除きます） 

 

  ここで設定する「外壁材の扱い」設定は、【壁の配置】モードでの「算定条件設定」と 

連動しています。 
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８－１１ [2000年基準]判定結果の確認  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震力の必要壁量および風圧力の必要壁量から壁量安全率を計算し、判定結果を表示します。 

 

 ・評価は、『適合』または『不適合』で表示されます。 

・入力したユーザーコメントは、壁量計算表の「コメント」欄に印刷されます。 
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８－１２ [2000年基準]計算書印刷  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2000年基準の壁量計算の計算書一式を出力できます。  

  壁量計算、壁の配置（偏心率、四分割法）、N値計算の判定結果を 1枚にまとめた 

「建築基準法 総合判定表」も出力可能です。 

 

 



 

169 

 

第９章 建築基準法「壁の配置」 
 

 

 

建築基準法の「壁の配置」判定を行う操作方法を具体的に説明します。 

本モードを使用する前に、「建物概要」にて、検討する建築基準法の選択、 

およびＣＡＤ入力を行ってください。 

上記の設定およびＣＡＤ入力が行われているとして、建築基準法「壁の配置」 

判定の流れを説明します。 

 

 

※３階建ての建物については「壁の配置」は行えません。 

 

 

 

本機能は、（一財）日本建築防災協会の「木造住宅耐震

診断プログラム評価」の対象範囲外となります。 
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９－１ モードを[壁の配置]に変更する  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建築基準法で定められた「壁の配置」の判定を行います。 

判定方法は「四分割法」または「偏心率」から選択できます。 

画面上部のモードツールバー「壁の配置」ボタンをクリックします。 

または、メインメニューの「壁の配置」ボタンをクリックします。 

「偏心率」で判定する際の注意 

建築基準法と、「2012 年改訂版 木造住宅の耐震診断と補強方法」では 

壁の剛性の考え方に相違があります。 

「2012 年改訂版 木造住宅の耐震診断と補強方法」においては、耐力壁の他に 

いわゆる雑壁も考慮します。よって、建築基準法の「壁の配置（偏心率）」と、 

「一般診断法」や「精密診断法」では剛心座標が必ずしも一致しないため、 

偏心率の判定結果が異なる場合があります。 
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９－２ 「2025 年基準」と「2000 年基準」の違い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「壁の配置」では、2025 年基準と 2000 年基準で以下の違いがあります。 

 

 〇2025 年基準  

・昭和 56 年建設省告示第 1100 号第四改正(令和 6 年国土交通省告示第 447 号 第一条) 

に基づき判定を行います。 

・いずれかの階、方向で耐力壁の存在壁量が必要壁量の 1/2 未満となった場合、 

「四分割法」の判定で準耐力壁の壁倍率を算入します。 

なお、算入するのは「四分割法」の判定のみとなり、「偏心率」の判定では算入 

しません。 

 

〇2000 年基準 

   準耐力壁の壁倍率は算入しません。 
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９－３ 算定条件設定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計算する条件を設定します。 

 

コマンドパレットの「算定条件設定」ボタンをクリックすると、「算定条件設定」ウィ 

  ンドウが表示されます。 

   ○外壁材の扱い 

・モルタル塗壁の木ずり下地を耐力壁とみなして計算する。 

モルタル塗壁の木ずり下地を耐力壁とみなして計算する場合は、チェックします。 

・建物概要で入力された外壁材を耐力壁とみなして計算する。 

建物概要で入力された外壁材を耐力壁とみなして計算する場合は、 

チェックします。（モルタル塗壁、窯業系サイディング張、耐力無は除きます） 

   ○四分割法・偏心率 壁倍率上限 

・「建物概要」で「2025 年基準」を選択している場合に設定可能になります。 

壁１か所の耐力壁、準耐力壁の壁倍率の合計値を、上限 7.0倍/上限なし 

のいずれかに変更できます。 
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９－４ 判定する  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【壁の配置】の判定結果詳細を表示します。 

コマンドパレットの[判定]ボタンをマウスでクリックします。 
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９－５ グラフ表示をする  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【壁の配置】の判定結果詳細をグラフ表示します。 

 壁の配置判定表ウィンドウのグラフボタンをマウスでクリックします。 
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９－６ 計算書印刷  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【壁の配置】の判定結果を印刷します。 

コマンドパレットの「印刷」ボタンをマウスでクリックします。 

平面図を印刷する場合は用紙の設定、サイズ、縮尺を選択します。 

印刷したい項目にチェックして、「プレビュー」ボタン、「印刷」ボタン、「ＰＤＦ」出力

ボタンのいずれかをクリックします。 

 

「プレビュー」ボタンをクリックすると、画面にプレビュー表示されます。 

「印刷」ボタンをクリックすると、プリンタに出力されます。 

「ＰＤＦ」出力ボタンをクリックすると、ＰＤＦファイルが作成されます。 
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第１０章 建築基準法「柱の小径」 
 

 

 

建築基準法の「柱の小径」の判定を行う操作方法を具体的に説明します。 

本モードを使用する前に、「建物概要」画面にて、検討する建築基準法の選択、 

およびＣＡＤ入力を行ってください。 

上記の設定およびＣＡＤ入力が行われているとして、建築基準法「柱の小径」 

判定の流れを説明します。 

 

 

※３階建ての建物については「柱の小径」は行えません。 

 

 

 

本機能は、（一財）日本建築防災協会の「木造住宅耐震

診断プログラム評価」の対象範囲外となります。 
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１０－１ モードを[柱の小径]に変更する  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 12年建設省告示第 1349号第一 改正(令和 6年国土交通省告示第 447 号 第三条) 

に基づき、柱の小径の判定を行います。 

なお、面材（構造用合板や石膏ボードなど）が取り付く方向については面材の拘束効果 

が期待できるため、柱の小径の検定は行われません。（平成 12年建設省告示第 1349号 

第１ただし書き）。 

    

画面上部のモードツールバー「柱の小径」ボタンをクリックします。 

  または、メインメニューの「柱の小径」ボタンをクリックします。 
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１０－２ [2025年基準]必要壁量・柱の小径設定   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定項目、操作方法は壁量計算モードと同様です。 

  詳細は「8-3[2025年基準]必要壁量・柱の小径設定」を参照ください。  
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１０－３ [2025年基準]検討方法   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 12年建設省告示第 1349号第１の改正に基づき、柱の小径の検討を以下の①～③の 

いずれかで行います。 

 

    方法① 算定式と有効細長比により柱の小径を求める方法 

    ・柱の小径の最小寸法を算出し、個別の柱が最小寸法を満たすことを確認します。 

    ・柱の樹種は「すぎ」の無等級製材である前提で算出します 

    ・柱の負担面積が 5㎡である前提で算出します。 

 

   方法② 樹種等を選択して算定式と有効細長比により柱の小径を求める方法 

    ・柱の小径の最小寸法を算出し、個別の柱が最小寸法を満たすことを確認します。 

    ・設定された柱の樹種を元に算出します 

    ・柱の負担面積が 5㎡である前提で算出します。 

 

   方法③ 柱の小径に応じて柱の負担可能面積を求める方法 

    ・柱が負担できる床面積（負担可能面積）と個別の柱の負担面積を算出し、 

負担面積が、負担可能面積以下であることを確認します。 

    ・負担可能面積は、設定された柱の樹種と小径をもとに算出します。 

    ・負担面積は柱の配置をもとに算出します。 

 

次のページへ続く 
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方法③を選択した場合、画面上では各柱が負担する床面積の負担範囲を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内部および外周部の柱で、負担面積が最大になる範囲を赤枠で 

表示します。 

この範囲には柱の負担面積の判定結果（OK/NG）が表示されます。 

 

各柱の負担範囲を青枠で表示

します。 

最も近い柱までの距離の

1/2、次に近い柱までの距離の 

1/2…と順番に分割線が引か

れます。 
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１０－４ [2025年基準]柱 全体設定   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 柱の断面寸法、座屈長さ（横架材間内法寸法）、樹種の設定を一括設定します。 

 〇断面寸法 

     90mm、105mm、120mm、135mm、150mm のいずれかを選択します。 

    〇樹種 

     [変更]ボタンをクリックして任意の樹種に変更します。 

〇座屈長さ（横架材間内法寸法） 

     ・「建物概要」で設定した階高をもとに、初期値（※）が自動設定されます。 

     ・任意の値にしたい場合は、編集値欄に長さを入力します。 

     

※ホームズ君「耐震診断 Proでは、座屈長さ（横架材間内法寸法）の初期値を 

以下の計算で求めています。 

    ・２階：２階階高－105mm 

    ・１階：１階階高－120mm 

    ・吹抜、階段に面する通し柱：１階階高＋２階階高－105mm 
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１０－５ [2025年基準]柱 個別設定   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柱ごとに断面寸法、樹種、座屈長さ（横架材間内法寸法）、位置条件を設定します。  

〇断面寸法 

     ・90mm、105mm、120mm、135mm、150mmのいずれかを選択します。 

     ・Wには面外方向（下図の赤矢印で示すように、建物内側から外側へ向かう方向 

の寸法を設定します。 

 

 

 

 

 

なお、出隅柱の場合はどちらが面外方向か、という区別が無くなるため、柱の 

「短い側」の寸法を Wに設定してください。 

   〇樹種 

     [変更]ボタンをクリックして任意の樹種に変更します。 

   〇座屈長さ（横架材間内法寸法） 

     「柱 全体設定」の寸法を使用する、または個別に設定することができます。 

   〇位置条件 

     吹抜けや階段に面した通し柱に対して、上下階合わせた座屈長さを用いるか 

どうかを設定します。 
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１０－６ [2025年基準]判定結果の確認   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 12年建設省告示第 1349号第 1の改正で示された算定式に基づき、 

「柱の小径」および「有効細長比」の判定結果を確認します。  
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１０－７ [2025年基準]計算書印刷   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025年基準の柱の小径、有効細長比の計算書を出力します。  

  [算定条件設定]で設定した検討方法（①～③）により、出力できる帳票の種類が 

異なります。 

   〇方法①、方法②の場合 

     「柱の小径判定表」のみ出力します。 

   〇方法③の場合 

     「柱の小径判定表」、「柱負担面積根拠図」の 2種を出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方法①、方法②の場合

 

方法③場合 
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１０－８ [2000年基準]柱の小径・有効細長比判定   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2000年基準の柱の小径、有効細長比の判定結果を表示します。  

以下の項目を設定し、[判定]ボタンをクリックします。 

   〇柱の小径 

     105mm、120mm、135mm、150mm、180mm、210mmのいずれかを設定します。 

    

〇横架材間内法寸法 

     ・「建物概要」で設定した階高をもとに、初期値（※）が自動設定されます。 

     ・任意の値にしたい場合は、編集値欄に長さを入力します。 

※ホームズ君「耐震診断 Pro」では、座屈長さ（横架材間内法寸法）の初期値を以下の 

計算で求めています。 

     ・２階：２階階高－105mm 

     ・１階：１階階高－120mm 
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第１１章 建築基準法「確認申請」 
 

 

 

「建物概要」で建築基準法に「2025 年基準」を選択した場合に、操作することが 

可能になります。 

確認申請に必要な 2025年基準の「壁量計算」「壁の配置」「柱頭柱脚金物算定」 

の算定結果を出力します。 

 

 

※３階建ての建物については「確認申請」からの計算書出力は行えません。 

 

 

 

本機能は、（一財）日本建築防災協会の「木造住宅耐震

診断プログラム評価」の対象範囲外となります。 
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１１－１ [2025年基準]計算書印刷  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認申請に必要な 2025年基準の計算書を出力します。  
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第１２章 梁・桁断面計算 
 

 梁・桁における断面形状を、許容応力度計算を用いて計算します。 

 本モードを使用する前に、あらかじめ CAD入力を行なっておく必要があります。 

 CAD入力とその保存が行なわれているとして、「梁・桁断面計算」の作業の流れを 

説明します。 

 

 

 

※３階建ての建物については「梁・桁断面計算」は行えません。 
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１２－１ 梁・桁断面計算  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力したＣＡＤ情報をもとに、指定した梁・桁の断面条件を計算することができます。 

本機能では、許容応力度計算に基づき、断面条件の計算を行ないます。  

 

画面上部のモードツールバー【梁・桁】ボタンをクリックします。 

または、メインメニューの【梁・桁】ボタンをクリックします。 
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１２－２ 計算条件  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計算対象となる梁・桁についての情報を入力します。 

■部材     梁・桁に使用する樹種および梁の幅を選択します。 

        「樹種選択」ボタンを押すと、使用可能な樹種の一覧が表示されます。 

        ⇒10－３ 樹種選択 

        梁の幅は任意の値を設定することも可能です。 

■許容たわみ量 たわみ算定に使用する許容たわみを指定します。 

        初期値として、建築基準法に示された値が入力されています。 

■荷重     計算に使用する荷重要素の単位荷重を指定します。 

梁の幅、荷重要素の単位荷重は、任意の値を設定することが可能です。 

屋根勾配は、「建物概要」で指定します。 

階で勾配が異なる場合は、勾配の緩やかな方の値を使用します。 
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１２－３ 樹種選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計算対象の梁・桁に使用する部材の種類を選択します。 

使用する樹種を選択し、「選択」ボタンを押すと、計算条件画面に反映されます。 

 

集成材の場合、曲げ基準強度は基準値となります。 

計算では、この基準値に、梁の幅による補正係数を乗じたものを使用します。 

補正が行なわれる部材は、基準強度の前に*が表示されます。 
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１２－４ 求める梁 かかる梁  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 計算の対象となる「求める梁」と、その梁に接続する「かかる梁」の入力を行ないま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔求める梁の指定〕 

【求める梁】ボタンをクリックして始点終点を指定します。(斜め梁は不可) 

始点終点には柱が必要です。 

１階平面で指定する梁は２階床梁が対象となります。(２階平面では２階屋根梁) 

〔かかる梁の指定〕 

求める梁が負担する床荷重の範囲を設定するために、求める梁の両側に指定します。 

【かかる梁】ボタンをクリックして始点終点を指定します。(斜め梁は不可) 

〔求める梁の削除〕 

【求める梁】「削除」ボタンをクリックすると、入力した梁情報を一括して削除します。 

「かかる梁」のみ削除する場合は、【かかる梁】「削除」をクリックし、削除したい梁を

選択することで、削除します。 
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１２－５ 断面計算 

１２－５－１ 断面計算＜断面計算条件＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

入力した計算条件と梁の情報より、断面情報を計算します。 

この画面では、計算条件で入力した条件を一覧表示します。 

それぞれの値の詳細な意味については、ヘルプをご覧ください。 
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１２－５－２ 断面計算＜断面計算根拠＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力した計算条件と梁の情報より、断面情報を計算します。 

この画面では、入力された計算条件による、曲げ、たわみによる必要断面

の計算結果を表示します。 

計算は２通り行い、その中で最大の梁高さを断面情報として表示します。 

 ・長期荷重 or 長期雪荷重 

  →長期にかかる力を元に計算した結果を表示します。 

   多雪区域の場合は、積雪を考慮した長期雪荷重による計算結果を 

   表示します。 

 ・短期雪荷重 

  →短期の積雪を考慮した荷重による計算結果を表示します。 

それぞれの値の詳細な意味については、ヘルプをご覧ください。 
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１２－５－３ 断面計算＜集中荷重一覧＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各作用線（他の梁・柱が接続する部分）にかかる集中荷重の一覧を表示します。 

 

■単位重量 荷重計算に使用する、基準となる荷重を示します。 

■支配面積 作用線が負担する荷重負担領域の面積を示します。 

■集中荷重 単位重量と支配面積から求められる、その作用線にかかる 

集中荷重を示します。 
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１２－５－４ 断面計算＜等分布荷重一覧＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計算対象の梁全体にかかる等分布荷重の一覧を表示します。 

 

■単位重量  荷重計算に使用する、基準となる荷重を示します。 

■負担幅   梁が負担する荷重負担領域の幅を示します。 

※外壁・間仕切壁については、梁が負担する壁の長さを示します。 

■等分布荷重 単位重量と負担幅、梁のスパン長から求められる、梁にかかる 

等分布荷重を示します。 

※外壁・間仕切壁については、単位荷重と負担幅、２階の天井高さ 

  より、集中荷重を求めます。 
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１２－６ ３Ｄ確認  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

     
       

計算する梁・桁やかかる梁、荷重負担領域を３D 画面上で確認できます。 

 

 

画面上で、マウスをクリックしながら上下左右に動かすことで、表示されている画像

を上下左右に回転させることが可能です。 

また、画面右側の「拡大」「縮小」ボタンを押すことで、表示されている画像の拡大・

縮小を行なうことができます。 

 

方向や拡大率を最初の状態に戻す場合は、「リセット」ボタンを押すことで、最初に３

D 画面を表示したときの状態に戻すことができます。 

 

「仕上材選択」ボタンを押すと、3 次元 CG に、仕上材の画像を設定できます。 

 

仕上材の変更を行うには、「プレゼンボードオプション」が必要です。 
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１２－７ 印刷する  

 

 

 

計算結果の印刷を行ないます。 

 

 

コマンドパレットの「印刷」ボタンをマウスでクリックします。 

印刷したい帳票にチェックして、「プレビュー」ボタン、「印刷」ボタン、「ＰＤＦ」出

力ボタンのいずれかをクリックします。 

 

「プレビュー」ボタンをクリックすると、画面にプレビュー表示されます。 

「印刷」ボタンをクリックすると、プリンタに出力されます。 

「ＰＤＦ」出力ボタンをクリックすると、ＰＤＦファイルが作成されます。 

 

 「印刷日」  ：帳票に出力される日付となります。変更も可能です。 

 「現状・補強計画ラベルを印刷」： 

   チェックすると、帳票上に現在の補強モードをあわせて表示します。 

   チェックしない場合は、補強モードを表示しません。 

印刷したい 

帳票にチェック 
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第１３章 新耐震検証法 

 
 

 

 

2017年 5月に国土交通省および(一財)日本建築防災協会から公表された 

「新耐震基準の木造住宅の耐震性能検証法」に対応したオプションです。 

    「一般診断法に準じた方法」で上部構造評点を求めます。 

本モードを使用する前に、ＣＡＤ入力を行ってください。 

 

    ※「新耐震基準の木造住宅の耐震性能検証法」は、下記の１）～３）の条件を 

満たした建物に適用することができます。 

       １）昭和 56年(1981年)6月 1 日～平成 12年(2000年)5 月 31日に建築 

       ２）在来軸組工法住宅（基礎がコンクリート造のもの） 

           ※伝統的構法、枠組壁構法は適用外 

       ３）平屋建て、または 2階建て 

           ※3階建ては適用外 

 

 
 
 
 
 

※オプション機能です 

本機能は、（一財）日本建築防災協会の「木造住宅耐震診断プログラム評価」の対象

範囲外となります。 
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１３－１ 新耐震検証法  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・現在設定されている診断法が「新耐震木造住宅検証法 一般診断法に準じた方法」では

ない場合、「新耐震検証法」を選択することができません。[ファイル]メニューの[耐

震診断法選択]で、耐震診断法を「新耐震木造住宅検証法 一般診断法に準じた方法」

に変更してから、再度操作を行ってください。 

・「新耐震木造住宅検証法 一般診断法に準じた方法」は、補強属性が"現状"のプラン以外

では選択することができません 

 

耐震診断の専門家が、現地調査を行わずに、図面や所有者による建物調査を活用して 

耐震性能の確認を行うための診断法です。 

計算内容は、基本的に一般診断法と同様ですが、必要耐力は「総二階を想定した方法」、

開口部は「有開口壁長による計算」、耐力要素の配置は「四分割法」で計算されます。 

CAD 画面上部のモードツールバーの[新耐震]をクリックします。 

または、メインメニューの[新耐震検証法]をクリックします。 
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１３－２ 床仕様設定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「床の仕様」を以下の 3 種から選択します。 

 Ⅰ．合板 

 Ⅱ．火打ち＋荒板 

 Ⅲ．火打ちなし 

現地での調査を行っていない場合は、床仕様Ⅱとして計算を行ないます。 

コマンドパレットの「床仕様設定」をクリックし、床仕様を選択します。 
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１３－３ 劣化度設定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建物の劣化度を入力します。 

コマンドパレットの[劣化度入力]をクリックします。 

各部位について、該当項目にチェックを付けます。 
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１３－４ 診断する  

１３－４－１ 診断＜総合評価＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「新耐震検証法」の判定結果を表示します。 

[診断]をクリックします。 

 

[注意事項]、[その他注意事項]を入力します。 

（注意事項が無い場合はその旨を入力してください。） 

 

 
(a)地盤･基礎 

  建物概要で入力した情報が反映されています。 

(b)上部構造評点 

  ＣＡＤで入力した情報や劣化度により評点を求めます。 

 

〔総合評価〕 

  「倒壊しない」「一応倒壊しない」「倒壊する可能性がある」「倒壊する可能性が高い」 

   の４段階評価です。 
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１３－４－２ 診断＜必要耐力 Qr、保有耐力 edQu＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要耐力と保有耐力の計算根拠を表示します。  

総合評価の上部構造評点の根拠となる値を参照できます。 
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１３－４－３ 診断＜配置等による低減係数 eKfl＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配置等による低減係数 eKflの計算根拠を表示します。  

 

総合評価の上部構造評点の根拠となる値を参照できます。 
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１３－５ 地震被害想定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震被害想定３次元ＣＧを表示します。 

表示サイズ、角度について 

 ・「拡大」、「縮小」ボタンによって表示サイズを拡大、縮小することができます。 

 ・図上でマウスをクリックしながら動かすことによって表示の角度を回転させることができ

ます。 

 ・「リセット」ボタンによって表示サイズと表示の角度を初期状態に戻すことができます。 

 

表示内容について 

 ・「通常時」ボタンを押すと変形の無いもともとの建物の形が表示されます。 

 ・「被害想定」ボタンを押すと地震によって変形した建物の形が表示されます。 

 ・「地震方向」をＸ方向、Ｙ方向のどちらかから選んで「アニメーション」ボタンを押すと、

選択した方向の地震によって建物が振動、変形する過程が表示されます。 

  「アニメーション」ボタンを押すたびに初めからアニメーションを表示しなおします。 

 ・「保存」ボタンを押すと、アニメーション表示内容を動画ファイルに保存できます。 

  （アニメーション GIF 形式） 

「地震後」で表示される建物の形はＸ方向、Ｙ方向の診断結果を総合して計算されて

いるので、Ｘ方向、Ｙ方向のいずれかについて表示される「アニメーション」の結果

とは一致しない場合があります。 
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１３－６ 印刷する  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「新耐震検証法」の判定結果を印刷します。 

以下のボタンにより帳票を出力します、 

▼プレビュー：画面にプレビュー表示されます。 

▼印刷   ：プリンタに直接出力されます。 

▼PDF    ：保存ファイル確認画面が表示され、OKをクリックすると、 

PDFファイルが作成されます。 
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１３－７ 結果表 Excel 出力  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「新耐震木造住宅検証法 結果表」を Excel 形式で出力します。 
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第１４章 保有水平耐力計算 

 
 

 

 

『2012年改訂版 木造住宅の耐震診断と補強方法』「精密診断法２」の中の 

「保有水平耐力計算」に対応した判定を行います。 

本モードを使用する前に、ＣＡＤ入力を行ってください。 

操作方法などの詳細は、「保有水平耐力計算マニュアル」を参照してください。 

 

    ※保有水平耐力計算はオプションです。 

    ※３階建てまでの、木造の在来軸組構法の建物（住宅および非住宅）に対してのみ、 

     「保有水平耐力計算」を行うことができます。 

 

 

     保有水平耐力計算オプションについて、以下の３つのドキュメントがあります。 

     必要に応じて、マニュアルメニューから参照してください。 

ドキュメント 内容 

保有水平耐力計算ガイド 保有水平耐力計算オプションを用いた耐震診

断を行うための手順の概要を説明します。ま

ず初めにご確認ください。 

保有水平耐力計算マニュアル 保有水平耐力計算オプションの各機能・画面

の操作方法を説明します。 

保有水平耐力計算解説書 保有水平耐力計算の、計算内容について解説

します。保有水平耐力計算を行う上で必要な、

前提条件や注意事項も記載されていますの

で、内容をよくご理解の上、お使いください。 

 

 

 

 
 
 
 

※オプション機能です 

本機能は、（一財）日本建築防災協会の「木造住宅耐震

診断プログラム評価」の対象範囲外となります。 
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１４－１ 保有水平耐力計算  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在設定されている耐震診断法が「保有水平耐力計算」ではない場合、「保有水平耐力

計算」を選択することができません。[ファイル]メニューの[耐震診断法選択]で、耐

震診断法を「保有水平耐力計算」に変更してから、再度操作を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

精密診断法 1 よりもさらに細かく建物の実情を反映した計算を行う診断法です。 

精密診断法 1 と同様に補強が必要かの最終的な判断、補強後の耐震性の診断として使用

できます。 

保有水平耐力計算では、「部材ごとの標準骨格曲線」を重ね合わせて「建物の荷重変形

関係」を求め、また、建物の重量、偏心率や剛性、地盤情報などから「必要保有水平耐

力」を計算しています。 

評点は「保有水平耐力」と「必要保有水平耐力」の比較により求められ、総合評価は一

般診断法、精密診断法 1 と同じく階方向ごとに「倒壊しない」から「倒壊する可能性が

高い」の４段階で表されます。 

画面上部のモードツールバー[保有水平]をクリックします。 

または、メインメニューの[保有水平耐力計算]をクリックします。 

「壁材種設定」により定義した材種を「保有水平耐力計算」で使用するためには「精

密診断法 2 用情報」を設定する必要があります。 

詳しくは、１３－４ 壁材種設定について（精密診断法 2 用情報）を参照ください。 

また、初めから用意されている壁材種のうちの一部のもの（非耐力壁仕様の構造用

合板等）については「精密診断法 2 用情報」が設定されていません。 

それらの壁材種を使用した建物を診断する際は、「壁材種設定」で同等の材種を設

定し、「精密診断法 2 用情報」を設定した上で入力してください。 
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第１５章 限界耐力計算 

 
 

 

 

『2012年改訂版 木造住宅の耐震診断と補強方法』「精密診断法２」の中の 

「限界耐力計算」に対応した判定を行う操作方法を具体的に説明します。 

  本モードを使用する前に、ＣＡＤ入力を行ってください。 

ＣＡＤ入力とその保存が行われているとして、「限界耐力計算」判定の作業の 

流れを説明します。 

 

    ※限界耐力計算はオプションです。 

    ※混構造の建物については、「限界耐力計算」は行えません。 

    ※床が剛床ではない建物（一般診断法で床仕様ⅡまたはⅢ、精密診断法 1で平均床倍

率 1.0 未満）については、「限界耐力計算」では診断結果が実情と合わない可能性

があります。 

そのような建物では「限界耐力計算」で診断を行うことは避けてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※オプション機能です 

本機能は、（一財）日本建築防災協会の「木造住宅耐震

診断プログラム評価」の対象範囲外となります。 
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１５－１ 限界耐力計算  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在設定されている耐震診断法が「限界耐力計算」ではない場合、「限界耐力計算」を

選択することができません。[ファイル]メニューの[耐震診断法変更]で、耐震診断法

を「限界耐力計算」に変更してから、再度操作を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

精密診断 1 よりもさらに細かく建物の実情を反映した計算を行う診断法です。 

精密診断 1 と同様に補強が必要かの最終的な判断、補強後の耐震性の診断として使用で

きます。 

限界耐力計算では、「部材ごとの標準骨格曲線」を重ね合わせて「建物の荷重変形関係」、

「安全限界耐力」を求め、また、建物の固有周期や減衰性、地盤情報などから「作用す

る地震力」を計算しています。 

評点は「安全限界耐力」と「作用する地震力」の比較により求められ、総合評価は一般

診断、精密診断 1 と同じく各階各方向ごとに「倒壊しない」から「倒壊する可能性が高

い」の４段階で表されます。 

画面上部のモードツールバー[限界耐力]をクリックします。 

または、メインメニューの[限界耐力計算]をクリックします。 

「壁材種設定」により定義した材種を「限界耐力計算」で使用するためには「精密

診断法 2 用情報」を設定する必要があります。 

詳しくは、１３－４ 壁材種設定について（精密診断法 2 用情報）を参照ください。 

また、始めから用意されている壁材種のうちの一部のもの（非耐力壁仕様の構造用

合板等）については「精密診断法 2 用情報」が設定されていません。 

それらの壁材種を使用した建物を診断する際は、「壁材種設定」で同等の材種を設

定し、「精密診断法 2 用情報」を設定した上で入力してください。 
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１５－２ 算定条件設定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

限界耐力計算を行う上での、算定条件を設定します。 

コマンドパレットの[算定条件設定]をクリックします。 

・地盤種別を選択してください。 

・建物高さを入力してください。 

・建物各部の面積あたり重量を入力してください。 

初期状態では建物概要で設定した建物重量に対応した標準的な値が設

定されていますので、部分的に変更が必要な場合は入力してください。 

リセットボタンを押すと、標準的な値にリセットされます。 

・表層地盤の増幅率 Gs の算定方法を入力してください。 

 「精算法」を選択した場合は、表示されている「安全限界固有周期 Ts」

を参照し、Gs を別途求めて入力してください。 

 Gs の求め方の詳細については限界耐力計算の解説書等をご参照くだ

さい。 

「建物高さ」および「面積あたり重量」については、精密診断法 1 の算定条

件設定における項目と共通になります。 
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１５－３ 劣化度入力  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建物の劣化度を入力します。 

 

[劣化度入力]をクリックします。 

該当する部位に劣化度を入力します。 

 

「劣化無し」：対象部位に、劣化が認められない場合  

「部分的な劣化」：対象部位に、部分的な劣化が認められる場合 

「著しい劣化」：対象部位に、著しい劣化が認められる場合 

 

・一点選択の場合、クリックした部位の劣化度が変更されます。 

・BOX選択の場合、2点指定で囲まれた範囲内にあるすべての部位の劣化度が変更されます。 

"補強計画"モードでは、“現状劣化度”、“補強後劣化度”が入力可能となります。 

"補強後劣化度"は★がついて表示されます。 

 

 

劣化度の設定は、保有水平耐力計算モードと限界耐力計算モードで共通になります。 

（精密診断法１の劣化度の設定とは独立しています。） 
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１５－４ 壁材種設定について（精密診断法２用情報）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザー定義した材種を限界耐力計算に使用する場合は「精密診断法 2用情報」を設定

する必要があります。 

 

[壁材種設定]をクリックします。 

  また、CAD 入力モードで壁材種設定を行う際に、「設定情報」を「精密診断法 2 用」に

切り替えることによっても、同じように「精密診断法 2用情報」を設定できます。 

 

詳細については「２－３－２ 壁材種設定（精密診断法２用）」を参照下さい。 
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１５－５ 診断 

１５－５－１ 診断＜総合評価＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

限界耐力計算の判定結果を表示します。 

 

[診断]をクリックします。 

 

限界耐力計算の評点は「各階安全限界耐力 Qsi」÷「作用する地震力 Qsni」によって求

められます。 
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１５－５－２ 診断＜各階安全限界耐力＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各階、各方向の「荷重変形関係」と「安全限界耐力」を表すグラフを表示します。  

 

総合評価の「各階安全限界耐力」の根拠を参照できます。 

「荷重変形関係」は、各階、各方向の部材の「標準骨格曲線」の重ねあわせにより求め

られています。 

  詳細な計算内容については計算書をご確認ください。 

「各階安全限界耐力 Qsi」は「荷重変形関係」の曲線上における最大点の荷重です。 
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１５－５－３ 診断＜作用する地震力＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「各階に作用する地震力 Psi」および「当該階以上の階に作用する地震力 Qsni」を表示

します。  

 

総合評価の「作用する地震力」の根拠を参照できます。 

「各階に作用する地震力 Psi」は、「加速度分布係数 Bsi」、「加速度低減率 Fh」、「地震地

域係数 Z」、「表層地盤増幅率 Gs」、「安全限界固有周期 Ts」から求められます。 

  各項目の詳細な計算内容については計算書をご確認ください。 

  「当該階以上の階に作用する地震力 Qsni」は、その階およびより上の階の Psi を合計し

て求められます。 
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１５－６ 印刷する  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【限界耐力計算】の判定結果を印刷します。 

コマンドパレットの[印刷]をマウスでクリックします。 

平面図を印刷する場合は用紙の設定、サイズ、縮尺を選択します。 

印刷したい帳票にチェックして、[プレビュー]、[印刷]、[ＰＤＦ]のいずれかをク

リックします。 

 

[プレビュー]をクリックすると、画面にプレビュー表示されます。 

[印刷]をクリックすると、プリンタに出力されます。 

[ＰＤＦ]をクリックすると、ＰＤＦファイルが作成されます。 

 

・「印刷日」で指定された日付が、帳票に出力されます。 

・「現状・補強計画ラベルを印刷」をチェックすると、帳票上に補強モードが 

 出力されます。 

 

印刷したい 

帳票にチェック 
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第１６章 プレゼンボード（写真管理） 

 
 

 

 

プレゼンボード機能により、施主説明の際の資料作成が簡単に行えます。 

また、アルバム作成機能によって写真帳票を作成することができます。 

本モードを使用する前に、ＣＡＤ入力を行ってください。 

 ＣＡＤ入力とその保存が行われているとして、プレゼンボードおよびアルバム 

作成の流れを説明します。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※オプション機能です 

本機能は、（一財）日本建築防災協会の「木造住宅耐震

診断プログラム評価」の対象範囲外となります。 
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１６－１ プレゼンボード機能 選択メニュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレゼンボード機能には、以下の４つの機能があります。 

①プレゼンボード作成 

②アルバム作成 

③絵でみる総合診断書 

④よくわかる補強計画書 

 

 

「プレゼンボード」を選択すると、上記の機能選択画面が表示されます。 

 

①プレゼンボード作成 

②アルバム作成 

を行う場合は、機能選択画面上のボタンをクリックして進みます。 

 

③絵でみる総合診断書 

④よくわかる補強計画書 

の印刷を行う場合は、一般診断または精密診断の印刷画面から選択します。 
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１６－２ プレゼンボード機能  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建物の平面図に建物 3D 画像や写真、吹出し、スタンプ、枠や線を組み合わせて 

プレゼンボードを作成します。 

テンプレートを使用することによって手軽に体裁の良いプレゼンボードを作成するこ

とができます。 

① 画面上部のモードツールバー[写真管理]をクリックします。 

または、メインメニューの[プレゼンボード]をクリックします。 

②[プレゼンボード作成]をクリックします。 

プレゼンボードモードでは他のモードと異なり、建物の平面図は画像として扱われ

ます。通常の平面図は表示されません。 

プレゼンボードに貼り付けた平面図画像は、以後ＣＡＤ入力モードで入力を行って

も自動的には変更されませんのでご注意ください。 

平面図画像を更新したい場合は一度削除してから[平面図画像貼付]で作成しなおし

てください。 
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１６－２－１ テンプレート選択  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレゼンボードを作成する際のテンプレートを選択します。 

現在のプランで最初にプレゼンボードモードに切り替えたときに、テン

プレート選択ウィンドウが表示されます。 

テンプレートは次の 4 つのうちから選択します。 

 ・初期配置なし 

 ・各階平面図 

 ・3D 表示(4 方向)＆各階平面図 

 ・3D 表示(地震前／後)＆各階平面図（現状／補強） 

  （補強計画のみ選択可能） 

 

一度テンプレートを選択した後でも、[テンプレート選択]をクリックす

ることによって、改めてテンプレート選択ウィンドウからテンプレート

を選ぶことができます。 

その場合、それまで行ったプレゼンボードの入力、設定をリセットする

かどうかを選択します。 

リセットしない場合はそれまでに入力された画像等の上に新たに平面

図、３Ｄ表示が配置されます。 

テンプレートによって配置された平面図、3D 表示は画像として編集、移

動、削除することができます。 

詳しくは、１４－２－５ 画像をご参照ください。 

プレゼンボードを印刷する際は、青い枠で示された印刷範囲の内部が 

印刷されます。印刷範囲は変更することができます。詳しくは、 

１４－２－１０ 印刷範囲設定をご参照ください。 
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１６－２－２ 枠、線入力  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレゼンボード上に枠や指示線、矢印線等を入力します。 

▼枠：[枠]をクリックすると、枠・線設定ウィンドウが表示されます。 

入力したい枠の太さおよび色を選んでから 2点入力で枠を入力します。 

▼線：[線]をクリックすると、枠・線設定ウィンドウが表示されます。 

入力したい線の太さ、色および種類（矢印）を選んでから 2点入力で線を入力しま

す。 

  ▼削除：[削除]をクリックし、削除したい枠または線の上をクリックします。 

  ▼設定変更：[設定変更]をクリックすると、枠・線設定ウィンドウが表示されます。 

線の太さ、色、種類を選んでから設定を変更したい枠または線の上を 

クリックします。 

  ▼移動／変形：[移動／変形]をクリックすると、入力されている枠、線の上に赤い四角が

表示されます。 

1 点目で赤い四角をクリックすると、枠、線を変形します。 

 2 点目のクリックで形を決定します。 

     1 点目で赤い四角以外の枠、線上をクリックすると、枠、線を移動します。 

 2 点目のクリックで位置を決定します。 

「入力時のグリッド位置合わせ」を切り替えることによって、入力の１点目、２点目 

   をグリッドに合わせるかどうかを選択することができます。 
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１６－２－３ スタンプ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレゼンボード上にスタンプを押します。 

▼スタンプ：[スタンプ]をクリックすると、スタンプ設定ウィンドウが表示されます。 

スタンプのサイズ、色、種類を選んでからスタンプを押したい位置をクリック 

します。 

スタンプは押すごとに番号（文字）が 1つずつ変わっていきます。 

▼移動：[移動]をクリックして、すでに押されているスタンプをクリックすると、 

   スタンプを移動することができます。 

  2 点目のクリックで位置を決定します。 

  ▼削除：[削除]をクリックし、削除したいスタンプの上をクリックします。 

 

 

 

「入力時のグリッド位置合わせ」を切り替えることによって、スタンプの中心 

   をグリッドに合わせるかどうかを選択することができます。 
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１６－２－４ 吹出し  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレゼンボード上に文字列（吹出しおよびコメント）を入力します。 

▼吹出し：[吹出し]をクリックし、吹出し線の始点と終点の 2点を入力します。 

その後表示される文字列入力ウィンドウ上で文字列を入力します。 

さらに、ウィンドウ上の「詳細設定」によって文字、吹出しの色、サイズ等の 

設定を行うことができます。 

また、吹出し上と移動先をクリックすることによって吹出しを移動することが 

でき、吹出し線上と移動先をクリックすることによって吹出し線の始点を移動 

することができます。 

▼編集：[編集]をクリックして、吹出し上をクリックすると、文字列入力ウィン 

ドウが表示されます。 

   ウィンドウ上で文字列の変更や「詳細設定」を行うことができます。 

  ▼削除：[削除]をクリックし、削除したい吹出しの上をクリックします。 

「入力時のグリッド位置合わせ」を切り替えることによって、入力の１点目、２点目 

  をグリッドに合わせるかどうかを選択することができます。 

 

 

 

CAD 入力モードで入力した吹出しと、プレゼンボードで入力した吹出しは別の 

扱いとなります。 
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１６－２－５ 画像  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレゼンボード上に画像を貼り付けます。 

▼画像：[画像]をクリックし、プレゼンボード上の 1点をクリックします。 

ファイルの選択ウィンドウが表示されるので、貼り付ける画像ファイルを選択しま

す。 

その後表示される画像編集ウィンドウで、画像の枠線の種類、太さ、色および 

画像の回転角度、画像が重なっている場合の表示の前後を設定することができます。 

また、画像上と移動先をクリックすることによって画像を移動することが 

でき、画像右下の赤い四角と移動先をクリックすることによって画像を拡大／ 

縮小することができます。 

▼編集：[編集]をクリックして、画像上をクリックすると、画像編集ウィンドウが 

表示されます。 

   ウィンドウ上で画像の枠線や回転角度の編集を行うことができます。 

  ▼削除：[削除]をクリックし、削除したい画像の上をクリックします。 

「入力時のグリッド位置合わせ」を切り替えることによって、画像の左上隅 

   をグリッドに合わせるかどうかを選択することができます。 

 CAD 入力モードで入力した画像と、プレゼンボードで入力した画像は別の 

扱いとなります。 
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１６－２－６ 平面図画像貼付  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレゼンボード上に現在のプランの平面図画像を貼り付けます。 

[平面図画像貼付]をクリックすると、各階の平面図画像が作成されて貼り付けられ 

ます。 

  貼り付けた平面図画像は画像ファイルから貼り付けた画像と同様に、編集、移動、 

削除することができます。 
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１６－２－７ 平面図凡例貼付  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレゼンボード上に平面図凡例画像を貼り付けます。 

[平面図凡例貼付]をクリックすると、凡例画像が貼り付けられます。 

  貼り付けた凡例画像は画像ファイルから貼り付けた画像と同様に、編集、移動、 

削除することができます。 
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１６－２－８ ３Ｄ画像貼付  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレゼンボード上に現在のプランの３Ｄ画像を貼り付けます。 

[３Ｄ画像貼付]をクリックすると、建物３次元画像作成ウィンドウが表示されます。 

ウィンドウ上で建物の回転、拡大／縮小、通常時と被害想定の切り替え、表示設定の 

切り替えを行ってから[画像作成(1枚)]または[画像作成(4方向)]を 

クリックします。 

・[画像作成(1 枚)]をクリックすると、表示されている縮尺、角度で３Ｄ 

画像が作成され、プレゼンボードに貼り付けられます。 

・[画像作成(4 方向)]をクリックすると、表示されている縮尺で、4方向 

 それぞれから見た建物の３Ｄ画像が作成され、プレゼンボードに並べて貼り付け 

られます。 

 

  貼り付けた３Ｄ画像は、画像ファイルから貼り付けた画像と同様に、編集、移動、 

削除することができます。 

 

「仕上材選択」ボタンを押すと、3次元 CGに、仕上材の画像を設定できます。 
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１６－２－９ タイトル／用紙設定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレゼンボードを印刷する際の表示されるタイトルおよび用紙の設定を行います。 

 

[タイトル／用紙設定]をクリックすると、タイトル／用紙設定ウィンドウが表示され 

ます。 

プレゼンボードのタイトルおよび用紙方向の縦／横と用紙サイズを設定します。 

 

用紙方向、用紙サイズを変更すると、合わせて印刷範囲が変更されます。 

印刷範囲については「１４－２－１０ 印刷範囲設定」をご参照ください。 
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１６－２－１０ 印刷範囲設定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレゼンボードを印刷する際の印刷される範囲の設定を変更します。 

   印刷範囲は青の枠で示されています。 

 

 [印刷範囲設定]をクリックし、ＢＯＸ入力で印刷範囲を変更します。 

ただし、印刷範囲の縦と横の長さの比は用紙方向および用紙サイズの設定に 

応じて決められています。 

また、小さすぎる印刷範囲は設定できません。 

 

 
設定した印刷範囲は用紙方向または用紙サイズを変更すると一緒に 

変更されます。 
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１６－２－１１ 印刷  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレゼンボードを印刷します。 

 

[プレゼンボード印刷]をクリックします。 

タイトル、用紙方向、用紙サイズはそれぞれタイトル／用紙設定で設定した通り 

になります。 

印刷される範囲は青枠で示された印刷範囲となります。 

▼プレビュー：画面にプレビュー表示されます。 

▼印刷：プリンタに直接出力されます。 

▼ＰＤＦ：ファイル名、保存先確認画面が表示され、ＯＫすると、 

       ＰＤＦファイルが作成されます。 
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１６－３ アルバム作成機能  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真（画像）アルバムを作成します。 

   現地調査時の写真などの画像を取り込み、診断者コメントや番号などを付加し、 

帳票として印刷することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①画面上部のモードツールバー[写真管理]をクリックします。 

または、メインメニューの[プレゼンボード]をクリックします。 

②[アルバム作成]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

※アルバム作成機能は、プレゼンボード作成画面の[アルバム作成]ボタンからも 

呼び出すことが出来ます。 
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１６－３－１ 画像の読み込み  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像ファイルから画像を読み込みます。画像は最大 200枚まで取り込みできます。 

 

・画像欄の横の[読込]をクリックすると画像の選択ウィンドウが表示されます。 

   選択した画像が画像欄に取り込まれます。 

   （ドラッグ&ドロップでも画像を読み込めます） 

   すでにその欄に画像が取り込まれていた場合、上書きされます。 

  ・画像欄の横の[削除]をクリックすると、取り込んだ画像が削除されます。 

 

取り込んだ画像上をダブルクリックすると、その画像のプレビューが表示されます。 
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１６－３－２ 画像の一括読込  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フォルダに保存されている画像を一括で読み込みます。 

画像は最大 200枚まで取り込みできます。 

①ウィンドウ上の[一括読込]をクリックします。 

②画像を一括読込するフォルダを選択します。 

  ③読み込む画像を確認します。 

    ・[取込]のチェックを外された画像は、一括読込対象外となります。 

    ・[表示]をクリックすると、画像のプレビューが表示されます。 

④[取り込み実行(既存リセット)]又は[取り込み実行(既存に追加)]を 

クリックします。 

 ・[取り込み実行(既存リセット)] 

既に読み込まれている画像を破棄して、No1から順番に読み込みます。 

 ・[取り込み実行(既存に追加)] 

      既に読み込まれている画像の次より、順番に読み込みます。 

    

 サイズの大きな画像を多数取り込んだ場合、データの保存・読み込みにかかる

時間が長くなります。 
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１６－３－３ 画像並べ替え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アルバム上に読み込まれている画像を並べ替えます。 

 

 

①並び替え元の行を選択します。選択された行の Noの背景が赤く反転します。 

②並び替え先の行を選択します。 

③並び替え元、並び替え先の画像が入れ替わります。 
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１６－３－４ 画像タイトル、コメント  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  帳票で画像の横に表示されるタイトルとコメントを設定します。 

 

 

画像の横のタイトル欄およびコメント欄に、その画像のタイトルとコメントを 

入力します。 

コメント欄で入力したコメントは、「コメント欄」の設定が「有」になっている 

ときだけ帳票に表示されます。 
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１６－３－５ 帳票タイトル/コメント欄/１ページあたり画像数  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

帳票に表示されるタイトルとコメントの表示の有無、1ページに表示される画像の数を設

定します。 

 

・ウィンドウ下の帳票タイトル欄に、帳票の上部に表示されるタイトルを入力します。 

  ・コメント欄を「有」にすると、画像ごとに入力したコメントが帳票に表示されます。 

  ・1ページあたりの画像数は、コメント有の場合３、４、５枚から、コメント無の場合６、

８、１０枚から選択できます。 
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１６－３－６ 印刷  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像帳票を印刷します。 

 

[印刷プレビュー]をクリックします。 

画像帳票が画面にプレビュー表示されます。 

  帳票のレイアウトはコメント欄の有無と 1ページあたりの画像数によって変わります。 
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１６－４ 絵でみる総合診断書  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  耐震診断の結果をわかりやすく説明するための総合診断書です。 

  絵やグラフを使用して施主の方でも理解しやすく工夫されています。 

  補強すべき要素を強調表示しますのでどこを耐震補強すればよいかが一目瞭然です。 

 

 

   

   ①一般診断または精密診断モードの「印刷」ボタンをクリックします。 

   ②印刷選択画面内の「絵でみる総合診断書」にチェックをつけます。 

   ③プレビュー／印刷／ＰＤＦ出力 をクリックします。 
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１６－５ 絵でみる補強計画書  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   耐震補強前と補強後の評点の変化や補強箇所数、補強場所の確認ができます。 

   施主への耐震補強設計内容の説明時にわかりやすく説明することができます。 

 

 

    

   ①一般診断または精密診断モードの「印刷」ボタンをクリックします。 

   ②印刷選択画面内の「よくわかる補強計画書」にチェックをつけます。 

   ③プレビュー／印刷／ＰＤＦ出力 をクリックします。 
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第１７章 省エネルギー対策 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※省エネルギー対策の機能を使用するには別ソフトの 

 ホームズ君「省エネ診断 エキスパート」が必要です。 

 

 最新の平成 28 年省エネ基準に対応した「外皮平均熱貫流率(UA値)」と「冷房期の

平均日射熱取得率(ηAC 値)」の外皮性能や一次エネルギー消費量を計算できます。

断熱等性能等級、一次エネルギー消費量等級の判定も行えます。 

また、ホームズ君「パッシブ設計オプション」を追加することで、敷地条件や気象

条件などを考慮しながら通風・昼光・日射熱などを検討するパッシブ設計や、室温・

動的熱負荷計算も可能です。 
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１７－１ 省エネルギー対策  

※省エネルギー対策の機能を使用するには別ソフトのホームズ君「省エネ診断 エキスパート」が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームズ君「省エネ診断 エキスパート」は、最新の平成 28 年省エネ基準に対応したソフトウェア

です。「外皮平均熱貫流率(UA値)」と「冷房期の平均日射熱取得率(ηAC値)」の外皮性能や、 

一次エネルギー消費量を計算できます。断熱等性能等級、一次エネルギー消費量等級の判定も

行えます。 

また、ホームズ君「パッシブ設計オプション」を追加することで、敷地条件や気象条件などを考慮し

ながら通風・昼光・日射熱などを検討するパッシブ設計や、室温・動的熱負荷計算も可能です。 

▼ホームズ君「パッシブ設計オプション」 

▼ホームズ君「耐震診断 Pro」との連動 

ホームズ君「耐震診断 Pro」 ホームズ君「省エネ診断 エキスパート」 

▼外皮性能（UA 値、ηＡC値）の計算・等級判定 ▼一次エネルギー消費量の計算・等級判定 

ホームズ君「パッシブ設計オプション」は、気象

条件や敷地条件を考慮しながら、太陽の光や

熱、風などの自然エネルギーの活用、外皮の

高断熱化、省エネルギー設備の 3 つを組み合

わせる「パッシブ設計」を支援するソフトです。

全国 836地点の気象データがついています。 

室温・動的熱負荷計算も可能です。 

※ホームズ君「パッシブ設計オプション」は、

ホームズ君「省エネ診断 エキスパート」と連

動します。ホームズ君「省エネ診断 Light」と

は連動しません。 

詳細は、ホームズ君「省エネ診断 エキスパート」に付属している「操作マニュアル(省エネ判定・平成 28 年省

エネ基準)」および「操作マニュアル(パッシブ設計オプション)」を参照ください。 

ホームズ君「省エネ診断 エキス

パート」は、ホームズ君「耐震診

断 Pro」からのデータ連動で起

動することが可能です。 

以下の項目が引き継がれます。 

 ・建物概要（階数・方位） 

 ・CAD入力（壁や開口） 
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１．初期値（デフォルト）一覧  

項目 初期値 

■建物情報   

建物名 新規１ 

建物コード 0 

備考 (未設定) 

診断者 (未設定) 

建築地名 (未設定) 

竣工年月 (現在)年(未設定)月 

築年数 (未設定) 

建物用途 (未設定) 

調査日 (未設定) 

階数 2 階建て 

■寸法情報   

モジュール幅(mm) 910 

最高高さ (未設定) 

各階階高(mm) 2,800 

床高(mm) 600 

各階小屋裏内法高さ (mm) 1400 

■屋根関連設定   

３階勾配(寸) 5 

２階勾配(寸) 5 

１階勾配(寸) 5 

軒の出(mm) 600 

ケラバの出(mm) 600 

屋根形状 3 階 寄棟 

屋根形状 2 階 寄棟 

屋根形状 1 階 寄棟 

軒天形状 勾配軒天 

■耐震診断条件   

構法 (未設定) 

外壁材 (未設定) 

釘補正係数 1.00 

建物重量 (未設定) 

柱頭柱脚接合部 (未設定) 

木製筋かい接合部 (未設定) 

地盤 (未設定) 

地形 (未設定) 

基礎 (未設定) 

軟弱地盤割増 (未設定) 

地盤種別 (未設定) 

基礎種別 (未設定) 

多雪区域区分 (未設定) 

地震地域係数 (未設定) 

形状割増 (建物短辺の長さ) (未設定) 

混構造割増(1 階構造) 木造 
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項目 初期値 

■一般診断   

床仕様 (未設定) 

必要耐力計算方法 (未設定) 

開口壁の耐力計算方法 (未設定) 

配置による低減係数計算方法 (未設定) 

劣化度 (未設定) 

■精密診断   

必要耐力計算方法 (未設定) 

建物高さ(mm) （建物概要で設定した階高、床高合計） 

面積あたり重量（kN/㎡） 屋根 （建物概要で設定した建物重量に応じた値） 

面積あたり重量（kN/㎡） 外壁 （建物概要で設定した建物重量に応じた値） 

面積あたり重量（kN/㎡） 内壁 （建物概要で設定した建物重量に応じた値） 

面積あたり重量（kN/㎡） 床 （建物概要で設定した建物重量に応じた値） 

面積あたり重量（kN/㎡） 積載重量 （建物概要で設定した建物重量に応じた値） 

水平構面仕様(屋根) (未設定) 

水平構面仕様(梁桁) (未設定) 

水平構面仕様(床) (未設定) 

劣化度 (未設定) 

各部の検討 地盤 (未設定) 

各部の検討 基礎 (未設定) 

各部の検討 水平構面 (未設定) 

各部の検討 柱の損傷 (未設定) 

各部の検討 横架材 (未設定) 

各部の検討 屋根葺き材 (未設定) 

 

以上 
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２．計算上の特記事項  

■耐震診断における斜め壁の扱いについて 

建物に斜めの壁が存在する場合、一般診断および精密診断 1 の計算においては以下のよ

うに扱われます。 

 

 ①斜め壁の耐力、剛性 

  斜め壁は長さを X 方向と Y 方向に振り分けて耐力、剛性を計算します。 

  壁の角度をθとすると、耐力の計算では cosθおよび sinθ、剛性の計算では cos2θお

よび sin2θによって長さが X 方向、Y 方向に振り分けられます。 

  また、耐力、剛性ともに、角度が 45°以下の方向のみ評価されます。 

  （角度がちょうど 45°の場合は X 方向、Y 方向の両方で評価） 

 

  例： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②斜め壁の低減係数 

  斜め壁の開口低減係数を求める際の開口長さや、接合部低減係数および劣化低減係数

を求める際の基準耐力は、X 方向、Y 方向に割り振りを行う前の元の長さ、基準耐力

を使用します。 

 

 ③斜めの開口部の扱い 

  斜めの開口部と縦、横の開口部が連続している場合、それぞれ別個に耐力、剛性の計

算を行います。 

  ただし、角度の差が 45°以内である場合は、斜め壁の長さを X 方向、Y 方向に振り

分けたうえで、合計が最大 3.0m となるように長さを低減して耐力を求めます。 

  （それぞれの長さに 3.0／長さ合計を掛けて低減） 

 

  例： 

 

 

 

 

 

 

 

 

耐力計算の場合 

X方向長さ -- 5×(4/5)＝4 

Y方向長さ -- 評価しない 

 

剛性計算の場合 

X方向長さ -- 5×(4/5) 2＝16/5 

Y 方向長さ --評価しない 

4 

 

3 

 

長さ 5 

 

開口部 

それぞれ別個に耐力、剛性の計算を行う。 

（それぞれ 

2.0×3.0／(2.0＋2.0)＝1.5 

より、長さを 1.5m に低減して計算） 

2.0m 2.0m 
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 ④方法 2（伝統的構法）の柱の計算における斜めの開口部の扱い 

  方法 2 では、斜めの開口部は 45°以下の方向に対する垂れ壁・腰壁として扱います。 

  （ちょうど 45°の場合は X、Y 両方向） 

  その際、垂れ壁の負担長さ Le は cosθおよび sinθで割り振った長さで判断し、垂れ

壁の基準耐力は元の壁材種の値を使用します。 

 

  例： 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑤四分割法における斜め壁の扱い 

  一般診断の四分割法において、斜めの壁が側端部分に一部だけ入っていた場合、斜め

の壁全体の長さに対して入っている部分の長さの割合だけ側端部分の耐力に算入しま

す。 

 

  例： 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑥偏心率計算における斜め壁の扱い 

  偏心率計算のための剛心を求める際に、斜め壁の X 座標、Y 座標としては壁の中点の

座標を使用します。 

 

  例：

 

 

壁材種：土塗壁 塗厚 70mm(3.5kN/m)  

・X 方向垂れ壁負担長さ Le＝4／2 

・垂れ壁基準耐力 3.5kN/m 

4 

3 開口部 

四分割線 

側端部分に長さの 1／2 だけ入っ

ているので、Y 方向の耐力の 1／2

を側端部分の耐力に算定。 

中点の座標を壁の座標とする。 
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３．短辺割増の変更について（Ver4.3 以降）  

■経緯 

 精密診断法１の必要耐力算出方法が、建築基準法施行令に準じて求める方法で、かつ住宅の簡易重量表

を採用する場合における短辺割増を考慮する計算について、ユーザー様から、「基準書(2012 年改訂版 木

造住宅の耐震診断と補強方法<例題編・資料編>）の例題で示される内容と異なる結果になる」とのお問い

合わせがあり、その後、本件について日本建築防災協会からの「より安全側となるようプログラムの修正

を行うことが望ましい」との指導をふまえてプログラムを変更しました。 

「2012 年改訂版 木造住宅の耐震診断と補強方法」【指針と解説編】第 4 刷 P.61（以下、抜粋）の記述

に基づき変更を行いました。 

 日本建築防災協会 web サイト(http://www.kenchiku-bosai.or.jp/4suri/)より。 

 ※注意：解図 4.1.1 における「屋根」は「軒高さ」に変更しています。 

 ※注意：第１刷～第３刷には以下の記述は含まれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 なお、変更前のプログラム（ホームズ君「耐震診断 Pro」Ver.4.2）により計算を行ったものについて

も、「2012 改訂版木造住宅の耐震診断と補強方法」の基準に適合するものとして扱われることを日本建築

防災協会に確認いたしました。 

 

 

■対象プログラム、バージョン 

 ・ホームズ君「耐震診断 Pro」Ver.4.0.0.0～Ver4.2.2.0 

 

■本変更の該当する条件 

 ・精密診断法１ 

 ・平屋、2 階建て、3 階建ての建物 

 ・必要耐力計算方法を「建築基準法施行令に準じて求める方法」を選択 

 ・建物の短辺長さが 6.0m 未満となる階が存在する 

 

■短辺割増の対象範囲の変更 

 ▼変更前) 

  ---------------------------------------------------------------------------------------- 

  2 階建ては、1 階の短辺長さが 6.0m 未満の場合、3 階建ては 2 階及び 1 階の短辺の長さが 

  6.0m 未満の場合において、外壁、内壁の床面積当たり重量に表 4.3 の該当する短辺割増係数を 

  乗じた値とする。 

  なお、平屋においては短辺の長さが 6.0m 未満の場合においても、短辺割増係数を乗じない。 

  ---------------------------------------------------------------------------------------- 

  例 1)【2 階建ての 2 階の短辺が 4.0m 以上 6.0m 未満、1 階の短辺が 6.0m 以上の場合】 

     ・2 階上半分・・・割増しない(係数：1.00)  

     ・2 階下半分・・・割増しない(係数：1.00)  

     ・1 階上半分・・・割増しない(係数：1.00)  

  例 2)【2 階建ての 2 階の短辺が 4.0m 未満、1 階の短辺が 6.0m 以上の場合】 
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     ・2 階上半分・・・割増しない(係数：1.00) 

     ・2 階下半分・・・割増しない(係数：1.00) 

     ・1 階上半分・・・割増しない(係数：1.00)  

  例 3)【2 階建ての 2 階及び 1 階の短辺がいずれも 4.0m以上 6.0m 未満の場合】 

     ・2 階上半分・・・割増しない(係数：1.00)  

     ・2 階下半分・・・割増する (係数：1.15)  

     ・1 階上半分・・・割増する  (係数：1.15)  

  例 4)【2 階建ての 2 階及び 1 階の短辺がいずれも 4.0m未満の場合】 

     ・2 階上半分・・・割増しない(係数：1.00)  

     ・2 階下半分・・・割増する (係数：1.30)  

     ・1 階上半分・・・割増する  (係数：1.30)  

  例 5)【平屋の短辺が 4.0m 以上 6.0m 未満の場合】 

     ・1 階上半分・・・割増しない(係数：1.00)  

 

 ▼変更後) 

  ---------------------------------------------------------------------------------------- 

   建物の各階において、短辺が 6.0m 未満となる階に対して、上半分、下半分（1 階においては 

   上半分）のそれぞれの外壁、内壁の床面積当たりの重量に表 4.3 の該当する短辺割増係数を 

   乗じた値とする。 

  ---------------------------------------------------------------------------------------- 

   例 1)【2 階建ての 2 階の短辺が 4.0m 以上 6.0m 未満、1 階の短辺が 6.0m 以上の場合】 

    ・2 階上半分・・・割増する (係数：1.15) 

    ・2 階下半分・・・割増する (係数：1.15) 

    ・1 階上半分・・・割増しない(係数：1.00)  

   例 2)【2 階建ての 2 階の短辺が 4.0m 未満、1 階の短辺が 6.0m 以上の場合】 

    ・2 階上半分・・・割増する (係数：1.30) 

    ・2 階下半分・・・割増する (係数：1.30) 

    ・1 階上半分・・・割増しない(係数：1.00) 

   例 3)【2 階建ての 2 階及び 1 階の短辺がいずれも 4.0m 以上 6.0m 未満の場合】 

    ・2 階上半分・・・割増する (係数：1.15) 

    ・2 階下半分・・・割増する (係数：1.15) 

    ・1 階上半分・・・割増する  (係数：1.15) 

   例 4)【2 階建ての 2 階及び 1 階の短辺がいずれも 4.0m 未満の場合】 

    ・2 階上半分・・・割増する (係数：1.30)  

    ・2 階下半分・・・割増する (係数：1.30)  

    ・1 階上半分・・・割増する  (係数：1.30)  

   例 5)【平屋の 1 階の短辺が 4.0m 以上 6.0m 未満の場合】 

    ・1 階上半分・・・割増する  (係数：1.15)  

 

 

■上部構造評点への影響 

  ・標準的な規模の住宅において、上部構造評点の変化は、最大で、 

     1 階：約-(マイナス)7% 程度、 

     2 階：約-(マイナス)10% 程度 

   と考えられます。 

 

以上
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